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は じ め に

こ の サ ー ビ ス マ ニ ュ ア ル は 、 通常おこなう点検 •調整をはじめ、主要部の分 

解、点検、組立て整備要領を説明しております。

シ ン ボ ル マ ー ク を 使用して読む事項を少なく、分解図、写真を数多く使用し 

見て理解できるよう工夫して編集致しました。

本書を皆様の点検、調整、分解、組立て等に関する、 '整備の手引き；としてご 

利用ください。なお仕様変更などにより記載内容が実車と異なる場合があり 

ますのでご了承ください。

1993年3月  ヤマハ発動機株式会社

サ ー ビ ス 部 資 料 課

◎速度警告灯装備車はメーカーオプション仕様です。

こ のサービスマ ニ ュ ア ル は整備に関することがらを全て記載しているわけではありません。ヤマハ 

オー卜バイに関する整備上の一般知識及び技能を有する人（販売店、整備業者）を対象として作成し 

てあります。

整備上の一般知識及び技能の無い人はこのマニュアルだけで点検、調整、分解、組立て等を行なわ 

ないでください。知識不足、技能不足等のため整備上のトラブル及び機械破損等の原因となる場合 

があります。



本書の使い方

記載項目の探し方

1.本書の構成は、総説、サービスデ一夕、点検 

調整、エンジン、キャブレ夕、車体、電装、

トラブルシューテイングの 8章に分類して編 

集しています。

2.目次を巻頭にまとめました。全体の構成がど 

のようになっているかを確かめて、必要とす 

る章、項目を探します。

•本の小口を斜めに曲げて、探そうとする章の 

シ ン ボ ル マ ー ク に 合わせて開き、ページ数で 

見たい項目、見たいところを探します。

記載内容の見方

1•読む事項を少なくし、見て理解できるように写真、イラストを主体とした構成にしてあります。

2.記載内容は機能別に章で区分けしてあります。

①は章タイ卜ルを表わします。

②は項目を表わします。

③は数値、特殊工具等を表わします。

④は部品名称を取外し順又は、組付順に表わし 

ます。

3.本書では正しい取扱いおよび点検整備に関す 

る必要な事項を下記シ ン ボルマ ー ク で 表示し 

ています。

要点

身体や生命に危害を及ぼすと予想され 

る事故を未然に防ぐための必要な事項 

を示してあります。

部品や商品に損傷を与えないための必 

要な事項を示してあります。

正しい操作の仕方や点検整備上のボイ 

ン卜を示してあります。

冷却水»»系統水漏れの点核

はГ) ~1()分丨illアイ卜リ 

にл検すること 

*冷Л丨 水 は 必 ず 木 丨 fti

わをかけないこと 

，ト全搀後の検 

ンケи和:で迚も:後

ラジエタキヤノブテスタを取外す0.V 
冷却水が吹き出すので.ウェス等をかぶせ 

て取外すこと,，

また、その他のシンボルマークの意味については次頁を参照してください。
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  fŴ SS____________

⑳ ㉗ 

£НЗВВ̂ n New

シンボルマ一ク
シンボルマークは下記の意味、事項を示します。 

®総説編

②サービスデ一タ編

③点検、調整編

④エンジン編

⑤水冷機構編

⑥キャブレタ編

⑦車体編

⑧電装編

⑨ ト ラ ブ ル シ ュ ー テ イ ン グ 編

⑩エンジン車載整備ができる。 

⑪特殊工具 

@才イル量  

⑬ゲリ一スの種類 

@締付トルク 

⑮標準値及び使用限度 

⑭エンジン回転数

V、Aの規定値

(1^ )ヤマハ才一卜ル一フス一パ一才イル 

⑩ヤマハギヤ才イル 

⑩ヤマハ 4サイクル才イル 

@ヤマハ 4サイクル才イルFX 

@ニ硫化モリブデンオイル

ヤマハグリースВ 

@ヤマハグリースЕ 

⑩ヤマハニ硫化モリブデングリース 

@)ネジロック

@組付時新品と交換する部品
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外観写真、車台番号打刻位置、原動機型式打刻位置 総説 柄

外観写真

車台番号打刻位置

原動機型式打刻位置

営 業 呼 称 XJR400

通 称 名 XJR400

車 名 • 型 式 ヤマハ • 4НМ

エ 場 呼 称 XJR400AJ3

機 種 コ ー ド 4НМ1

指 定 番 号 7264

原 動 機 型 式 4НМ

車台打刻開始番号 4НМ-000101〜

全 長 2075mm

全 幅 745mm

全 高 1080mm

総 排 気 量 399cm3 (c.c.)

車 両 重 量 195kg

カラ一リ ン グ
デ一プレッドカクテル2 
ブラック2

ベリ一ダークバイ才レッ卜カクテル2



外観四面図
側面図

単位mm

上面図

(全幅)
745

前面図 後面図

385
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車速(km/h)

最 高 出 力 = 53PS/11000rpm 
最大トルク=3. 5kg ■ m/9500rpm

1次減速比=23/24X68/25 ： 2.606
：3. ООО2次減速比=45/15

変速機変速比

1速=41/15 ： 2. 733
2 速=37/19 ： 1.947
3 速=34/22 ： 1.545
4 速=31/25 ： 1.240
5 速=29/27 ： 1.074
6 速=27/29 ： 0_ 931

タイヤサイズ

フ ロ ン 卜 =110/70-17 
リヤ= 150/70-17

54Н
69 Н

性能曲線図
エンジン性能曲線図
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整備上の注意事項(1)
1.洗車

車体、エンジンの泥、ほこり等をよく落し 

作業中内部に混入しない様にすること。

注

>清掃は尤らかい布■かスポンジを使用して、

水または中性洗剤を使用して水で洗うこと。 

Г冼中:時はサイレンサテールパイプ部に检等 

をしてから行うこと。

2.レーシングスタンド

①エンジンを始動して後輪を冋転させないこと (

②レ グスタンド使用中は乗車しないこと<

スタンドの変形、破損の原因となります。

3.火気厳禁

整備工場には火気を絶対に近づけないこと (

4.正しい工具

部品（こ招傷を与えない様に、特殊工具の必要 

な筒所の作業には必ず特殊工具を使用する。

また適切な工具と計器に依る適正な作業を実 

施すること。（スパナ等は出来るだけ避け、メ 

ガネ、ボックスレンチ等を使用すること。）

5.消耗部品

ガスケット（パッキン）、Оリング、コッタピン、 

サークリップ、ロックワッシャ等は新品と交 

換すること。

6.純正部品

使用する部品や油脂類は必ずヤマハ純正部品、 

及び推奨品を使用し、他のものは使用しない

こと。



6力所を平均に数回に分け 
て、バッテリーの上面と同 

じ高さになるまで押し込ん 

でください。

注意：密封栓を1個ずつ押 

し込むやり方はしな 
いでください。

7.ワックス

プラスチック部品や樹脂塗装部品はコンパウ 

ンド入りの自動車用ヮックスを使用すると変 

色、色落ちします。

コンパウンドの入っていないヤマハ純正ワッ

クス（ニ ■コンカークリーム）を使用すること (

8.密閉タイプバッテリの取扱い

電解液取扱説明書ニ使用に際してはこの取扱書をよくお読みの上. 
ニぼさないように正しく注液してください。

お願い
*バッテリーと同一型式か硝認し、ご使用ください。
*必ずノ ッテリーを車両から降ろして注液してください。

*ボルト、ナツ卜の取り付けは電解液注液後に行ってください。

注 液 方 法

電池の用意 確認して下さしV

バッテリーを水平 

な所に置いて±3□シ一ル 
「封□シール」を■ ノ

6力所から泡がでてますか！ 

液面がだんだん下がつていま 
すか！

そのまま20分間程度放置して 
下さい。（12時圊以上放置しな 
いで下さい。）

電解液の用意

ポリ袋から電解液 

容器を取り出し、 
上部のカバーを横 

にスライドさせてI 

はずします。

注意：シール部を 

はがしたり穴をあ 
けないでください(

注意：泡の出ないところがあ 

れば電解液容器をはず 
さずに指でその箇所を 
叩くと注液ができます。

電解液容器の取り外し

電池への注液

電解液容器を電池 

の注液□に軽くはnI 

めて垂直にいっきみI 

に押し込んでくだ 
さい。シール部が 

破れ注液が始まり 

ます。

注意：電解液容器をまっすぐ 

に押し込まないと電池 
が倒れたり、硫酸がこ 

ぼれることがあります。

電解液が残っていないかもう 
1度確認してください。もし 

残っていたら軽く叩いて入れ 

てください。
ゆっくりと電解液容器をはず 

してください。

電池に付着した電解液を拭き 

取ってください。____________

密封栓の取り付け

バッテリーに取り付けてある 

密封栓を取って、注液□に合 
わせて水平に軽く置いてくだ 

さい。

Мл

バッテリ一の取扱いにご注意

このバッテリ一は12V用で液量点検及び補水不 

要な密閉式です。次の点に特にご注意下さい。 

■充電時等いかなる場合においても密封栓は絶 

対に外さないで下さい。

■充電状態の点検は、ボルトメーターを用い電 

圧測定により行なって下さい。

(規定電圧：12.8Ѵ1й上）

■この電池は密閉タイプノ Кッテリ一装着車以外 

には使用しないで下さい。

■長時間ご使用にならない場合は、6ヶ月毎に 
下記のいずれかの方法にて充電して下さい。

充電方法標準 0.8АХ5時間、急速8АХ30分間

パッテリ一は引火性ガスを発生しますの 
で' 取扱いを誤ると爆発や大けがをする 
ことがあります。
充電時等に必ず守っていただきたいこと。 
■火気厳禁ニシヨ一トやスパークをさせ 
たり、タバコ等の火気は危険(爆発） 

■ガソリン' 油、有機溶剤等に注意=電 
そうに付着すると危険(電そう割れ）

■バッテリ一液(希硫酸)に注意=皮膚,
目、衣服につくと危険(やけど、失明等）
Щ ■皮/*,衣服についたときには直ち 
急に多量に水で洗う。
% ■目に入ったときには直ちに多量

шの水で充分に洗い、医師の治療を 
受ける。

DANGER

子供の手の届く所に置かないで下さい
KEEP SPARKS. FLAME. CIGARETTES AWAY
ELOIGNEZ LES ETINCELLES. FLAMME. CIGARETTES.

注意 1電解液は必ずバ ッテリーメーカーの

指定するものを使用すること。

GTX9-BS用バッテリ一電解液
〔取り扱い上の注意〕

この電解液をノVテリ一に注入 
するときは、皮膚に付いたり、目 
に入ったりしないよう十分注意 
してください。
もし皮膚や衣服に付いたとき 
は、直ちに水洗後石鹼でよく洗 
い流してください。
万一目にはいった時は、直ちに 
流水で洗い流し医師の治療を受 

けてください。
容器を処分する場合は、必ず内 
容物を水で薄めるか、または中 
和の後水洗し危険のないよラに 
してください。

医薬用外劇物

希硫酸
硫酸 4 1 9 6比重 1 . 3 2 

容量396cc

〔販売店の皆様に〕
本品は、「毒物及び劇物取締法」
の規定により販売業の登録を受け 
ていない店舗では、このまま販売 
してはいけません。したがって無 
登録店では、電解液をバッテリー 
に注入して液入り充電済みバッテ 
リーにしてから販売してください。

〔注液方法〕
別紙の取扱い説明書に従って正し 
く注液してください。

製造元-

大盛化工株式会社

大阪府南河内郡美原印多治井633  
TEL  (0723 )  61 -3345XX



9.ケガ、やけど

整備中、ケガをしない様、またエンジン、エ 

キパイ、マフラ等で火傷する事のない様に、 

十分注意して作業すること。

10.分解、組立て上の注意

①分解を行なう場合、必要な部品については分 

解中に点検、測定をしてその記録を残し組付 

け時の参考とする。

②各部品を混同、紛失しない様に、各セクショ 

ン毎に整理する。

③エンジン、ミッション部品は、分解後洗油で 

洗浄し、エアで吹くこと。

④組立は、各部品の修正結果および分解前のデ 

—タを確認しながら作業を進める。

⑤組付け中の各部品にほこりや異物が付着しな 

いようにする。

⑥各 セ ク シ ョ ン 毎に、作動を確認し、組付けて 

行く。

⑦摺動部分には、オイルを塗布する。

⑧規定の締付トルクを守るこ

⑨作業を2人でする場合は、

するо

と。

相互の連絡を密に



整備上の注意事項⑵
ベアリングの組付け方

• ベ ア リ ン グ の 組付け方向はメ ー カ 一 印、サ 

イズ記号の記入されている面を組付側（外側 ) 

に向けて組付けます。

•ベアリングをケースに打込む時はアウタレ 

—スに力を加えて平行に打込みます。

• ベ ア リングを ア ク ス ル（軸）に 打込む時はイ 

ン ナレ一ス に 力を加えて平行に打込みます。

オイルシールの組付け方

•オイルシ一ルの組付け方向は主リップを油 

室側（シ一ルする対象側）に向けて組付けま 

す。

•オイルシ一ルリップ部に必ずグリースをう 

すく均一に塗布して組付けます。

サークリツプの組付け方

•サ一クリップの組付け方向はサークリップ 

の面取り側を内側に向けて組付けます。 

•サークリップを必要以上に広げないこと。

•サークリップの合口をスプラインの中心に合 

わせて組付けます。



特殊工具•機器

オイルフィルタレンチ90890-01426

コンプレッシヨンゲ一ジ90890-03081 
アダプタ 90890-04082

ロ —タブ—ラ 90890-01080

クラッチホ一ルデイングツール90890-04086

バルブスプリングコンブレッサ90890-01253



バルブラッパ90890-04101

ェキゾ一ストアタッチメント90890-03134

ステアリングナッ卜レンチ90890-01268



シ-ブホルダ90890-01701

О

し

フュエルレベルゲージ90890-01312

Ж

OJ _

フ才一クシ一ルドライバ90890-01442



ステアリングナツ卜ホルダ90890-СЛ385

czr^ С

ポケッ卜テスタ 90890-03112
温度プローブ付ポケッ卜テスタ90890-03132

エンジンタコメータ90890-03113
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主要諸元
営業呼称 XJR400

機種コード 4HM1

原動機打刻型式 4HM

車体打刻開始番号 4HM-000101

車名•型式 ヤマハ• 4HM

指定番号 7264

発売年•月 1993年3月

寸法：

全長 2,075mm

全巾 745 mm

全局 1,080mm

シー卜高 770 mm

軸間距離 1,435mm

最低地上高 115mm

重量：

乾燥重量 175kg

車両重量 195kg

分布重量（前） 96 kg

(後） 99 kg

車両総重量 305kg

分布重量（前） 117kg

(後） 188kg

乗車定員 2名

性能：

定地燃費 41 km/し々О km/h

最小回転半径 2,800mm

制動停止距離 14m//50km/h

原動機：

原動機種類 4サイクル空冷 DOHC

気筒数配列 前傾並列4気筒

総排気量 399cm3

内径X行程 55 X 42mm

圧縮比 10.7 ：1

圧縮圧力 11 kg/cm2/400r/min

最高出力 БЗРЗ/І^ОООг/гпіп

最大トルク 3.5 kg • т/Э^ООг/тіп

始動方式 セル式

エアクリーナ形式 乾式不織布

クラッチ形式 湿式多板

2-1



潤滑方式 ウエッ卜サンプ

エンジンオイル

オイル量 2し

オイルフィルタ交換時 2.4L

オ一バホ一ル時 2.8L

指定オイル ヤマハ4サイクルオイルエフエロ FX

卜ランスミッション：

1次減速比 23/24X68/25 (2.606)

2次減速比 45/15 (3.000)

ミッション•チェンジ方式 常時かみ合式6速

減速比1速 41/15 (2.733)

2速 37/19 (1.947)

3速 34/22 (1.545)

4速 31/25 (1.240)

5速 29/27 (1.074)

6速 27/29 (0.931)

車体：

フ レ ー ム型式 ダブルク レ ードル

キヤスタ 26。

卜レ一ル 99 mm

燃料：

フュエルタンク容量 18L

予備容量 3し

タイヤ：

種類 チューブレス

タイヤサイズ（前） 110/70-17 54H

(後） 150/70-17 69H

タイヤメ ー カ（前） ダンロップ

(後） ダンロップ

タイヤ銘柄（前） K505FL

(後） K505P

残溝使用限度（前） 0.8mm

(後） 0.8mm

残溝使用限度（高速） 1.6mm

タイヤ空気圧：

1名乗車（前） 2 kg/cm2

(後） 2.25 kg/cm2

2名乗車（前） 2 kg/cm2

(後） 2.5 kg/cm2



高速走行（1名乗車）（前）

(後）

2 kg/cm2 

2.5 kg/cm2

ブレーキ：

前輪ブレーキ形式 油圧式ダブルディスクブレーキ

後輪ブレーキ形式 油圧式シングルディスクブレーキ

懸架方式：

フロン卜サスペンション テレスコピック

リヤサスペンション スイングアーム

緩衝方式：

フロン卜ショックアブソ一バ コイルエアスプリング/オイルダンパ

リヤショックアブソ一バ コイル,エアスプリング/ガス,オイルダンパ

ホイ_ルトフべル：

フロン卜ホイ一ル卜ラベル 130 mm

リヤホイール卜ラベル 110mm

エレクトリカル：

点火方式 フルトランジスタ式（デジタル進角）

スパークプラグ：

型式 CR8E,CR9E/U24ESR-N,U27ESR-N

メーカ NGK/NIPPONDENSO

プラグギャップ 0.7 〜0_8mm

へッドランプ形式： ハロゲンランプ

バルブワッ卜数X個数：

へッドランプ 12V60W/55W

テール/ストップランプ 12V5W/21W

フラッシャランプ 12V21WX4

メータランプ 12V1.7WX4

ライセンス灯 12V5WX2

パイロッ卜ランプワッ卜数/個数

ニュー卜ラル 12V1.7WX1

フラッシャ 12V1.7WX1

オイル残量警告灯 12V3.4WX1

ノ、イビ一厶 12V3.4WX1

速度警告灯 12V3.4WX1



整備諸元
原動機

シリンダへッド 

歪み限度 0.05mm

シリンダ：

内径 

使用限度 

シリンダ歪み限度

55.005〜55.045mm

55.1mm

0.03mm

使用限度 

吸気カム“B”

使用限度 

最大リフト（IN)

排気カム“A”

使用限度 

排気カム“B”

使用限度 

最大リフト(EX)

カムシャフ卜振れ限度

32.4〜32.5mm 

32.3mm

25.019 〜25.029mm 

24.92mm

7_2mm

32_044 〜32.054mm 

31.95mm

25.019 〜25.029mm 

24.92mm

6.8mm

0.05mm

バルブタイミング： 

吸気開き(B.T.D.C) 

吸気閉じ（A.B.D_C) 

排気開き（B.B.D.C) 

排気閉じ（A.T.D.C) 

オ一バラップ

34£

54 е

55 е 

25 е 

59 е

カムチェン：

カムチヱン型式/駒数 

動弁機構：

バルブクリアランス（冷間）
IN
)

Ex
)

/
\ 

у
\

バルブステ厶外径

使用限度（IN)

IN
)
Ex
)

/
(

\ 

/
(

\

82-RH2010/144

0.11〜0.20mm

0.21〜0.30mm 

3.975 〜3.990mm 

3.960 〜3.975mm 

3.945mm



(EX) 3.90mm

ガイド内径（IN) 4.000〜4.012mm

(EX) 4.000〜4.012mm

使用限度（IN) 4.045mm

(EX) 4.02mm

ステムとガイドのすき間（IN) 0.010 〜0.037mm

(EX) 0.025〜0.052mm

使用限度（IN) 0.1mm

(EX) 0.1 mm

バルブステ厶振れ限度 0.03mm

バルブシー卜当り巾（IN) 0.9 〜1.1 mm

(EX) 0.9 〜1_1mm

使用限度（IN) 2 mm

(EX) 2mm

バルブリフタ外径(IN/EX) 19.976〜20.000mm

使用限度（IN/EX) 19.956mm

バルブリフタ孔径(IN/EX) 19.996 〜20.020mm

使用限度（IN/EX) 20.05mm

バルブスプリング：

自由長（ IN) 42.6mm

(EX) 42.6mm

使用限度（IN) 40mm

(EX) 40 mm

たおれ角使用限度（IN) 2.5° / 1.9mm

(EX) 2.5° / 1.9mm

ピストン：

ビストンクリアランス 0.025〜0_045mm

ビス卜ンタИ圣 54.7 〜54.9mm

組付方向 ▲排気側

ビストンピン孔内径 15.002〜15.013mm

使用限度 15.04mm

ビストンピン外径 14-995〜15.000mm

使用限度 14.975mm

ビストンリング：

卜ップリング

形状 バレル

合口すき間（取付時） 0.1〜0.2mm

使用限度 0.6mm

サイドクリアランス（取付時） 0.03 〜0.07 mm



使用限度 

セカンドリング 

形状

合口すき間（取付時） 

使用限度 

サイドクリアランス 

使用限度 

オイルリング 

合口すき間（取付時）

0.1 mm

テ一パ

0.15 〜0.35mm

0.6mm

0.02 〜0.06mm 

0.1mm

0.2 〜0.7mm

コネクティングロッド： 

才イルクリアランス 

使用限度

0.026〜0.060mm 

0.08mm

クランクシャフ卜

匚 □

-в

クランク巾“А”

クランク巾“В”

振れ限度“С”

大端部サイドクリアランス“D” 

大端部ラジアルクリアランス“Е” 

ジャーナル才イルクリアランス 

使用限度

48.6 〜50_2mm 

311.8 〜313.0mm 

0.03mm

0.160 〜0.262mm 

0.026〜0.060mm 

0_014 〜0.053mm 

0.08mm

クラッチ：

フリクシヨンプレー卜厚さ 

枚数 

使用限度 

クラッチプレー卜厚さ 

枚数 

歪み限度 

クラッチスプリング自由長 

本数 

使用限度 

プッシュロッド曲がり使用限度

2.9 〜3.1 mm 

8枚 

2.7 mm 

1.5 〜1.7mm 

7枚 

0.15mm 

36.4mm 

5本 

35.4mm 

0.3mm

卜ランスミッション： 

メインアクスル組立巾 116.3〜116.5mm



整懂諸元ミ-ヒタяタ

キャブレタ：

型式/数量 BS30/4

刻印 < 4НМ 00

メインジエッ卜 #90

メインエアジエッ卜 #120
ジェッ卜ニー ドル•クリップ段数 4CL21• 3/5

メインノズル 0-2

パイロッ卜エアジェッ卜1 #140

パイロッ卜アウ卜レッ卜 0.8

パイロッ卜ジェッ卜 #15

パイロットスクリュ戻し回数 2.5

スタータジエッ卜1 #22.5

スタータジエッ卜2 0.5

油面（スペシャルツール使用） 8 mm

アイドリング回転数 1,250〜1,350r/min

СО濃度 4.5 〜5.5 %

吸入負圧 190 〜210mm Hg

オイル温度 75 〜85°C

オイルポンプ：

オイルポンプ型式 卜ロコイドポンプ

インナロ一タとアウタロータのすき間 0.09 〜0.15mm

使用限度 0.2mm

アウタロータとロータハウジングのすき間 0.03 〜0.08mm

使用限度 0.15mm

ロータハウジング端面とロータ端面のすき間 0.03 〜0.08mm

使用限度 0.15mm

バイパスバルブ作動油圧 0.8—1,2 kg/cm2

標準油圧 0.8 kg/cm2 1,300r/min

ベアリングと才イルシール：

大端部ベアリング プレーン 32X35X 1.5

クランクシャフ卜ベアリング プレーン 32X35X 1.5

クランクシャフ卜オイルシール S-32-45-7.8-L-HS

クラッチプッシュレバ一ベアリング ニー ドル1 5 X 2 2 X 1 2

クラッチプッシュレバーオイルシール SD-15-25-5 - HS

メインアクスルベアリング（右） ボール6305NC3 2 0 X 3 3 X  1 5

ドライブアクスルベアリング（左） ボール6305A5NC3 2 0 X 3 3 X  1 5

ドライブアクスル才イルシール SD-35-62-6-L-HS

シフ卜シャフ卜才イルシール SD-12-22-5-HS



車体

ステアリングシステム：

ステアリングベアリング形式 ボールべアリング

ボールの数/サイズ

(上側） 14個

(下側) 14個

ハンドル切れ角（左） 35。

ハンドル切れ角（右） 35。

フロン卜フォーク：

フロン卜フォーク卜ラベル 130 mm

フォークスプリング自由長 398.2mm

使用限度 390mm

オイル量 426cm3

オイルレベル 173mm

指定才イル ヤマハサスペンシヨン才イルG10

インナチューブ外径 41 mm

インナチューブ曲がり限度 0.2mm

リヤクッション：

クッションス卜ローク 82.5mm

取付長 189.4 mm

フロン卜ホイール：

リムサイズ 17XMT3.00

リ厶縦振れ限度 2 mm

リム横振れ限度 2 mm

ホイールアクスルの曲がり限度 0.25mm

リヤホイ_ル：

リムサイズ 17XMT4.00

リム縦振れ限度 2 mm

リ厶横振れ限度 2 mm

ホイールアクスルの曲がり限度 0.25mm

ドライブチェン：

規格/ メ ー カ 520VL2/大同工業

駒数 110

たわみ量 30〜40mm

10リンク伸び使用限度 151mm

フロン卜ディスクブレーキ：

ディスク外径X厚さ 298 X 4mm

ディスク厚さ使用限度 3.5mm

ディスクの振れ使用限度 0.5mm

パッド厚さ-内側 6.2mm



使用限度 

パッド厚さ-外側 

使用限度 

指定ブレーキフルード

0.8mm 

6.2mm 

0.8mm 

DOT #4

リヤディスクブレーキ：

ディスク外径X厚さ 245 X 5mm

ディスク厚さ使用限度 4.5mm

ディスクの振れ限度 0.5mm

パッド厚さ-内側 5.5mm

使用限度 0.5mm

パッド厚さ-外側 5.5mm

使用限度 0.5mm

指定ブレーキフルード DOT #4

ケーブル類とブレーキペダル：

ブレーキぺタル位置 50 mm

クラッチレバー先端部の遊び 10〜15mm

スロッ卜ルケーブル遊び 3〜5 mm

ベアリングとオイルシール：

フロン卜ホイールベアリング（左） ボール 6203LLU/2A

フロン卜ホイ一ルオイルシ一ル（右） MHSA-23-40-7- В

メータギヤオイルシール SDD-45-56-6

リヤホイ一ルベアリング（左） ホ-ル 6203/2RSC3

リヤホイ一ルベアリング（右） ボール 6303/2RS

リヤホイ一ルオイルシ一ル（右） SD-25-47-7 - В

クラッチハブべアリング ボール 6204/2RS

クフツチハブオイルシ一ル SD-28-47-7-1



電装

点火タイミング：

点火時期（B.T.D.C) 

進角後点火時期 

進角装置

10° / 1,300r/min 

50° / 6，000r/min 

電気式

フルトランジスタ：

ピックアップコイル抵抗値/線色 304〜456 Q白/赤-白/緑

イグナイタユニッ卜型式/メーカ 4НМ/ヤマハ

イグニツシヨンコイル：

型式/メーカ 83R/ヤマハ

火花性能 6 mm

一次卷線抵抗値 1.92〜2.88 Q

二次卷線抵抗値 9_52 〜14-28kQ

А.Сマグネ卜ゼネレータ

型式/メーカ F4HM/ヤマハ

公称出力 12V19A5,000r/min

ステータコイル抵抗値/線色 0.32—0.48 Q 白一白

レクチファイヤレギュレタ：

型式/メーカ SH535/新電元

無負荷調整電圧 13.0 〜15.3V

バッテリ：

バッテリ型式 GTX9 - BS/YTX9-BS

バッテリ容量 12V8AH

充電電流X時間•標準 0 . 8 A X 5時間

•急速 8 A X 3 0  分

充電完了電圧値 12.8V

比重 1.320

スターテイングモータ：

型式/メーカ SM-13/三ツ葉電機

作動電圧 12V

出力 0.7kW

アマチュアコイル抵抗値 0.15-0.25 Q

ブラシ全長 12.5 mm

減寸限度 4 mm

ブラシ使用個数 2個

スプリング圧 570〜920g

コンミュテータ外径 28 mm

使用限度 27 mm

マイカアンダカッ卜量（深） 0.7 mm

2 -10



スタ一タリレ一： 

型式/メーカ 

定格電流 

卷線抵抗値 

吸引電圧

MS5F/自動車電機 

100 А

4.2〜4.6 Q 

8V

ホ一ン：

型式/メーカ YF-12/ニッコ一金属

最大竜流 2.5А

性能 105 〜120dB/2m

卷線抵抗値 1.23〜1.25 Q

フラツシャリレー：

タイプ セミトランジスタ型

型式/メーカ FB249M/NIPPONDENSO

点滅回数 60〜120回/分

オイルレベルスイツチ：

型式/メーカ 4H7/NIPPONDENSO

フュエルゲージ：

型式/メーカ 4НМ/日本精機

センダユニッ卜抵抗値 4 〜10Q

スタータサーキツ卜カツ卜才フリレー：

型式/メーカ 4НМ/才厶ロン

卷線抵抗値 202.5〜247.5 Q

サーキツ卜ブレーカ：

タイプ ヒューズ

メイン 30A/1個

へッドライ卜回路 15A/1個

シグナル回路 15A/1個

イグニッション回路 7.5A/1個

予備 15A/1個 

7.5A/1個 

30A/1個



締付トルクデ-タ 

締付トルク
エンジン

(単位kg • m)
締 付 箇 所 ネ ジ 径 Xピ ッ チ締付トルク 備.考

カムシャフトキャップ M 6 X 1.0 1.0 3回に分けて締付ける

シリンダとシリンダへッド M 6 X 1.0 1.0
カムチェンケース後 M 6 X 1.0 1.0
シリンダへッド締付け M 8 X 1.25 2.2 ネジ部、座面にオイル塗布

スパークプラグ M10X 1.25 1.3
シリンダへッドカバー M 6 X 1.0 1.0
シリンダとクランクケース1 M 8 X 1.25 2.0

コネクテイングロッドとコネクテイングロッドキャップM 7 X 0.75 2.5ネジ部、麵に ::硫化モリブデングリ-ス塗布

カムシャフトと力ムスプロケット M 7 X 1.0 2.4
ストッパガイド2 M 6 X 1.0 0.7 ネジロック塗布

ロー  夕ハウジングとポンプカバー M 6 X 1.0 0.7
才イルポンプAss’yとクランクケース M 6 X 1.0 0.7
プレートアダプタ締付 M20X 1.5 5.0
ドレンボルト M14X 1.5 4.3
オイルフイル夕 M20X 1.5 1.7
オイルクーラとフレーム M 6 X 1.0 1.0
オイルホースとオイルクーラ M18X 1.5 3.2
オイルホースとプレートアダフ夕 M 6 X 1.0 1.0
エアクリーナケース M 6 X 1.0 0.7
リングナット M 8 X 1.25 2.0
マフラとフートレストブラケット M10X 1.25 2.5
マフラとマフラステ一 M 8 X 1.25 2.0
エキゾーストパイプとマフラ M 8 X 1.25 2.0
クランクケース締付 M 8 X 1.25 2.4 ネジ部，座面にオイル塗布

クランクケース締付 M 6 X 1.0 1.2 ネジ部，座面にオイル塗布

ベアリングカバ '—フレ'—ト M 6 X 1.0 1.0 クランクケース左側、ネジロック塗布

クランクケースカバーAss’y M 6 X 1.0 1.0
オイルガイドプレート M 6 X 1.0 1.0 ネジロック塗布

ケース締付（プラグ） M20X 1.5 1.2 メインギヤラリ埋栓

アッパガイドとクランクケース M 6 X 1.0 0.8
ロアガイドとクランクケース M 6 X 1.0 1.0 ネジロック塗布

プライマリドライブギヤ M16X 1.0 5.0 ロックワッシヤ有

プレッシャプレート M 6 X 1.0 0.8
クラッチボス M20X 1.0 7.0 ロックワッシヤ有

プッシュレバー抜け止め M 6 X 1.0 0.7
ドライブスプロケット M18X 1.0 11.0 ロックワッシヤ有

セグメントとシフトカム M 6 X 1.0 1.2 ネジロック塗布

サイドプレート2 M 5 X 0.8 0.4 ネジロック塗布

ベアリングプレート締付 M 6 X 1.0 0.7 ネジロック塗布

シフトストッパ締付 M 6 X 1.0 0.7 ネジロック塗布

シフトペダル M 6 X 1.0 1.0
シフトペダル高さ調整用 M 6 X 1.0 1.0
シフトペダル高さ調整用 M 6 X 1.0 1.0 左ネジ

ロー夕（A.Cマグネト） M10X 1.25 8.0
ピックアップベース M 6 X 1.0 0.8
ニュートラルスイッチ M 5 X 0.8 0.4
ピックアップロ一  夕 M10X 1.25 4.5



サ ー ビ ス

締付トルク デ ー タ Я/
車体

(単1>ikg • m)
締付箇所 ネジ径Xピッチ 締付トルク 備 考

ハンドルクラウンとインナチューブ M 8 X 1.25 3.0
ハンドルクラウンとアンダブラケット M22X 1.0 11.0
アンダブラケットとリングナット M25X 1.0 5.2 注1
インナチューブとアンダブラケット M 8 X 1.25 2.3
ブレ^一 キホ一ス取付ユニオンボルト M10X 1.25 2.6
へッドライトステ一とアンダブラケット M 6 X 1.0 1.0
メー夕とへッドライトステ一 M 6 X 1.0 0.7
ハンドルとグリップエンド M16X 1.5 2.6
フロントマス夕シリンダ取付 M 6 X 1.0 1.0
ハンドルクラウンとハンドルアンダホルダ M10X 1.25 3.5
ハンドルアッパホルダとアンダホルダ M 8 X 1.25 2.3
メインスイッチとハンドルクラウン M 6 X 1.0 0.7
へッドライトステ一とアッパカバー M 6 X 1.0 0.7
フロントフラッシヤとアッパカバー M12X 1.25 0.7
ェンジン懸架(前） M10X 1.25 5.5
ェンジン懸架(後上） M10X 1.25 5.5
ェンジン懸架(後下） M12X 1.25 11.7
フレームとエンジンステ一 M 8 X 1.25 3.0
ピボットシヤフトとナット M14X 1.5 9.0
リヤクッシヨンとリヤアーム M10X 1.25 3.0
リヤクッシヨンとフレーム M 8 X 1.25 2.3
チェンケースとリヤアーム M 6 X 1.0 0.7
ガードシール M 6 X 1.0 0.7
フュエルコックとフュエルタンク M 6 X 1.0 0.7
フュエルセンダとフュエル夕ンク M 5 X 0.8 0.4
テールカバーAss’yとフレーム M 6 X 1.0 0.7 (テールカバー前側取付）

テールカバーAss’yとリヤフェンダ M 5 X 0.8 0.4
ブレーキディスクとリヤホイール M 8 X 1.25 2.0 ネジロック塗布

フュエルタンクとフレーム M 6 X 1.0 0.7 (タンク後部取付）

リヤフェンダとフレーム M 6 X 1.0 0.7
テールランプ取付 M 6 X 1.0 0.7
サイドカバーとフレーム M 6 X 1.0 0.7
リヤフヱンダステ一とフレーム M 6 X 1.0 0.7
リヤフラッシヤとリヤフェンダ M12X 1.25 0.4
フロントホイールアクスル M16X 1.5 6.7
リヤホイールアクスルとナット M16X 1.5 10.4
フロントキヤリバとフロントフオーク M10X 1.25 3.5
リヤキヤリパとキヤリパブラケット M10X 1.25 3.5
キヤリパブラケットとテンシヨンバー M 8 X 1.25 3.0
リヤアームとテンシヨンバー M 8 X 1.25 3.0
ブレーキディスクとフロントホイール M 8 X 1.25 2.3 ネジロック塗布

ドリブンスプロケットとクラッチハブ M 8 X 1.25 4.3
ブリードスクリュとキヤリノ、。 M 7 X 1.0 0.6
フロントアクスルホルダ締付 M 8 X 1.0 2.0
フロントフェンダとフロントフオーク M 6 X 1.0 0.7
注1:最初5.2kg • mで締付け、ナットを完全にゆるめて再び1.8kg • mで締付ける。



締付トルク

(単位kg • m)

その他、一般締付トルク

締付卜ルク指定茴所以外のボル卜、ナットの締 

付トルクはネジ径（ニ面巾）、ピッチにより締付 

トルクを決め締付けます。

クランクケース締付順序

ネジ径（ニ面巾）Xピッチ 締付トルク

M 5 (8  шш) XP0.8 0.3〜0.4kg .m

М 6 ( lOmm) ХР1.0 0 .5〜0.8kg • m

M 8 (12mm) X PI .25 1 .2  〜1• 9kg • ш

M10(14rnm) XP1.25 2 .4~3.9kg • т

М12(17шт)хР5 4.5~7.  2кд -т

締 付 箇 所 ネジ径Xピッチ 締付トルク 備  考
ブレーキホースホルダとフロントフォーク М 6 X 1.0 0.7
サイドス夕ンドスイッチ М 5 X 0.8 0.4
サイドス夕ンド取付ボルトとロックナット М10Х 1.25 4.0
フートレストブラケットとフレーム М 8 X 1.25 2.3
リヤリザーブタンクとフレーム М 6 X 1.0 0.4
シフトぺダルピボット М 8 X 1.25 3.0
リヤマスタシリンダとフートレストブラケットМ 8 X 1.25 2.3

_襲



オイル、クリース、シール剤塗布箇所デ-タ声タ 

オイル、クリ一ス、シ一ル剤塗布筒所
エンジン

オイル、グリース塗布箇所 オイル、グリースの種類

全てのオイルシールリップ部 ヤマハグリースв

全ての〇リング外周部 ヤマハグリースВ

全てのベアリング ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

クランクシャフト大端部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

ビストン外周部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

ビストンピン外周部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

コネクティングロッドボルト ニ硫化モリブデングリース

クランクシャフトジャーナル部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

カムシャフト（プロフィール、ジャーナル部） ニ硫化モリブデンオイル

バルブ（IN，EX)ステム部 ニ硫化モリブデンオイル

バルブ（IN，EX)リフ夕部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

ステムエンド ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

オイルポンプAss’y内部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

ストレーナAss’y ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

アイドラギヤ1内面 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

スター夕クラッチアウ夕Ass’y内 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

プライマリドリブンギヤ内面 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

クラッチプッシュロッドべアリング ヤマハグリースв

アイドラギヤ2内面 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

プライマリドリブンギヤダンパ ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

クランクケースカバープッシュロッド取付部穴内側 ニ硫化モリブデングリース

ミッション遊動ギヤ内面、端面 ニ硫化モリブデンオイル

ミッション摺動ギヤ、フォーク溝内面 ニ硫化モリブデンオイル

シフトカム左側軸受部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

シフトフォークガイドバー外周 ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

シフトシヤフトAss’y ヤマハ4サイクルオイルエフエロ  FX

シフトペダルボス内径 ヤマハグリースВ

クランクケース合面 ヤマハボンド1215

クランクケースメインギヤラリ埋栓、オイルシール ヤマハボンド1215



________ オイル、グリース、シール剤塗布箇所〒 一Л
車体

オイル、グリース塗布箇所 オイル、グリースの種類

へッドパイプ上下ベアリング部 ヤマハグリースв

へッドパイプ上カバーボールレースのリップ部 ヤマハグリースв

フロントホイールのオイルシールリップ部（左右） ヤマハグリースв

リヤホイールのオイルシールリップ部（左右） ヤマハグリースв

クラッチハブAss’yのリヤホイールと嵌合部 ヤマハグリースв

リヤブレーキペダルシャフトの外周面 ヤマハグリースв

シフトペダル1のシャフトの外周面 ヤマハグリースв

リヤフートレスト取付ピン軸部及びホール部 ヤマハグリースв

サイドス夕ンド、サイドスタンドブラケットの摺動面 ヤマハグリースв

ガイドチューブ、内面及びスロットルケーブル取付部（夕イコ部分）ヤマハグリースв

ブレーキレバー取付ボルト軸部及びレバーとホルダの摺動面 ヤマハグリースв

クラッチレバー取付用カラーの外周面及び 

クラッチレバーとレバーホルダとの摺動面
ヤマハグリースв

ピボットシャフト外周面 ニ硫化モリブデングリース

リヤアーム、ピボット部ベアリング内周面 ニ硫化モリブデングリース

リヤアームスラストカバーのオイルシールリップ部 ニ硫化モリブデングリース



______________ ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図[л I一声タ

ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図
①メインスイッチリード線

②メー タリ一ド線

③ハンドルスイッチ（左）リ一ド線

④クラッチケ一ブル

⑤フロン卜フラッシャランプ（左）

⑥ワイャハ一ネス

⑦ホ一ンリ一ド線

⑧ホ一ン

⑨スピードメータケ一ブル 

(Шクランプ

©グロメッ卜

⑩フロン卜フラッシャランプ（右） 

⑩ブレ一キホ一ス1

(B)ブレーキホース2

⑮ハンドルスイッチ（右）リ一ド線

囚ハンドルスイッチ（左）リード線、ハンド 

ルスイッチ（右）リ一ド線、メインスイッ 

チリ一ド線およびメ一タリ一ド線をへッ 

ドライ卜ボディ上孔に入れる。

回ハンドルスイッチ（左）リ一ド線はクラッ 

チケ一ブルの内側を通す。たるみがない 

様にへッドライ卜ボディ内で調整するこ 

と。

回スピ一ドメ一タケ一ブルをケーブルガイ 

ドに通す。

回ブレ一キホース1，2のグロ  メッ卜部をク 

ランプで固定する。クランプは車体後側 

から組付ける。

回フロントフラッシャ（左）リ一ド線、フロ 

ン卜フラッシャ（右）リ一ド線、ホ一ンリ 

—ド線およびワイヤハ一ネスをへッドラ 

イ卜ボディ下孔に入れる。ワイマハ一ネ 

スを中心に他のリード線が絡まない様に 

通すこと。



ヒュ一スホックスリ一ド線、リヤス卜ッ 

プスイッチリ一ド線、А.Сマグネ卜リ一 

ド線、ピックアップコイルリード線、ニ 

ュ一卜ラルスイッチ/オイルレベルスイ 

ッチリ一ド線およびバッテリѲリード線 

をバンドで束ねる。

ワイヤハ一ネスへ

スロッ卜ルポジションセンサリ一ド線は 

キャブレ夕のワイヤガイドに通す。

フュエルタンクへ

スロッ卜ルケーブル1 ,2をケーブルホル 

ダに通す。

へッドライ卜ボディ上孔へ 

車体左側へ

クラッチケーブルをクリップでフレーム 

に固定する。

キャブレタブリ一ザパイプはエアクリ一 

ナケースとブロ一バイガス還元ホースの 

間を通し、フラップに取付けのクランプ 

に差し込む。

0 А.Сマグネトリ一ド線、ピックアップコ 

イルリ一ド線およびニュー卜ラルスイッ 

チ/オイルレべルスイッチリ一ド線はリ 

ヤアームへッドパイプの上を通した後、 

エンジンマウン卜ボル卜（下）の上を通す。 

サイドスタンドスイッチリ一ド線はリヤ 

ア一厶ヘッドパイプの上を通した後、エ 

ンジンマウン卜ボル卜（下）とクロスチュ 

—ブの間に通す。

回フラップはリヤアームの前側に垂らすこ 

と。

バッテリ㊀リ一ド線とリヤストップスイ 

ッチリ一ド線はクロスパイプの上を通す。 

サイドスタンドスイッチリ一ド線、А.С 
マグネトリ一ド線、ピックアップコイル 

リ一ド線およびニュ一卜ラルスイッチ / 
オイルレベルスイッチリ一ド線はクロス 

パイプの下を通し、エンジンブラケット 

内側でクロスパイプにクランプで固定す 

る。（А詳細図参照） 

тリヤストップスイッチリ一ド線、サイド 

スタンドスイッチリ一ド線、А.Сマグネ 

トリ一ド〗線、ピックアップコイルリ一ド 

線およびニュー卜ラルスイッチ/オイル 

レベルスイッチリ一ド線を結線する。

®バッテリ㊀リード線
②リザーバタンク

③バッテリ㊀リード線カプラ

④ヒューズボックス

⑤フュエルセンダリード線

⑥フラップ

⑦スロッ卜ルポジションセンサ

⑧スロッ卜ルケ一ブル

⑨スロットルケーブル

⑩ハンドルスイッチ（右）リ一ド線 

(Q)ブレ一キホ一ス1
(0)ブレーキホ一ス2 

⑩クラッチケ一ブル 

©ブローバイガス還元ホース 

⑩エンジンマウントボル卜下 

(0)サイドスタンドスイッチリ一ド線 

(0)クロスチュ，ブ 

⑩リヤアームヘッドパイプ 

(0)リヤストップスイッチ 

⑩クロスパイプ

⑪リヤストップスイッチリ一ド線

ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図

回

回

旧

回

И

Ш



サ ー ビ ス ^ о
ケ一ブル、ワイヤ、パイプ通し図 デ ー タ Я/

①クラッチケーブル 0 へッドライ卜ボディ下孔へ サイドスタンドスイッチリード線、А.С
②ハンドルスイツチ（左）リ一ド線 回 へッドライ卜ボディ上孔へ マグネトリ一ド線、ピックアップコイル

③ ロケ一ティングダンパ 回 へッドライ卜ボディの後ろを通して車体 リ一ド線およびニュー卜ラルスイッチ/
④ クロスチューブ1 右側へ オイルレベルスイッチリ一ド線をエンジ

⑤ エアクリーナケース 回 バンドをガセッ卜下孔に通してワイヤハ ン中央のクランプに通す。

⑥ レクチフアイヤ/レキュレタ _ネスを固定する。 Е А.Сマグネトリ一ド線、ピックアップコ

⑦ ヒューズ（メイン） ワイヤハ一ネスをクランプでテンション イルリ一ド線、ニュー卜ラルスイッチ/
⑧ スタ一タリレ一 パイプに固定する。 オイルレベルスイッチリ一ド線はオイル

⑨ バッテリ㊉リ一ド線 旧 フュエルタンクのパイプジョイン卜 ス卜レ一ナカバ一側面に沿わせる。

⑩ スタ一ティングモータ®リー ド線 (前側）へ Ш ワイヤハ一ネスの白テープをタンクフィ

⑪ クロスパイプ パイプの折れ曲り、はさみ込みに注意。 ッティング中心に合わせる。

⑫ エアクリーナケースドレンホ —ス 回 フュエルタンクオ一バフロ一パイプはク Ш スピ一ドメ 一タケ一ブルをケ一ブルホル

⑬ サイドスタンドスイッチリ一 ド線 ロスチューブ1の後ろを通し、フュエル ダに通す。

⑭ オイルス卜レ_ナカバ一 タンクのパイプジョイン卜（後側）へ差し 回 ブレ一キホ一ス1とスピ一ドメ一 タケ一

⑮ フュェルタンクオ一バフロ _ パイプ 込む。 ブルをブレ一キホース1のマ一キングに

フュエルタンクブリ_ザパイプ 回 レクチファイヤレギュレタのカプラ類は 合わせてワイヤガイドで固定する。

⑰ ブレ一キホ一ス1 エアクリ一ナケースの後ろ側に収める。 クランプは突起2つを出して固定するこ

⑲ スピ一ドメ一タケ一ブル Ш スタ一ティングモータ㊉リ一ド線はクロ と。

⑲ クランプ スパイプの上を通す。 回 エアクリーナケースドレンホース、フュ

⑳ ブラケッ卜1 И エアクリ一ナケ一スドレンホースとスタ エルタンクブリ一ザパイプ、フュエルタ

フュエルタンクブリ一ザパイプ —ティングモ一タ①リ一ド線をエンジン ンクオ一バフロ一パイプをクランプでブ

⑳ フュエルタンクオ一バフロ一 パイプ ブラケッ卜にクランプで固定する。エア ラケッ卜1に固定する。

㉓ エアクリ一ナケースドレンホ一ス クリ一ナケ一スドレンホ一スを外側に通

すこと。



ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図d
①イグニッションコイル 囚ハイテンションコード1〜4は位置を間 Ш シー卜ロックワイヤはワイヤハ一ネスの

②スロッ卜ルポジションセンサ 違えずに組付けること。（左より1、2、3 上を通す。

③キャブレタ 番） a フラッシャリレ一リ一ド線はマッドガ一

④スロットルポジションセンサリ一ド線カプラ 回スロットルポジションセンサリ一ド線は ドのツメの後ろを通し、スタ一タザ一キ

⑤ヒューズボックス キャブレタの後ろを通す。 ッ卜カッ卜オフリレ一リ一ド線と一緒に

(イグニッション、シグナル、へッドライ卜ヒューズ） 回ワイヤハ一ネスはエアクリーナ横を通り、 クランプでマッドガ一ドに固定する。

⑥バッテリ シ一卜レ一ル下を通すこと。 E ワイヤハ一ネスをバンドでタンクレ一ル

⑦バッテリ㊀リ一ド線 回ワイヤハーネスをクランプでシ一卜レ 一 に固定する。バンドの先端は下に向ける

⑧イグナイタユニッ卜 ルに固定する。クランプの先端はマッド こと。

⑨リヤフラッシャランプ(右） 力一ドとシ一卜レ一ルの間へ収めること。 E リヤフラッシャランプリ一ド線はマッド

⑩リヤフラッシャランプ(左） 回ワイヤハ—ネスはマッドガ-ドのリブと ガードの切り欠き部を通す。
(Q)シ ー 卜ロックワイヤ フレ一厶の間を通す。 Ш テ一ル/ストップランプリ一ド線とリヤ

(0)フラッシャリレ一 旧イグナイタユニットリ一ド線はマッドガ フラッシャランプ(左）リード線のプロテ

⑩スタ一タサ一キッ卜カッ卜才フリレ一 —ドのツメの後ろを通し、クランプでマ クタ部をバンドでリヤフェンダステ一に

⑭バッテリ㊉リ一ド線 ッドガ一ドに固定する。 固定する。ノ 《ンドの先端は下に向けるこ

(0)リヤフェンダブラケッ卜 回リヤフラッシャランプリ一ド線とテ一ル と。

(0)リヤフェンダステ一 /ストップランプリ一ド線をリヤフェン 回 リヤフラッシャランプ(右）リ一ド線はリ

⑰テ一ル/ストップランプリ一ド線 ダブラケッ卜にクランプで固定する。 ヤフェンダブラケッ卜の前を通す。

⑩リヤフラッシャランプ（左）リ一ド線 回ワイヤハ一ネスをリヤフェンダ付近でシ

_マッドガ一ド 卜レ一ルにクランプで固定する。

⑳リヤフラッシャランプ(右）リード線





第 3章  
点検•調整編



機能、摩耗及び損傷

デイスクパッドとのす 
き間

パッドの摩耗

Іイスクの摩耗及び損

遊び及び 
踏み込んだときの 
床板とのすき間

踏みしろ及びきき具合

ブレーキのきき具合

iれ、麵及び取付状

左右の回転角度

判 定 基 準 備 考

点検整備方式 調整 Ш

点検整備方式
注意：1.運行前点検項目には高速走行点検項目を含みます。

2.「*」印は法規で義務づけられている点検時期を示し「〇」印はそのほかメーカで指定する時期を示します。

3.「☆」は、保安部品の定期交換を示します。

但し、その交換時期は、一般走行する不特定多数の車を対象に定めてあります。従って著しく走行条件の異なる車はこれに準拠して交換してください。

点検整備時期 点検整備時期

タイヤの亀裂及び損傷

ЖЙГ深さ及び

タイヤの金属片、石そ 
の他の異物

ホイ一ル•ナッ卜及び 
ホイ一ル•ホル卜の緩 
み

リム、サイド•リング 
及びホイ一ルディスク 
の損傷

フロン卜•ホイール* 
ベアリングのがた

リヤ•ホイ一ル• 
ベアリングのがた

〇

〇

残矛
前輪0.8ішまで 

後輪0.8mmまで

◊フロン卜.アクス 

ル•ホルダーの 

締 付 け トルク 
1.7~2.2kg_m 

フロント•アクスル 

•ナッ卜の締付け 
トルク
5.2-8.2kg-m 

リヤー•アクスルナ 

ッ卜の締付トルク 

8■ト12.7kg-m

ホイール .リムの 

振れ、リム端で 
フロン卜の横振れ 

2 mm以下 
縦振れ2 nun以下 

リャ横振れ 
2 mm以下 

縦振れ2 mm以下

アクスルナ 

ッ卜、アク 
スルホルダ 

を不す

損傷
クッション 

スプリング 

を示す

連結部のがた及び 
アームの損傷

油漏れ及び損傷

取付部のがた

レバーの遊び 〇
◊ 遊 び レ バ 一 先 

端で10〜15咖

作用 〇

油漏れ及び油量 〇
◊油量 
のぞき窓式 
H〜L間にあること

操作機構のがた

チェーンの緩み 〇

◊サイド.スタン 

ド使用時、前後ス 
プロケッ卜の中央 
で最大振幅30〜40mm

Й腺トの取付状 籲ル

タイヤの空気圧

и か

じ

装 取

и
置 ホ

損傷

ホ ー ク •スピンドルの 
取付状態

ホ ー ク •スピンドルの 
軸受部のがた

か

じ

к
ル

遊び、緩み及びがた

操作具合

〇

〇

〇

◊遊び
フロン卜（レバ一式） 

リヤ_(ペダル式)

ステアリ： 

グステムを 

示す

ステアリ： 

グステムを 

示す

「無調整式」 

は点検不要

〇

◊
液面レベル、 

LOWERレベル以 

上あること

0
標準厚さ前輪6.2綱 

後輪5.5min 
删限度前輪0.8mm 

後輪0.5шт

「インジケ 

ータ式」は 

点検不要

◊
標準厚さ前輪4.Отт 

後輪5.0酬 

使腦度前輪3.5關 
後輪4.5Ш

◊ 〔単位 kg/orf〕

前輪 後輪

1名 —般 2. 00 2. 25

乗車 高速 2. 00 2. 50
2 名 
乗車

—般 2. 00 2. 50

110/70 150/70

タイヤ仕様 17 17

54 Н 69 Н

テ
イ
ス
ク
•
キ
ヤ
リ
バ 

丨
ル
.
ジ
リ
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及
び 

マ
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•

デ
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ク
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び
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び
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ー
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制
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用
12

か
月
毎

家
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自
6
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又
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目
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一
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点検整備方式傷 塗 РЯ

点 検 整 備 項 目

点検整備時期

判 定 基 準 備 考

運

行

前

一 又

か は

巨 時

自 家 用

6
か
月
毎

12
か
月
毎

灯 方  

й 向  

置を
及 不  
び 器

作 用 • •

点滅具合、汚れ及び損傷•

Ш施

S  ш

1 装 
び置

作用 參

後 反 
写
鏡 射 
及
び鏡

写影の状態 •
後写鏡のみ

反車は

ІІ
び 号 f 
自標号 
動又標

汚れ及び損傷 •

計

器
作用 •

エハ。

я ;
1及

卜 フ 
.フ

取付けの緩み及び損傷 •

マフラの機能 •

車 び 
枠 車 
及体

緩み及び損傷 •

前いら 

日てれ 
の 異 “ 
走状た 

行が笛 
に認齒 
おめ所

当該箇所に異状がない 
事を確認 •

そ
の

他

シャシ各部の給油脂状 
態 拳 參

制

動

装

置

リ•
ザタ 
1ン 
バク

ブレーキ液の交換 1年毎

ブク 

V及

紡
イツ

スド

パッドの摩耗 〇

保

安

部

品

マスタシリンダカップ 
キッ卜交換

☆ 2年毎

キヤリパピストンシー 
ルキッ卜交換

☆ 2年毎

ブレーキホース ☆ 4年毎

原

動

機

潤

滑

装

置

エンジンオイルの交換 〇 6000km走行毎

オ イ ル フ イ ル タ エ レ メ 

ン卜の交換 〇 12000km走行毎

保
安
部
pp

フユ一エルホースの交
換

☆ 4年毎

点検整備時期

運 一又自家用

点 検 整 備 項 目
行

前

±5 И
■

另
世

 
■fe П

С
 Ш

І

6
か
月
毎

12
か
月
毎

判 定 基 準 備 考

電

気

◊

電

点火プラグの状態 〇 • • プラグギャップ 

0.7 〜0.8mm

装
点火時期 • •

「無調整式」 

は点検不要

気

置

断続器の状態 • •
「無接点式」 

は点検不要

進角装置（遅角機構を
含む）の機能 • 「無調整式」 

は点検不要

装

：：
液量 • •

「密閉式」

は点検不要

I

液の比重 •
「密閉式」

は点検不要

置 ターミナル部の接続状 
態 •

気

置
接続部の緩み及び損傷 •

かかり具合及び異音 • •

本
低速及び加速の状態 • •

о

アイドリング回転 

数ІЗООгрт

排気の状態 • 參

原
体

エ ア • ク リ ー ナ • エ レ 

メン卜の状態 春 參

弁すき間 〇 •

(冷間） 

吸気0.15mm 

排気0. 25mm

潤

油漏れ 〇 • •

動

滑 油の汚れ及び量 • •

き窓式 
H〜し間にあること 

パイロットランプ式 
ランプが点灯して 
いないこと

装
オイルの量 •

置
オイルクリーナの詰ま
и •

力一卜リッ 

ジ式

燃

燃料漏れ 〇 • •

機

料

装

キャブレ一夕のリンク 
機構の状態 •

スロッ卜ル•バルブ及び 
チョーク•バルブの状態 •

燃料フィルタの詰まり •

Ш
燃料の量 參



カバ一の脱着 調整

カバ一の脱着
サイドカバーの取外し

1•以下の部品を取外す。

•シート

•サイドカ バ ー 2①

•サイドカバー1②

取付スクリュを取外し、矢印方向へ取外す。

サイドカバ一の組付け

1.以下の部品を組付ける。

•サイドカ バ ー 2①

•サイドカバー1②

X サイドカバー 

0. 7 kg -m

テ ー ル カ バ 一の取外し

1.以下の部品を取外す。

•テ ー ル カ バ ー Ass、 ①

取付スクリュを取外し、後方へ取外す。

テ ー ル カ バ 一の組付け

1.以下の部品を組付ける ( 

• テ ー ル カ ノ べ  一 Ass' у

テ ー ル カノS、 一 前 側 0. 7 kg • m

テ ー ル カノべ、一 後側 0. 4 kg . m



フユエルタンクの脱着
フユエルタンクの取外し

1.以下の部品を取外す。

•シート

•サイドカバー2  (Р3 — 3参照）

2.以下の部品を取外す。

•フユエルセンダリ一ド線力プラ①

•フユエルタンク取付ボルト

3.フユエルコックレバーを"〇N〃または〃RES" 

の位置にする。

4.以下の部品を取外す。

•フユエルパイプ①

•負圧パイプ②

5.以下の部品を取外す。

•才ーノく一フローノ、。イプ①

•ブリ一ザパイプ②

•フユエルタンク

フユエルタンクを少し持ち上げ、各パイプを 

取外す。

フユエルタンクの組付け

1.以下の部品を組付ける。

•ブリ一ザパイプ①

•才ーノs'フローノ、。イプ©

•フユエルタンク©

パイプの折れ曲がり、はさみ込みが 

ないよう注意すること。

フユエルタンク

0. 7kg • m

2.以下の部品を組付ける。 

•負圧パイプ④

•フユエルパイプ⑤

フュエルタンクの脱着 調整



フュIルタンクの脱着豪 2 ШШ
3.以下の部品を組付ける。

•フュエルセンダリ一ド線カプラ

•サイドカバー2

•シート

サイドカバー

0. 7 kg *m



エンジン
エンジンオイル量の点検

要点I点検は必ず平坦な場所で車を垂直に 

立てて行なう。

1.以下の点検をする。 

• エンジン才イル量  

エンジンを 2〜3分間  

エンジンを停止し 、 2  

して点検窓①のレベル 

点検する。

交換時期

下表に従って行うこと

ァイドリング運転後、 

〜3分後に車を垂直に 

マ一ク ®の間にあるか

心

初回交換 2回目交換3回目交換 以降

1か月点検 

又は 1 000km 

走行時

6000km 

走行時

12000km 

走行時

6000km 

走行每

一 30 -20 -10 0 10 20 30 40外気温(°C)•_I 1--- 1---1-----1---- 1------ 1-1丨 ー 丨 丨 ■■丨 ~ ■"丨 ■.
! ! ①  丨 丨 i
к .1■ ■ ■: : : z i  !
丨丨̂  ® 1

І  к  … ^ … ニ コ 丨
足||丨丨丨丨丨丨丨丨丨|丨11丨丨丨丨|丨丨丨丨丨丨丨|丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨丨|丨丨丨丨丨丨丨丨№^

エンジンオイル量•推奨オイル

や

通 常 . 交 換 時 2000cm3

オイルフイルタ交換時 2400cm

エンジン才 '一バホ'—ル時 2800cnf

推奨オイルヤマハ4サイクルオイルエフエロFX

図を参考にして外気温に適した粘度番号のエン 

ジン才イルを使用。

• SAE10W—30®

• SAE20W—40(2)

• SAE10W—50 ③

エンジンオイルの交換

1.以下の部品を取外す。

•ドレンボル卜①

暖機運転後、エンジンオイルを抜く。

2.以下の部品を組付ける。

• ドレンボル卜

•ガスケッ卜

ガスケッ卜

ドレンボルト

4. 3 kg • m



з•以下の部品を取外す。

•才イルプラグ①

• оリング②

4.エンジン才イルを規定量注入する (

5.以下の部品を組付ける。

•才イルプラグ①

• Оリング②

オイルフィルタの交換時期

下表に従って行うこと。

心

初回交換 2回目交換 以降

1か月点検 

又は 1000km

走行時

12000km 

走行時

12000km 

走行每

オイルフイルタの交換

1•エンジン才イルを抜く。

2.以下の部品を取外す。

•才 イ ル フ イ ル タ ®

オイルフィルタレンチ②を使用して取外す。

(t/?̂  才イルフイルタレンチ

^  90890—01426

3.以下の部品を組付ける。

Ш意 I必ずオイルフィルタレンチを使用し 

て締付けること。

• 才イルフイルタ

オイルフイルタの〇リングにヤマハグリース 

вを塗布しオイルフィル夕レンチを使用して 

規定のトルクで締付ける。

\
才イルフイルタエレメ  

1.7 kg • m



4.以下の部品を組付ける。 

•ドレンボル卜

\ ドレンボル卜 

4. 3kg • m

5.エンジンオイルを規定量注入する。

6.以下の確認をする。

•エンジンオイル量（P 3-6参照）

圧縮圧力の点検

1.暖機運転をする。

2.以下の部品を取外す。

•スパークプラグ

3.以下の点検をする。

十:縮丨十:力

コンプレッションゲ一 

孑しにセットし、スロッ 

スイッチをす甲し、コン 

ifx иh指テ ]<値を5売みとる

ジ①をスパ一クプラグ 

卜ルを全開にし、セル 

プレッションゲ一ジの

標準圧縮圧力値 11.Okg /cm2-400rpm

吃 圧縮圧力値限度 8. 0kg /cm-400rpm

気 筒 間 差 1.0 kg / cnf

コンプ レ ツシヨンゲージ90890—03081

ア ダ プ タ 90890-04082

要点

•測定時、バッテリは完全充電されたもの 

を使用する。

•ゲージ接続部の圧縮漏れがない様に注意 

する。

•圧縮圧力が標準圧縮圧力より低い時、プ 

ラグ孔より4サイクルオイルFXを注入し 

て再度圧縮圧力を確認する。

• tE縮圧力が低い場合

a.バルブ当り不良による圧縮漏れ。

b.バルブクリアランスの調整不良。

c.ビストン、シリンダ、ピストンリングの摩耗。

d.シリンダへッドガスケッ卜の破損。

•圧縮圧力が品い場合

a.シリンダへッド燃焼室の力一ボン推積。

b.ビストンへッドの力一ボン推積。
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バルブクリアランスの点検

要点 バルブクリアランスの点検、調整は

冷間時に行なう<

1.以下の部品を取外す。

•シー卜

•フユエルタンク（Р  3 - 4參照） 

•プラグキヤップ

2.以下の部品を取外す。

•シリンダへッドカバ'一

3 .以下の部品を取外す。 

•タイミングプレートカバー

4 .プレートを反時計方向に回し、Тマーク①を 

ピックアップコイルの合わせマーク②に合わ 

せ、 1番シリンダのビストンを圧縮上死点の 

位置にする。

5 .以下の点検をする。

• ノ《ルブクリアランス

シックネスゲージ①を使用して点検する (

於
シックネスゲージ 

90890  — 03079

標準バルブ  
クリアランス

(冷間時）

インレット（ IN)0.11〜 0. 20mm

ェキゾース HEX)0. 21〜 0. 30mm



標準値以外—調整（ァジャスティングパッド交 

換）

このとき左図の位置のバルブクリアランスが 

測定できる。

6.プレートを反時計方向に1回転し、残りのバ 

ルブクリアランスを測定する。

このとき左図の位置のバルブクリアランスが 

測定できる。

アジャスティングパッドの選択

バルブクリアランスが標準値以外のときはア 

ジャスティングパッドを交換して調整する。

•アジヤステイングパッドは1.20醒から2. 40mm 

まで0. 05mmとびに25種類用意。

•アジャスティングパッド選択表で新しい厚さ 

のパッドを選択する。（P 3-15参照）

アジャスティングパッドの交換

1.以下の部品を取外す。

•キャブレタ（P 5 —2参照）

2.以下の部品を取外す。

•カムチェンテンショナボル卜®

•カムチェンテンシヨナケ一ス②

3.以下の部品を取外す。

•チェンダ 'ンノく 1①

•カムシャフトキヤップ

要点

•カムシャフトキャップ締付ボル卜は、2 

〜3回に分けてゆるめる。

籲取外したカムシャフトキャップは、混同 

しないように整理をしておく。



4.以下の部品を取外す。

®カムシャフ卜

要点 カムチェンがクランクケース内に脱

落しないように針金等で結んでおく

5.以下の部品を取外す。

。ノくルブリフタ ®

•アジヤステイングノ（ッド©

ノ  くルブラッバ③を使用してノくルブリフタを取

外す。

ノ  くルブラッノ  く

90890—04101

注意 Iリフタの裏側にパッドがくっついて 

くるのでエンジン内へ脱落しないように取 

外すこと。

6•アジヤステイングパッド選択表（Р 3-14参照） 

より新しいアジヤステイングパツドを選出す

るо

要点最初に組込まれているアジヤスティ

ングパッドの下 1桁の数字が 0または 5以 

外の場介は下表に従ってアジヤスティング 

パッドを選ぶ。

下1桁の数字 適用数値

2 0

5 5

8 10

例  252—250 

255—255 

258—260



7.以下の部品を組付ける。

•アジヤステイングパッド①

• ノくルブリフタ©

アジヤステイングパッドをバルブステムの先 

端に組付け、バルブリフタにニ硫化モリブデ 

ンオイルを塗布して組付ける。

^ 雄
_議_

•バルブリフタは、こじらせて無理矢理組 

f、 j-けないこと。

•アジャステイングパッドは、番号擦印の 

ある方を上に向けて組付けること。

8.以下の確認をする。

•プレート合マ一ク

プ レ ー ト の Tマ ー ク と ピ ッ ク ア ッ プ コ イ ル の 

合わせマークがー致しているか確認する。

9.以下の部品を組付ける。

•カムシャフト（EXffl丨 j)®

*カムシャフ卜（IN側）

カムシャフトの合マーク②を真上に向け、エ 

キゾースト側のカムシャフトより組付ける。

要点」カムシャフトのカム部およびジャー 

ナル部にニ硫化モリブデンオイルを塗布し 

て組付ける。

10.以下の確認をする。

•カムシャフト合マーク①

•カムシャフトキャップ合わせ孔②

IN、EXのカムシャフトキャップを組付け、そ 

れぞれの合マークと合わせ孔が一致している 

か確認する。

要点一致していない場合は、再度力ムシ

ャフ卜を組付け直す。



ii.以下の部品を組付ける。

__ ：：：カムシャフトキヤップは矢印が右側

へ向くように組付ける。

•ダウエルピン 

•カムシャフ卜キャップ

2〜3回に分けて仮締付し、規定のトルクで

締付ける。

\
カムシャフトキャップ締付 

1.Okg • m

12.以下

•チェ：

•カムて

•カム -

の部品を組付ける。

Vダンパ1

产ェンテンシヨナケース

チェンテンシヨナ

要 占

•カムチェンテンシヨナを戻しておく。 

(爪①を押しカムチェンテンシヨナロッ 

ド②を戻す。）

•カムチェンテンシヨナケースは〃UP〃側 

を上にして組付ける。

カムチェンテンシヨナケース丄 .Okg • m

カ ム チ ェ ン テ ン シ ヨ ナ2. Okg • m

13.クランクシャフトを反時計方向に回転し、力 

ムシャフト、アジャステイングパッド、バル 

ブリフ夕をなじませる。

ІШІІШ1クランクシャフトは軽く回ること。

14.バルブクリアランスを点検する。

15.以下の部品を組付ける。

•夕イミングプレートカバー 

•シリンダへッドカバー

气
夕イミングプレートカバー 1.Okg • m

シリンダへッド力バ一 1.Okg • m

16.以下の部品を組付ける。 

•キャブレタ（P 5 —9参照）

17.以下の部品を組付ける。

•フュエルタンク（P 3-4参照 ) 

•シート



アジヤスティングパツド選択表

インレツト用

測定クリアランス

І
最初組込んだパッドの厚さ み 例

120 125 130 135 140 145 150 155 160 Ш 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.00〜0.02 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170. 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225
0.03〜0.07 120 125 130 135 140 145 150 ШШ. 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230
0.08〜0.10 120 125 130 135 140 145 150 155 Ш' 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 230 230 235
CM 1〜0,20 .標 準 ク リ ア ラ ： ン ス

◦ ■2 卜  0.22 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 I
議к _ 135 ш ИШ 隱 т 160 165 т _ 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240

◦•28〜 0.32 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0-33〜 0.37 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.38〜 0.42 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
◦■43〜 0.47 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.48〜 0.52 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.53〜 0.57 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.58〜 0.62 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
◦•63〜 0.67 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.68〜 0.72 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.73〜 0.77 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.78〜 0.82 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.83〜 0.87 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.88〜 0.92 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.93〜 0.97 200 205 210 215 220 225 230 235 240

Т 示；ノ •ノノ ノノ ノЧ  к よU  •  I I 〜U  ■ こ》J ! 丨丨丨丨丨С .  9  - Э

測定値が 0 . 1 0 _ 以下又は 0 . 2 1  m m 以上は調整する

f  4 П У 7 ； І І
0.98〜 1.02 205 210 215 220 225 230 235 240
1.03〜 1.07 210 215 220 225 230 235 240 进す八丨フ丨J 」

么 Л О Г / 7 - ч  - Г 7  0  • しフニ メ 、. パ/ 、 0 . .

1.08〜 1.12 215 220 225 230 235 240
~ 7 、  ノノ  ノ  飞 7 ノ \  ノ  1  ノノ / 、 ’ ノ P /ソ 八 ^ )  к  し、 к  ノ

リアランスが 0 . 2 5 m m である場合選択表の中のみと о

/Т\ フ上 1 " 7  匚  /Т\ ~Т7、、 ~ 7  ノ  4  .  / - 7  / V  L * ' し *  -zH ~Z.1.13 〜 1.17 220 225 230 235 240
1.18〜 1.22 225 230 235 240

ワノ乂  六プ、 I  /  J  いノ  ノノで  A  ノ  1  ノノ / ' ノ丨、し乂：Г 天V  ^
1.23〜 1.27 230 235 240

Ж  ,ンヤノ V ア彳ノソノ、ツ「进 : f 八」乃土 , 1  J  ^
1.28〜 1-32 235 240

9  Ъ> <■—  С .  о

1.33〜 1.37 240

ェキゾースト用

測定クリアランス 

1

最 初 組 込 ん だ パ ソ ド の 厚 さ  .「Н列

120 125 130 135 140 145 150 155 160 _ 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240

0.00〜 0.02 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215
0.03〜 0.07 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220
0.08〜 〇」2 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225
0.13〜 0.17 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230
0-18〜 0.20 120 125 130 135 140 145 150 155 )60 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 І215 220 225 230 235

0.：21〜0.30 ІІІІІІІІ1ІІІІІІІІІІІІІІІІИ М
◦■31〜 0.32 125 130 135 140 145 150 155 160 165 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 I

130 135 ШШ145 m m ИИ ш \?0ІШ 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.38〜 0.42 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.43〜 0.47 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.48〜 0.52 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 210 215 220 225 230 235 235 240
0.53〜 0.57 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.58—0.62 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.63〜 0-67 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.68〜 0.72 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0_73〜 0.77 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0-78〜 0.82 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.83〜 0.87 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.88〜 0.92 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0_93〜 0-97 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
0.98〜 1_02 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240
1.03〜 1.07 200 205 210 215 220 225 230 235 240

t ノ ノノ ノ ノ ノ\ I よ \J m c.\ U • OUlillii С- 9

1.08〜1.12 205 210 215 220 225 230 235 240
/яиль IlM /J^u. ^иіпниы 1、乂 lよ ：>l 111111以」ニ Vよ日问觉 9

1.13 〜1.17 210 215 220 225 230 235 240 .进す八丨フ,j」

1.18〜1.22 215 220 225 230 235 240
-7 1 О Jリノノ，ノでノчアづノノい、、J Г ノア八つしし、しソソ

1-23〜1.27 220 225 230 235 240
j ノノ 人 ノア и.оэшіі1 l да а 进す八 ^ ? レノ1レ ノ о с ロンレノ

1.28〜1.32 225 230 235 240
ЗС / •» n I / О ѵ/ノノ  ノ  て 7  ノ s フ ~  づ  ノノノ 、4ノ  Г4 С- 9 с

1.33〜1_37 230 235 240
1.38〜1_42 235 240
1.43〜1_47 240



スロツ卜ルケ一ブルの遊びの点検、調整

1.以下の点検をする。

•スロットルグリップツバ部外周部の遊び量① 

スロットルクリップツバ部外周部の遊び量を 

点検する。

スロッ卜ルグリップツノ  く夕f周部の遊び i 

J 〜5 mm

規定値以外—調整

2.以下の調整をする。

•スロットルグリップツバ部外周部の遊び量 

ロックナット①をゆるめ、アジヤスタ②で調

整する。

▲注意 調整後、ハンドルを左“に切ってエン 

ジンが吹き丨：らないことを確認すること。

吸入負圧の点検

1.以下の機器を組付ける。

•ホケッ卜テスタ溫度ブロ  一ブ①

ドレンボルトスクリユ郃に接糸克する (

於
ボケッ卜テスタ（温度プロ一ブ付） 

90890-03132

2 •規定油温になるまで暖機運転をする<

規定油温 

75 〜85°C



3.以下の部品を取外す。 

•キャップ

4.以下の機器をセットする。 

•バキュームゲージ①

ぺキュームゲージ 

90890 — 03094

ノ  くキュ一ムゲージのホースをエンジン左より

1、2、3、4の順序で '  П圧取出Uに接続する。 

エンジンタコメータ②

於
エンジン夕コメータ

90890 — 03113

エンジンタコメ ー タ を ハイテンシヨン コ 一 ド 

1にセッ卜する。

5.エンジンを始動しアイドリング回転数1300 

rpmを確認する。

6.1300pm以外のときはスロットルストップス 

クリュ①で1300卬mに調整する。

A
アイドリング回転数 

ІЗООгрш

7 •バキュームゲージのつまみを1〜4に切り換え 

吸入負圧を読みとる。

外 規定吸入負圧値 190 〜210_Hg/130Chpm

気筒間同調許容範囲 土  5mmHg以内

要点」バキュームゲージの指針の振れが大 

きい時は、ダンパアジャスタを締め込み指 

針の動きを少し緩慢にする。余りダンパを 

効かせすぎるとゲージ値が低くなるので注 

意する。



8.気筒間同調差が許容範囲以外の時は、同調用 

アジヤストスクリュ①にて調整する。

要点吸入負圧値が均一になると回転数が 

変動するので常に、 ІЗООгртになるように、 

スロットルストップスクリュで調整しなが 

ら行なう。

同調調整

1.エンジンを始動してキャブレタ1、2の吸入負 

J f:_値をバキュームゲージで点検するо

2. М简問М調系許容範W以外のときは、同貢周用 

ァジャス卜スクリュNo.1をИして、キャブレ 

タ1、2の吸人ЙГЙ値が許容範[井  1内に人るように 

f闕Шする。

3.キャブレタ3、4の吸人 ftf」三値を点検する。

氕 и問И調茺許溶範囲以外のときは、同調用 

ァジャストスクリュNo. 2をИして、キャブレ 

タ3、4の吸入 f!丨 {:孩が許容範[用内に人るように 

調幣する〇

4•キャブレ夕2、3の調整はNo.3のァジャストスクリ 

ュで行なう ◦ (2、3の作業要領で行う。）

5.以卜の調幣をする。

•アイドリング间転

•エ ン ジ ン タ コ メ ー タ を 使 用 し 、 ス ロ ッ ト ル ス 

卜ッブ ス ク リ ユ ① を Иして、アイドリ ング回 

転数に調整する。

广  アイドリング回転数

レ  ^ ІЗООгрт



6.再度、各気筒の吸入負 fFi直を点検して、全気 

筒吸入負丨H憧が許容範囲内に入つているか、 

確認する。

7.許容範 [用以上の気筒間差がある場合は、1〜 

3項の調整をくり返す。

8.バキュームゲージ、エンジンタコメータを取 

外し、スクリュを確実に組付ける。

アイドリングСО調整

要点со調整の前にキャブレ夕の同調調

整を行なう ,

1.車両を垂直状態にし規定油温になるまで暖機 

運転をする。

2.以下の部品を取外す。

•ヘキサゴンボル卜（エキゾース卜ボル卜）

3.以下の特殊工具を組付ける 。

•エキゾーストアタッチメント①

於
ェキゾーストアタッチメント

90890—03134

4.以下の機器を組付ける。

• СОテス夕®

ェキゾ一ストアタッチメントにСОテスタをセ 

ッ卜する。

•ェンジンタコメータ©

エンジン夕コ メ ー タ

90890-03113

ノ ヽ イ テンションコ一ド 1にセッ卜する。

5.エンジンを始動して、アイドリング回転時の 

СО濃度を測定する。

標準СО濃度

4. 5〜5. 5%

標準値以外—調整

6.以下の調整をする。

• СО濃度

со濃度が標準値以内に入らない場合は、キャ 

ブアングルドライノく（ヤマハ推奨品）①を使用 

し、ノ、。イロッ卜スクリュ②を左右に回して微 

調整を行ない標準値以内に調整する。

7.以下の部品を取外す。

•ェキゾ一ストアタッチメント

火傷しないよう注意して取外すこと (



8•以下の部品を組付ける ( 

•ヘキサゴンボル卜

\ ヘキサゴンボルト締付トルク 

1.Okg • m

クラッチの点検、調整

1.以下の点検をする。

•クラッチレバー先端部の遊び量①

クラッチレバー先端部の遊び量 

1015mm

規定値以外—調整

2.以下の調整をする。

•クラッチレバー先端部の遊び量 .

• ロックナッ卜①をゆるめアジャスタ②で調整

する。

(微調整はレバー側で行なう。）

3 .調整後、クラッチの作用を確認する。

エアクリーナエレメントの点検、清掃

1.以下の郃品を取外す。

•フュエルタンク（P 3 -4参照）

2.以下の部品を取外す。

• エアクリ一ナエレメン卜（p

3.以下の点検をする。

• エアクリ一ナエレメン卜

破招、招偽—交換 

オイル、水$の付 /f —交換

要点 エアクリ一ナエレメントは乾式不織 

布なのでオイル、水等を付着ささないよう 

にする。



4.以下の清掃をする。

•エアクリ一ナエレメン

軽くたたいてゴミ、 

ガン（Рでエレメン卜

する。

埃を落すか、またはエア 

外側よりエアを吹き淸掃

エキゾ一ストパイプ、マフラの点検

▲注意 エンジン停土直後はエキソ一ス卜パ 

イプ、マフラが熱いので点検は、冷間時に 

行なうこと。

1•以ドの点検をする。

•リングナツト取付ナツト 

取付ナツトのゆるみの有無、排気ガスの漏れ 

の有無を点検する。

\ グナッ卜締付卜ルク

2. Ока • m

ゆるみ~^増締め

漏 れ —増締めまたはガスケJ卜交換

2.以下の点検をする、、 

•マフラ取付ボルト①、② 

各ボル卜のゆるみの有A明、 

無を点検するо

フラの損傷の有

灰
マフラ取付ボルト① 2. 5 kg •m

マフラ取付ボルト② 2. Okg • m

ゆるみ~►増締め

损傷—交換



車体
点検
調整 шш

車体
フロン卜ブレーキの点検、調整

▲注意 引きU合がやわらかく感じる時はブ 

レーキ液漏れ、エア混入によるブレーキの 

効き不良の恐れがあるので、ブレ一キ液量 

の点検、ブレーキホース接続部の増締めま 

たはエア抜きを行なうこと。

•以下の点検をする。

'ハンドルを左右に切ったときや走行中の振動 

でブレーキホース①等が他の部分と接触するお 

それがないか点検する。

接触等のあるもの—修正

エア抜き
ブレーキフルードに関連する部品を取外した 

場合は各部の締付けを確認した後に必ずエア

抜きを行なう。

1.以下の部品を取外す。

•リザーバキヤップ 

•リザーバダイヤフラム

2.以下の部品を組付ける。

•ビニールパイプ①

ブリ一ドスクリュ②の先端にビニールパイプ 

を組付け、ビニールパイプ先端に受皿を用意

する。

3•ブレーキレバー（ブレーキペダル）を数回作動 

させた後、ブレ一キレバ一（ブレ一キペダル） 

を一杯に握った（踏んだ）状態でプリ一ドスク 

リュを約 )^回転ゆるめて再び締付ける。

要点 ブリードスクリュを締付けるまでブ

レーキレバー（ブレーキペダル）を放さない。



__________ 車体丨|_ |ga
4.ブレーキレバ一（ブレーキペダル）を放し、数

秒 後 に ゆ っ く り 数 l n j ブ レ 一 キ レ バ 一 （ ブ レ 一  

キへダル）を作動させ、フ'、リードスクリユから 

エア（気泡）が出なくなるまで繰り返す。

要点リザーバタンクにブレーキフ ル ー ド 

を補充しながら行なう。

ブレーキレ バ ー （ブレーキペダル）を 

握って（踏んで）ブレーキフ ル ー ドの漏れが 

ないか点検すること。

注意丨ブレーキディスク、タイヤ、ホイ一 

ル 等に付着したブレーキフ ル ー ドをきれい 

にふきとること。

5.以下の邰；を組付ける。

• リザ一バダイヤフラム  

• リザ一ノくキヤッフ

ブレーキパッドの点検

1.以卜の /.V、検をする。

•ブレーキバッド摩耗M 

インジケー夕①とブレーキデイスクのすき間 

すき間無し —ブレーキパッド交換 

リザ一バタンク液童の点検 

1.以卜の点検をする。

•フレ一キ液面

リザーバキャップ①面を水平な状態にし点検 

する。

ロアレベル以下—ブレーキフ ル ー ドをロアレ 

ベル②以上に補給する。

ヤ マ ハ ブ レ ー キ フ ル 一ド  DOT #4

注意

♦銘柄の異なるブレーキフルードの混合使 

用をしないこと。

参ブレーキフルードを塗装面、プラスチッ 

ク、ゴム類に付着させると部品が損傷す 

るので付着させないこと。付着したブレ 

ーキフルードは直ちにふきとること。



リヤブレーキの点検、調整

1.以下の点検をする。

•ブレーキべダルの取付高さ①

ブレーキペダル取付高さ 

50mm

規定値以外—調!整

2•以下の調整をする。

•ブレーキペダルの取付高さ 

• ロックナット①をゆるめロッド②をまわして、 

点検孔③からロッド先端部が見える範囲で調

整する。

踏み具合がやわらかく感じる時はブ 

レ一キ液漏れ、エア混入によるブレ一キの 

効き不良の恐れがあるので、ブレーキ液量 

の点検、ブレーキホース接続部の増締めま 

たはエ ア 抜きを行なうこと。

▲注意

リヤストップスイッチの点検

1.以下の点検をする。

•ストップランプの点灯

ブレーキペダルを13〜15mm踏み込んだとき . 

ストップランプが点灯するか点検する。

13〜15mm踏み込んでも点灯しない—調整 

(アジャスタをMして調整する。）

リヤス卜ップスイッチ①



ドライブチェンの点検

要点 チェンの洗浄は水または中性洗剤を 

使用し、給油はPJ1(シールチェン用）また 

はSAE30〜50のモ一夕オイルを給油する。

I禁止丨

春スチーム洗浄は行なわないこと。

籲シンナ、ガソリン等の揮発性溶剤、ワイ 

ヤブラシを使用して洗浄しないこと。

以下の点検をする。

たわみ i①

サイドスタンドを使Н]した状態で、前後スプ

说定疯以外—調整

調整

1.以下の部品を取外す。 

•コッタピン®

2.以下の部品をゆるめる。 

•ホイールアクスルナット②

3.以下の調整をする。

•たわみ量

ロックナット①をゆるめ、アジヤスタ②を回 

して調整する。

要点刻み目盛③を左右同じ位置に合わせる。

4.以下の部品を締付ける。

•ホイールアクスルナッ卜

•ロックナット（チエンプラ一ロックナツト）

V ホイールアクスルナツト 10 .  4kg  •  m

ロ ッ ク ナ ツ ト 1 .бка  •  m



5.以下の部品を組付けるс 

•コッタピン©

шш コッタピン

主意Iホイ一ルアクスルのコッタピン穴と 

ホイールアクスルナット凹部を合わせる時、 

規定の締付トルクで締付けたホイ一ルアク 

スルナットをゆるめて合わさないこと。 

(増締方向で合わせること。）

空気圧の点検

1 .以下の点検をする。

•空気圧

タイヤが冷えているとき、タイヤゲージを使 

用して点検する。

前輪 後輪

1名乗車
一般 2. 00kg/cnf 2. 25 kg/cm2

高速 2. 00kg/cm2 2. 50kg/cm2

2名乗車 一般 2. 00kg/cnf 2. 50 kg/cnf

タ イ ヤ サ イ ズ 110/70-17 54H 150/70-17 69H

指定タイヤダンロップ K505FL K505P

規定値以外—調整

ホイ一ルの振れ、がたの点検

1 .以下の点検をする。

•フロン卜ホイ一ルを浮かして、ゆっくりиし 

兴状な振れ、異疗、回範不良の有無を点検す

る。

異状な振れ—修正または交換

異音、И虹不Й —ホイールベアリングを交換



2  .以卜の点検をする о

•タイヤの両端（こ手をかけてЙかし、ホイ一ル 

ベアリングのがたの有無を点検する о

がた—ホイ一ルベア グを交換

タイヤの点検

1 .以下の点検をする。

• f t裂、損傷、同部的な異状摩耗、残り溝の深 

さ、異物のかみ込みの冇無を点検する。 

ウェアインジケ一タ①

ウェアインジケ一タ表示マ一ク②

タィャ摩耗使用限度 

前後輪とも0.8mm

ウェアインジケ一タの说われたもの—交換 

ハンドル、ステアリングの点検

1 .以卜のズ、 1、検をする。

•ハンドル取付ボル卜の締付け具合を点検する c

\ ‘ンドルアッパホルダ

2. Зка • m

2  .以卜のパ、 1、検をする。

•フロン卜ホイ一ルを淳かした状態で、フロン 

卜フォークド郃を前後に動かし、ステアリン 

グ郃のがたの冇無を点検する。

•ハンドルが左イПこ [ 4沿に動くか点検する。 

がた、作動不良—ステアリングフィッティン 

グナッ卜の締付具合の調整

調整

1.以下の部品を取外す。

•キャップ

•ハンドルアッパホルダ①  、

•ノ 、 ン ドル



 車体|i鐘|ga
2.以下の部品を取外す。

•へッドライトユニット①

3.以下の部品を切離す。

• メインスイッチリード線力プラ① 

•メータAss'уリ一ド線力プラ②

4.以下の部品を取外す。 

•メータ  Ass、®

5.以下の部品をゆるめる。

•ハンドルクラウン部インナチューブ締付ボル 

ト①

6.以下の部品を取外す。

•ハンドルクラウン②

7.以下の部品を取外す。

•スペシャルワッシャ① 

•ナット2②

•ワッシャ③



8.以下の部品を締付ける。

•ナット1①

ステアリングナットホルダ②を使用して締付

ける。

\ ナット締付（1回目） 

5. 2kg • m

於
ステアリングナットホルダ 

90890—01385

•ナツトを1度完全にゆるめ、1.8 kg .mのトル 

クで締付ける。

\ ナット締付（2回目） 

1.8 kg • m

9.以下の点検をする。

•アンダブラケットにがたがなく、重くなくス 

ムーズに動くか点検する。

重くスムーズに動かない—ナツトを約1/8回

転ゆるめて再調整 

する。

10.以下の部品を組付ける。 

•ワッシャ①

•ナット2②

•スペシャルワッシャ©

要 点 ナットの溝が一致しないときは、ナ

ト2を締込み一致させる。

11.以下の部品を組付ける (

•ハンドルクラウン①

炙

ノ 、 ン ド 、 ル ク ラ ウ ン 11.Okg -m

ハンドルクラウン部インナチュ-ブ締付2. 3kg • m



車体丨Ii |ga

12.以下の部品を組付ける。

•メータ  Ass'y①

\
メー  夕  Ass у

2. 3kg • m

13.以下の部品を接続する。

• メインスイッチリード線力プラ① 

•メー  夕Ass'уリ一ド線力プラ②

14.以下の部品を組付ける。

•へッドライトユニット①

15. 以下の部品を組付ける。

ハンドル①

ハンドルのポンチマークとハンドルロアホル

ダ（左）の端面を合わせて組付ける。

16. 以下の部品を組付ける。

ハンドルアッパホルダ①

キャップ

矢印を前方に向け後方が開くようにし、前側 

を先に締付ける。

ノ、ンドルアッパホルダ

2. Зка • m

17.以下の点検をする。

•へッドライト照射角



F  / :f；  ふ '

フロン卜フォーク、アンダブラケットの点検

1 .以下の点検をする。

•フロン卜フ才一クの损偽、才イル ? t eれの有無 

を点検する。

• フロン卜フォークを上下に動かし、曲り等に 

よる異音の有無およびワイヤハーネス、ケー 

ブル類との干渉の有無を点検する。

損傷、オイル漏れ、曲り、異音

—異常部品を交換

干渉のあるもの—修正

2 .以卜の /卩、検をする。

•スト ツ ノ ぐ①

アンダブラケッ卜郃のス卜ッパの変形、損傷 

の •イ f無を /、 (検する。

変形、損傷—アンダブラケット交換

リヤア ー ム の点検

1 .以下の点検をする。

•リヤアームを前後、左イ fに動かしてがたの有 

無を点検する。

がた—ブッシュ、ベアリングを交換

リヤクッシヨンの点検

1 .以ドの点検をする。

リヤクッション取付邰 ( Гのゆるみの冇無を点 

検する о

ゆるみ ~► ]■(リ和;め

リ ヤ ク ッ シ ョ ン 上 2 .  3  kg  •  m

リ ヤ ク ッ シ ョ ン 下 3 .  Okg  •  m

2 .以下の点検をする。

•クッションよりの才イル漏れの冇無を点検す

る с

才イル漏れ—交換



リヤクッシヨン初期スプリング荷重の調整

1.以下の調整をする。

•初期スフリング荷重 

アジャスタ①をМわすことにより初期スプリ 

ング荷重の調整ができる。

アジャスタ右回転② スブリング固くなる

アジャスタ左回転③ スブリング柔らかくなる

標準 2段

調整範囲 (ソフト） 1〜 6段（ノ、一 ド）



調整電装 

電装
バッテリの点検

1 .以下の部品を取外す。

• シ 一 卜

2.以下の点検をする。

• ノ  s'ツテリターミナルのゆるみ① 

ゆるみ—増締め

3.以下の部品を取外す。

• エ ア クリー ナ ダクト①

•パ ' ッテリ

ШШ

達戀無
:::::::::::::::::::::ぢ ^̂ ^

リ一ド線は必ず先にѲリード線、次

に®リ一ド線を取外すこと с 

4•以下の点検をする。

•バッテリѵШ— К 

二輪 :中 :用バッテリテスタ①を使用して点検す 

るо

完全充沲時 緑帯範囲内

充屯不记時 黄乂は赤帯範囲

黄又は赤帯範[用—補充ж

補充電

▲注意

>火気厳禁。

丨蒸留水の補給は絶対にしないこと。

►充電時でも密封栓は絶対に外さないこと с 

>充電はバッテリ単体で行うこと。

>充電は必ず規定の電流及び電圧で行なう 

こと。

>急速充電は緊急時以外は行なわないことс 

_バッテリ交換時は従来型バッテリを使用 

しないこと。必ず密閉タイプバッテリを 

使用すること。

• MFバッテリ専用充電器を使用する。

•補充電は規定の電流及び電圧で行なう。

標準充電 0. 8АХ5時間

ダ
总速充電 8АХ30分間

充ѴІІ完了侦 12. 8Ѵ以上



電装丨麝1|ga

スパークブラグの点検

шиш]プラグはシリンダへッドの泥、ホコ 

リを取除いてから取外すこと。

1.以下の部品を取外す。

• スパークプラグキャップ  

• スバ一クブラグ

2.以卜の点検をする。

•電極、絶縁がいしの汚れ、焼損、堆積物 

焼招—交換

汚れ、堆積物—プラグクリーナ、ワイヤブラ 

シ等で清掃

3.以卜の点検をする。

•電極すき間

中心電極①と側方電極②とのすき間③を測定

する〇

Щ極間のすき間

Л 0 .7〜 0.8mm

規定値以外—側方電極を曲げて調整する。 

標準プラグ

標準プラグ
CR8E

CR9E

U24ESR-N

U27ESR-N

メ ー カ NGK NIPPONDENSO

スパークプラグの締付け

•指先で一杯に締付けて①から規定の卜ルク② 

で締付ける。

\ ス パ ー クプラグ  

1.3 kg • m

要点

籲取付け前にガスケット、プラグ表面を清 

掃する。

♦規定の締付トルク以上に締付けない。



電装丨I鐘|ga

ハロゲンランプの取扱い

▲注意

# へ ッ ドランプ点灯中及び消灯直後はバル 

ブが高温になっているので可燃物や手を 

近づけないこと。

参バルブが冷えるまで触れないこと。

注  '意]バルブのガラス部分に直接手で触れ 

たり、オイルを付着させると、ガラスの透 

明度、バルブの寿命、明るさに影響を与え 

るのでア ル コ ー ル かシンナーできれいにふ 

きとること。

.以トの点検をする。

電気配線に損傷、接続部のゆるみ、クランプ 

にゆるみがないか点検する。

へッドライ卜、テ一ル/ストップライ卜が点灯 

するか点検する。

フラッシャを左右に作動させ、毎分60〜120И 

の --定のは ]期で点滅するか点検する。

照射角の点検

1.以下の点検をする。

•へッドライ卜の明るさ、照射方向、角度に異 

;丨犬がないか、壁などに照射して点検する。 

照射角度に-異状があるときは照射方向調整ス 

クリュを左右にMして調整する。

上下調整用スクリュ①

左右調整HIスクリュ②

計器の作用

1.以卩の点検をする。

•走行してスピードメータの指針が速度に応じ 

て滑ら かに追従するか点検する。

• タコメータの指針がエンジン冋転数に応じて  

'Гけらかに追從するか点検するо
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エンジン%т

第4章
エンジン編



I要点

•クランクケース、クランクシャフト、ト 

ランスミッションの整備のための、エン 

ジン脱着作業を説明する。

•取外した部品は、各セクション別にまと 

めて置くこと。

サイドカバーの取外し（P3-3参照）

フュエルタンクの取外し（Р 3-4参照）

キャブレタの取外し（Р 5-2参照）

キャブレタジョイン卜の取外し

1.以下の部品を取外す。

•キャブレタジョイン卜①

•〇リング

2.以下の部品を取外す。

• ブ ロ ー バイガス還元ホ ー ス ①

ェキゾ一ス卜パイプの取外し

1.以下の部品をゆるめる。

•マフラジョイントスクリュ①

2.以下の部品を取外す。

•ェキゾ ー ス トパイプAss'у②



エンジンの取外し[̂ ンジン|:%嘗

エンジンオイルの抜き出、オイルク一フ、オイ 

ルフィルタの取外し

1.エンジンオイルを抜く（РЗ-6参照）

2.以下の部品を取外す。

•オイルフィル夕（Р 3-7參照）

•オイルホース®

•オイルクーラ©

クラッチケーブルの取外し

1.以下の部品を取外す。

•クラッチケーブル (D

ロックナット②をゆるめプッシュレバー部③ 

より取外す。

各配線の取外し

1•以下の接続を外す。

•サイドスタンドスイッチリード線カプラ 

•ピックアップコイルリード線力プラ 

• А.Сマグネトリード線カプラ 

•オイルレべル / ニ ュ ー ト ラルスイツ チ リ ー ド  

線カプラ

2•以下の接続を外す。

•スターテイングモ一夕リ一ド線①

•アースリード線②

3.以下の部品を取外す。 

•プラグキャップ 

•スターテイングモータ①



ドライブチェンの取外し

1.以下の部品を取外す。

•シフトアーム®

•クランクケースカバー1②

以下の部品を取外す。

ナット①

ロックワッシャ②

ロックワッシャの曲げを起こし、リヤブレー 

キを効かせてナットを取外す。

3. 以下の部品を取外す。

ドライブスプロケット①

ドライブチヱン②

ドライブチエンとドライブスプロケットは同 

時に取外す。

エンジンの取外し

1.エンジンをジャッキ等で支える。

2.以下の部品を取外す。

•エンジンステ一 1① 

•エンジンステ一 2③



3.以下の部品を取外す。

•エンジンステ一 3① 

•エンジンマウントボルト上② 

•エンジンマウントボルト下③

4.以下の部品を取外す。

•エンジン

右側へ取外す。

要点 .ンジンを取外す前に、ワイヤハー 

ネス、ケーブル、パイプ類の外し忘れがな 

いか確認する。



エンジンの分解
シリンダへッドの取外し

1•以下の部品を取外す。

•シリンダへッドカノぺ、ー① 

•スパークプラグ②

砂 1疑 “

2.以下の部品を取外す。

•夕イミングプレートカバー

3.プレート①を反時計方向に回転し、プレート 

の тマーク②とピックアップの合わせマーク

③を一致させる。

(1番シリンダのビストンを圧縮上死点の位 

置にする。）

4.

5.

以下の部品を取外す。

カムチェンテンショナボルト① 

カムチェンテンショナケース②

以下の部品を取外す。 

チェンダンパ 1①

カムシャフトキヤッフ②

6. 以下の部品を取外す。

カムシャフト

力ムスプロケットよりカムチェンを外し、力 

ムシャフトを取外す。

要点カムチェンがクランクケース内に脱

落しないように針金等で結んでおく。



シリンタ、ピストンの取外し

1.以下の部品を取外す。

•シリンダ取付ナット①

•シリンダへッドガスケット 1②

•シリンダ©

•ダウェルピン④

•ガスケット⑤

•シリンダガスケット

2.以下の部品を取外す。

•ピストンピンクリップ①

•ピストンピン②

•ピストン©

I要点^]ピストンピンクリップをクランクケ 

ース内に脱落させないようにウェス等で力 

バ一をしておく。

I注意]ピストンに損傷を与えないよう注意 

して取外すこと。

7.以下の部品を取外す。

•シリンダへッド 

締付ボルトを順序に従って外し、シリンダへ 

ッドを取外す。



3.以下の部品を取外す。

•ピストンリング 

•オイルリング

I要点 ]ビストン、ビストンリング類は混同 

しないように整理しておく。

ІШІІШІピストンリングを破損しないように 

取外すこと。

クラッチの取^^し

1.以下の部品を取外す。

•クランクケースカバ一 2①

•ダウエルピン

•クランクケースカバーガスケット 2

2.以下の部品を取外す。

•プレッシャプレ一ト 

ウイズワッシヤスクリュを対角線に交互にゆ 

るめて外す。

3.以下の部品を取外す。 

•フリクションプレート① 

•クラッチプレート②

4•以下の部品を取外す。

•ナッ ト①

•ロッ クヮッシャ②

•クラ ッチボス③

ロッ クワッシャを起こし、クラッチホールデ

ィン グツール④を使用してナットを外す。

於
クラッチホールデイングツール

90890 — 04086



5.以下の部品を取外す。

•スラストプレート①

•プライマリドリプンギヤ②

6•以下の部品を取外す。 

•ゼネレ ー 夕カバー

7.以下の部品を取外す。

•ナツト①

• пツクワツシャ©

•プライマリドライブギヤ③

•カラー

ロ ツ ク ワ ツ シ ャ を 起 こ し ロ ー  夕 を シ ー ブ ホ ル 

ダ④で固定して取外す。

シ一ブホルダ 

90890—01701

8•以下の部品を取外す。

•サークリップ①

•ポンプドライブギヤ② 

•ダウエルピン

о о 
② ③ ①

9.以下の部品を取外す。 

•プッシュロッド①

•プ レ ー ト ワ ッ シ ャ ② 

•ベアリング③

ill
，で

塵議



10.以下の部品を取外す。

•プッシュアクスルAssW①

ピックアップコイル、ロータの取外し

1.以下の部品を取外す。

•ボルト①

•プレ一ト②

•ダウエルピン③

シーブホルダ④でロー  夕を固定しボルトを取 

外す。

シ一ブホルダ 

90890 — 01701

2•以下の部品を取外す。

•ピックアップコイル① 

•ベース②

3.以下の部品を取外す。

•ボルト①

シ一ブホルダでロータを固定して取外す。

於 シ一ブホルダ 

90890 — 01701

4.以下の部品を取外す。

• ロー  夕①

シ一ブホルダでロー夕を固定しロー夕プーラ 

②を使用して取外す。

於
ロータプーラ 

90890 — 01080

シ一ブホルダ 

90890-01701



オイルポンプ、オイルス卜レ ー ナ の取外し

1.以下の部品を取外す。

•オイルポンプドリブンギヤ①

Л

2.以下の部品を取外す。 

•オイルポンプ①

3.以下の部品を取外す。

•ス ト レ ー ナ カ バ ー ①

•オイルレべルスイッチ②

4.以下の部品を取外す。

•リリーフバルブ®

•オイルストレ ー ナ ②

^dSBL

5•以下の部品を取外す c

•ステ一夕コイル®



5.以下の部品を取外す。

•オイルストレ ー ナ ハウジング①

6.以下の部品を取外す。

• ユ ニ 才 ン ボルト① 

•ジョイント②

シフ卜シャフ卜の取外し

1.以下の部品を取外す。 

•シフトシャフト①

クランクケースの分割

1.以下の部品を取外す。

•クランクケース締付ボルト 

締付ボルトを順序に従って外し、クランクケ 

一スを分割する。

締付ボルトを取外し順序に従って外し、エン 

ジンを逆にし、クランクケースロアを取外す。

要点アツパおよびロアケース締付ボルト 

を分けておくと組付時便利である。



2叙•伽

クランクケースアツパ

ク ラ ン ク ケ ー ス ア ッ パ に は 以 下 の 部 品 が '残 る 。 

•クランクシャフト①

•スタータクラッチAss'у②

•メインアクスル③

•ドライブアクスル④

クランクケースロア

クランクケースロアには以下の部品が '残る。

シフトフオーク® 

シフトカム②

卜ランスミッションの取夕和し

1.以下の部品を取外す。

• メインアクスル①

•ドライブアクスル©

クランクシャフ卜、スタ一タクラッチの取外し

1.以下の部品を取外す。

• ベ ア リン グ カ バ ー プ レ ー ト①

以下の部品を取外す。

ノズル①

シャフト 1②

ク ラ ツ チ 側 よ り プ ラ ス チ ツ ク ハ ン マ 等 で シ ャ 

フト1を軽くたたき、取外す。



3.以下の部品を取外すс 

•アイドラギヤ2①

• ス タ ー 夕ホイ一 ル®

以下の部品を取外す。 

シャフト①

アイドラギヤ1②

5.以下の部品を取外す。 

•クランクシャフト①

6.以下の部品を取外す。

•アッパガイド① 

•チェンダンパ2②

7.以下の部品を取外す。

•クランクシャフトプレーンべアリング①
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シフ卜フォーク、シフ卜カムの取外し

1.以下の部品を取外す。

•ス ト ッ ノ 弋 レ ノ マ 一 (1)

• ストッ パ プレ一ト②

2.以下の部品を取外す。

シ フ ь フ 才 一 ク ガイ

シ フ ь フ 才 ー ク 1②

シ フ 卜フ 才 ー ク 2③

シ フ トフ 才 一 ク 3④

3.以下の部品を取外す。 

•シ フ ト 力 ム ®

以下の部品を取外す。

ロアガイド①

ダウエルピン② 

◦リング③

バルブの取外し

要 占 取外した部品は、混问しないように

整理しておく

1.以下の部品を取外す。

• ノマフレフ、、リフタ①

•ア ジ ヤ ス テ イ ン グ パ ッ ド ②

バルブラッパを使用してバルブリフ夕を取外



2•以下の部品を取外す。

•バルブコッタ①

バルブスプリングコンプレッサ②を使用して

バルブコッ夕を取外す。

バルブスプリングコンプレッサ

90890-01253

_ 議 _ 邊■通 :__」
バルブスプリングコンプレッサは、

必要以上に強く締付けないこと。

3.以下の部品を取外す。

•リテ一ナ®

•バルブスプリング②

• ノ  < ノレフ、'©

щ点

癱取外した部品は混同しないように整理し 

ておく。

籲もとの場所へ組付ける。



エンジンの点検Iエンジン 

エンジンの点検
シリンダヘッド、バルブの点検

1.燃焼室の力一ボン堆積物をスクレッパ等で取 

除く。

2.以卜の点検をする。

•シリンタへッド -

スハークブラ  グ孔、  バルブ孔付近の逍裂、損 

(Uのイ f無を人 ,、 1:検する。

屯裂、招傷—交換

3.以卜の点検をする。

•シリンダへッドの歪み

6方向の蒞みの冇無を点検する。

ТН.み限度

0. 05mm

菸み限度以上—交換

4.以下の点検をする。

• ノくルフ、、

損傷、丨耗—交換

5.以下の点検をする。

•バルブステムの外径

0
標準値 使用限度

インテ一クバルブ3.975〜3. 990mm 3. 945mm

ェキゾーストバルブ 3.960〜3. 975mm 3. 930mm

使H]阳度以ド—交換

6•以下の点検をする。

•バルブステムの曲りを点検

癸
曲り限度

0. 03mm

曲り限度以上—交換

要一点jダイヤルゲージ測定数値のКが曲り 

の値であるので、数値そのままで判断しな



7 .以卜のл1、 1、検をする。

•バルブスプリングの自由長

自由長 使用限度

咬
イ ン レ ツ 卜 42 .6mm 40 .  0mm

ェキゾース ト 42 .  6mm 40 .  0mm

使用限度以下—交換

8 •以卜の点検をする。

•バルブスプリングの直角度

たおれ角限度

2 .  5。（1 .9mm)

たおれ角限度以 I:—交換

9 .以卜の点検をする。- 

• ノくルブスプリングの当り面 

全周のК以上が水平に当っていない—交換

10.以卜の人7、検をするо

• ノくルブリフタ

/ くルブリフタのかき傷、偏摩耗の冇無を点検 

し外作を測定する。

外径標準値 使用限度

ゆ インレツ卜 19.976〜20. 000mm 19.956mm

ェキゾースト 19.976〜20. 000mm 19.956mm

かき傷、偏摩耗

使用限度以下



11.以下の点検をする。

• ンリンタへッド  

ノ《ルブリフタ孔のかき傷、偏摩耗の有無を点 

検し、内径を測定する。

が
内径標準値 使用限度

インレツト 19.996〜20. 020mm 20.050mm

ェキゾースト19.996〜20. 020mm 20.050mm

かき傷、偏摩耗

使用限度以上

12 .以卜の点検をする。

•バルブガイドの内径

内径標準値 使用限度

インレッ卜 4.ООО〜 4. 012mm 4. 045mm

ェキゾ ー スト 4.000〜 4. 012mm 4. 020mm

№丨丨 !限度以上—交換

13.以下の点検をする。

•バルブガイドとバルブステムのすき間

バルブガイド ノ  くルブステム

内径測定値 外径測定碴
すき間

公

すき間限度

イ ン レ ッ 卜 0.1mm

ェキゾ一ス卜 0.10mm

限度以h —バルブ、バルブガイド交換 

バルブシー卜の点検

1.バルブフェイス、バルブシー卜の力一ボン堆

積物を取除く。

2•バルブフェイスに光明丹を薄く塗布する。

3•バルブをバルブガイドに柿入し、ノくルブラッ 

バを使用し、バルブシー卜にす甲しつける。

ノ《ルブを押しつけた状態でИ転させ

ないこと (



4 .以下の点検をする。

•バルブの当り巾①

バルブ令は ]にわたり当り巾が標準値：内にある 

か点検する。

作
当り巾標準値 使用限度

0  . 9  〜1 .1  mm 2.  Omm

使Hi限度以I：-

荒れ、偏摩耗 ­
-交換

5 .以下の点検をする。

• バル つ''''ノ —卜の基Іり巾®

バルブシ一卜全周にわたりЙり巾が標準値内 

にあるか点検する。

作
当り中標準航 使用限度

0  •  9  〜1•1  mm 2.  0mm

使用限度以I:--------------
.. —父換

лі•れ、fen摩李七------

6 .以卜の点検をする。

•バルブの当り位置

•バルブの当り面巾

バルブシー卜に光明丹を薄く塗布し、バルブ

を押】しつける。

標準当り位置碴以外——

標準逵り面巾碴以外——



バルブの摺合わせ

1.バルブフェイスに粒子の荒いコンパウンドを 

一様に塗布し、バルブラッパ①を左右に回転 

させながら叩くようにして摺合わせをする。

2.バルブフエイスおよびバルブシートのコンパ 

ウンドをきれいにふきとり、粒子の細かいコ 

ンパウンドをバルブフェイスに塗布し、1と 

同じように摺合わせをする。

3.バ ル ブ フ ェイスの当 り面がН く光り全体に同 

じように当るようになれば、光明丹を塗布し 

バ ル ブ フ ェ イ ス の 中央に均一に 当 っ て い るか 

確認する。

「浅童1コンパウンドがバルブステムとバル 

ブガイドとの間に人らないよう注意するこ 

と。

要点摺合わせ後、シリンダヘッド、バル 

ブをきれいに洗浄する。

п г-П-П 广1厂гИзх 〜4 j І 柳

カムシャフ卜の点検

1•以下の点検をする。

•カムシャフ卜

カムシャフ卜のカム面の損傷の有無を点検す

る。

損傷—修正または交換

2•以下の点検をする。 

•カムの商さ

標準値 使用限度

イ ン レ ツ 卜
А 32.4〜 32.5шт 32. Зшш

В25.019〜 25.029mm 24.92шт

ェキゾースト
А32.044〜 32.054mm 31.95mm

В25.019〜 25.029mm 24. 92mm

使用限度以下—交換



.以下の点検をする。 

カムシャフ卜の曲り 

カムシャフ卜をゆっ りまわして点検する (

カムシャフ卜の曲り限度

0.05mm

曲り限度以上—交換

要点 ダイヤルゲージ測定数値のXが曲り

の値であるので、数値そのままで判断しな

い。

5.以下の点検をする。

• カムチエンスプロケッ卜

損傷、偏摩耗—交換

カムシャフ卜オイルクリアランスの点検

1.以下の郃品を組付ける。

•プラスチゲージ①

シリンダへッドにカムシャフトを組付け、力 

ムシャフト各ジャーナル部にプラスチゲージ 

を平行に置く。

要—点jカムシャフト、ジャーナル部、力ム 

シャフ卜キャップに{十打しているオイルは 

ふきとる。



•カムシャフトキャッブ

\ カムシャフ卜キャップ締付 

1.Okg • m

L要点 カムシャフ卜が回らないように注意

して締付ける。

3.以下の点検をする。

•才イルクリアランス

カムシャフ卜キャップを外し、プラスチゲ一 

ジ①のつぶれた巾の一番広しゝ箇所を測定する (

作
標準才イルクリアランス使用限度

0.020〜0.054mm 0. 08mm

※使用限度以 I:—力ムシャフトを交換してW度 

点検

再度点検して使用限度以上—カムシャフ卜、

シリンダへッドを交換

シリンダの点検

1.以下の点検をする。

•シリンダ

軽しゝ傷付き、焼付き跡—修正

ひどい縦傷—ボ一リング加工または交換

2.以下の点検をする。

•シリンダ

シリンダゲージを使用して、ピストンピンの 

軸方向аとその直角方向bのそれぞれА、В、

Сの6か所を測定する。

摩耗量=6か所測定の最大®— 最小値

シリンダ内径標準値 55.005〜55. 045mm

ダ
シリンダ内径使用限度 55.100mm

内径A、B、C差限度 0.Obmm

限度以上—ボーリング加工または交換



3.以下の点検をする。

•シリンダの歪み

シリンダへッドとの合面側6方向の歪みの有 

無を点検する。

句
歪み限度 

0•03mm

限度以上广交換

ピストン、ピストンピンの点検

1.以下の点検をする。

•ピストン

ビス卜ンの傷、リング溝の摩耗の有無を点検

する。

傷、リング溝の偏摩耗丨—六換

2.以下の点検をする。

•ピストン外径値①

ピストンスカート下端から3.0mmのところでピ 

ストン外径値を測定する。

ピストン外径標準値 

54. 7〜54. 9mm

3.以下の点検をする。

ビス卜ンピン孔内径値。

次
内 径 標 準 値 使 用 限 度

15.002〜 15. 013mm 15.040mm

使用限度以上—交換

4 •以下の点検をする。 

•ピストンピン

段付摩耗、焼け—交換



エンジンの点検 エンジン
%，

5.以下の点検をする。

ビス卜ンピンの外径値を測定する。

作 外径標準値 使用限度

14.995〜15. 000mm 14.975mm

使用限度以下—交換

6.以下の点検をする。

•ピストンピンがピストンピン孔にスムーズに 

入るか点検する。

ピストンピンとピストンの嵌合がかたい場合 

はビス卜ンピン孔を点検して突起物のある時 

はナイフまたはスクレッパ等で突起物を軽く 

取り除いて指で軽く押し入るようにする。

7.以下の点検をする。

•コネクテイングロッドのがた

ピストンピンをコネクテイングロッド①の小端 

部に組付け、がたがなく、スムーズに回転する 

か点検する。

がた、スムーズに回転しないときはピストン 

ピンを点検し、異状のあるものを新品と交換 

して再度点検する。

ビストンリングの点検

1•以下の点検をする。

•ピストンリング合口すき間

ピストンリング①をシリングス力一卜部より 

約5腿シリンダ内に押し込んだ位置でビスト 

ンリング合口すき間を点検する。

令

合口すき間標準値使用限度

トップリング 0.1〜0. 2mm 0. 60mm

セカンドリング0.15 〜0. 35mm 0. 60mm

オイルリング 0. 2 〜0. 7шш —

使用限度以上—交換



2.以下の点検をする。

•サイドクリアランス

シックネスゲ一ジ①をピストンリング溝の底ま 

で届くように入れ、ピストンサイドクリアラ 

ンスを測定するо

サイドクリアランス標準値 使用限度

ト ッ プ リ ン グ 0.03 〜 0.07шш
0. Юшш

セカンドリング 0.02 〜0. Обшт

使用限度以上—交換

要点」測定は一か所だけでなく、数か所行 

なう。

※才イルリングは組合わせリングを使用してい 

るのでスぺ一サにより上下のレ一ルとリング 

溝との間のクリアランスは0が基準である。 

クリアランスがわずかでもあれば交換する。

ビストンクリアランスの点検

ピストンクリアランス標準値

0. 025 〜0.045mm

1•フイラゲージを使用する方法

•フイラゲ一ジ®

•ピストン©

ピス卜ンおよびフイラゲ一ジをピストンピン 

とクランクシャフ卜の軸が平行になるように 

入れ、フイラゲ一ジの引き抜き具合によりピ 

ストンクリアランスの適否を判断する。

2•シリンダ内径、ピストン外径を測定する方法

シリンダ内径 

測定値

ピストン外径 

測定値

ピ ス ト ン

クリアランス

※測定方法は、シリンダの点検、ビス卜ンの点 

検の項目を参照のこと。

要点、

•ビストンクリアランスが標準値以下のと 

きはホーニング加工を行ない、標準値以 

内に仕上げる。

•ピストンクリアランスが標準値以上のと 

きはボーリング加工を行ない、ピストン 

を交換して標準値以内に仕上げる。



クラッチの点検

1.以下の点検をする。

•プライマリドリブンギヤ①

•クラッチボス②

段付摩耗—修正または交換

2.以下の点検をする。 

• フリクションプレ一卜の!草さ

外 新品標準厚さ 使用限度

2. 9〜3.1mm 2. 7mm

使用限度以下—交換

3.以下の点検をする。

•クラッチプレ一卜の歪み

クラッチプレー卜歪み限度

0.lomni

限度以丨 :歪んでいる—交換

4.以下の点検をする。

•クラッチスプリングの自由長

標準値 使用限度

36.4mm 35.4mm

使用限度以下—交換

5.以下の点検をする。

•ベアリング 

作動不良、がた、損傷—交換



オイルポンプの点検

1.以下の点検をする。

一夕のすき間 0 

ウジングのすき間回 

ジング端面のすき間回

•イ ンナロ一 夕とァゥ夕П

•ア ゥ夕ロー 夕とП — タノ、

• П — 夕端面とロ一夕 ノ ゥヽ

インナロ一タ①

アウタロー タ②

П — タノ、ウ ジング③

令

標準すき間 使用限度

囚 0. 09 〜0.15mm 0. 2 mm

圖 0. 03〜0. 08mm 0.15mm

回 0.03〜0.08mm 0.lomm

使用限度以上—交換

2 •以下の点検をする。

•ポンプドリブンギヤ① 

•ポンプドライブギヤ② 

つまり—洗油で洗浄

_
3.以下の点検をする。 

•オイルストレ ー ナ  

つまり—洗油で洗浄 

破損—交換



オイルクーラの点検

1.以下の点検をする。

•才イルクーラ

コアのつまり、フィンの曲りの有無 

つまり—清掃 

曲り4修正

コアのつまり、フィンの曲り、折れが才イル 

クーラコア面積の20%以上の場合は、交換ま 

たは修正する。

2.以下の点検をする。

•才イルホ一ス

損傷—交換

シフ卜シャフ卜の点検

1.以下の点検をする。

•ス卜ツ ノ ヽ 。レノく——

ス ム 一 ズに動かな I

損傷、摩耗 -------------------- ^ 人

2.以下の点検をする。

•卜一シヨンスプリング

龜裂、招傷—交換

3.以卜の点検をする。 

•シフ卜レバ一爪部

摩耗、损傷—交換



та

横 方 向 縦 方 向

4.以下の点検をする。

•シフ卜シャフ卜①

曲り、損傷—交換

•卜一シヨンスプリング ©

亀裂、損傷—交換

ミツシヨンギヤの点検

1.以ドの点検をする。

•ドッグ郃の摩耗、ギヤ歯面のピッチング、損 

傷の冇無を点検する。

摩耗、ピッチング、损傷—交換

2.以下の点検をする。 

• ベアリング①

がた、異音—交換

3.以下の点検をする。

•各ギヤがスムーズに動くか、И転するかを点 

検する。

ス ム 一 ズに動かない 一 

М転不良 ---------------------------
イ IS正または交換

シフ卜フォーク、シフ卜カムの点検

1.以下の点検をする。

•シフトフオーク ®

•ダウエルピン ©

焼け、曲り、摩耗—交換

ガタ
ガタ

ЙІ吻-



之•以下の点検をする。

• シフ卜フォークガイドバ一①

•シフトフ才 —ク ©

シ フ トフ才 一 ク ガイドバ ー に 沿 っ て 、 ス ム 一  

ズに作動するか点検する。

スムーズに作動しない—修正または交換

3 .以卩の点検 :をする。

• シフトカム

摩耗、損傷、なめり—交換

4 .以卩の点検 :をする。

シフ トフ才一ク 1①

シフ 1ミフ才一ク 2 Г2)

シフ トフォーク 3  ©

シフ 卜フォークガイドノくー④

シフ トカム⑤

ダウエルピン©

シフ 卜カム溝に丨合って、シフ卜フォーク :

ム— ズに作動するか点検する。

ス ム一ズに作動しない— 修正または交換

要 点 」 シ フ ト フ オ ー ク 、 ミ ッ シ ョ ン ギ ヤ に 

異状がある場合は、1点だけの部品を交換 

す る の で は な く シ フ 卜 フ ォ ー ク と 互 い に か 

み ГѴう 2枚のギヤとの 3点セッ卜 で 交換す 

るО

クランクシャフ卜の点検

1 .以ドの点検をする。

要一点 Iクランクシャフトをゆっくりまわし 

て測定する。

• クランクシャフ卜の振れ

クランクシャフ卜振れ標準碴

0 .03mm 

振れ標準値以丨：—交換



2 .以下の点検をする。

•コネクテイングロッドサイドクリアランス 

コネクテイングロッドを組付け点検する。

作
サイドクリアランス標準値 使用限度

0 .160〜0 .262mm 0.  omm

使用限度以上—コネクテイングロッドプレー 

ンべアリングとコネクテイン 

グロッドをセットで交換

クランクシャフ卜オイルクリアランスの点検

1 .以下の部品を組付ける。

•クランクシャフ卜®

•プラスチゲージ©

クランクケースアツノ、。にクランクシャフ卜を 

組 付 け 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト プ レ ー ン ベ ア リ ツ 

グ各部にプラスチゲージを平行に置く。

: 全 音/X.膝1

_クランクシャフト、クランクシャフトプ 

レーンベアリングに付着のオイルはふき 

とること。

籲オイル通路孔をさけてセットすること。 

•プレーンベアリングにはく離、傷のある 

ものは交換すること。

2 .以下の部品を組付ける。

•クランクケースロア

クランクケースロアを組付け、締付順序に従 

って2〜3回に分けて締付ける。

\ クランクケース 

ロア糸帝付トルク

6mmホル卜 1 .2kg

8mmボル卜 2 .4kg

ІІ議І謹Iクランクシャフトが回らないように 

注意して締付けること。

3 .以下の部品を取外す。

•クランクケースロア



4•以下の点検をする。

•才イルクリアランス（D 

プラスチゲージ①のつぶれを点検する。

次
標準才イルクリアランス 使用限度

0 .  014〜0 .  053mm 0 •  08mm

使用限度以上—プレーンべアリングを交換して 

再度点検。

クランクシャフ卜プレーンベアリングの選定

1 .クランクジャーナルサイズ番号 5桁を読みと 

る。（クランクシャフトウェイト部）

2.クランクケースアッパ後部に刻まれているジ 

ャーナルサイズ番号5桁を読みとる。（クラン 

クケースアッパ後部）

3  .以卜の選定をする。

クランクケース クランク ブ レ ー ン

ジャーナル — ジャーナル = ベ ア リ ン グ

サイズ番号 サイズ番号 サイズ番号

⑩クランクケースジャーナルサイズ番号5、ク 

ランクジャーナルサイズ番号1の場合 

5—1=4となり4のべアリングを使用する。

4 .ベアリングは色別で表示。

•クランクシャフトプレーンべアリング① 

•色別表^К©

クランクシャフトフレーンべアリング番号1 2 3 4 5

色  別 青 黒 茶 緑 黄

ベアリングは溝のついている方を、クランク 

ケースロアに組付ける。



コネクティングロッドプレーンベアリングオイ 

ルクリアランスの点検

1 .以下の部品を組付ける。

•クランクシャフ卜®

•プラスチゲージ②

クランクケースア ツ ノヽ。にクランクシャフ卜を 

組付け、クランクピン各部にプラスチゲ一ジ 

を平行に置く。

•クランクシャフト、コネクテイングロッ 

ドおよびキャップに付着したオイルはふ 

きとること。

籲コネクテイングロッドおよびキャップは 

取外した場所に組付けること。

•コネクテイングロッドベアリングにはく 

離、傷のあるものは交換すること。

2 .以下の部品を組付ける (

• コ 不クテイングロ 、、J卜'、

• コ ネクテイングロ 、ノ ドキ

クランクシャフ卜クラン

イングロ ソ ドおよびキヤ

ける〇

コネクテイングロッドボルト

2 .  5kg  •  m

逢—意 jクランクシャフトが回らないように 

注意して締付けること。

3 .以下の部品を取外す。

•コ 不クテ イングロ 、ノ ドボル

• コ ネクテイングロ 、ノ 卜、、キャ

•ゴ ネクテ イングロ 、ノ ド、

4 .以下の点検をする。

•才イルクリアランス

プラスチゲージ①のつぶれ巾を点検する。

分
才イルクリアランス標準値 使用限度

0 .026〜0 .060mm 0.08mm

使用限度以上—コネクティングロッドベアリ 

ングを交換して再点検。



コネクティングロッドプレーンベアリングの選 

定

1 .クランクビンジャーナルサイズ番号4桁を読 

みとる。（クランクシャフトウエイト部）

2. コ ネ ク テ

とる。

グロッド火端サイズ番号を読み

3 .以ドの選定をする (

コ ネ ク テ イ ン グ ク ラ ン ク ピ ン - プ レ ー ン

— = ベ ア リ ン グ

ロ ッ ド 大 端 部 番 兮 サ イ ズ 番 号 番 号

⑩コネクテイングロッド大端部番号5、クラン 

クピンサイズ番号2の場合 

5  — 2  =  3となり3のべアリングを使用する。

4.ベアリングは色別で表示 

•コネクテイングロッドべアリング① 

•色別表示②

コネクティングロッドべアリング番号 1 2 3 4

色 別 黒 茶 緑

スタータクラッチの点検

1 .以下の点検をする。

• ス タ ー タクラッ チ  

摩耗、損傷—交換



2•以下の点検をする。

•アイドラギヤ2

ダウエルヒン鉍送面の偏摩耗、招傷の有無を 

点検する。

偏增耗、招偽—交換

3•以下の点検をする。

•アイドラギヤ1

ピッチング、損傷、摩耗のあるもの—交換



エンジンの組付け
構成部品

トランスミツシヨン、シフトカム

①ノズル

②サークリップ

③ベアリング

④プレートワッシャ

⑤ 1stホイ一ルギヤ

⑥ 5thホイ一ルギヤ

⑦サークリップ

⑧ヮッシャ

⑨ 4thホイ一ルギヤ

⑩ 3rdホイールギヤ 

®6thホイ一ルギヤ

シフトフオーク

©ドライブアクスルAss> 

@サークリップ 

@ドライブスプロケット 

@ロックワッシャ 

⑩サ一クリップ 

@ベアリング 

⑩メインアクスル 

⑲ 5thピニオンギヤ 

⑩ 3rdピニオンギヤ 

@プレートワッシャ 

@6thピニオンギヤ

@)2ndピニオンギヤ

㉔スト 、ソノ、。スクVュ

@スト ソパ レノべ'一 Ass у

⑩トー シ ヨ ンス プリング

シフ トフ 才一クガイドバース

⑩シフ ьフ ォ一クガイドバー

⑩シフ ьフ ォ一ク 3

⑩シフ 卜フ ォ一ク 2

㉛シフ ьフ 才一ク1

@)シフ 卜力ム Ass'у

@)シフ 卜力ムス 卜ツ ノ 弋



クランクケースロア、シフトカム、シフ卜フォ 

—ク、卜ランスミッションの組付け

1•以下の部品を組付ける。

• ロァガイド①

•ダウエルピン©

•〇リング③

ロアガイド取付ボルト

〇リング\New\

\ ロアガイド 

1 .Okg •  m

2.以下の部品を組付ける с

•ニュ——卜ラルスイツチ

•ユートラルスイツチ

0 .  4kg  •  m

3.以下の部品を組付ける (

• メインアクスル®

•ピニ才ンギヤ②

サークリップ

4 .以下の部品を組付ける。 

•ドライブアクスル® 

•ホイ一ルギヤ©



5 .以下の部品を組付ける。

•シフ卜力ム①

•シフトカムス卜ッパ②

II ニ

4
シフトカムストッパボルト

シフトカムストッノヽ°  

0 .  7  kg  -m

6 .以下の部品を組付ける (

シフ トフオ一ク 3①

シフ ь フオ一ク 2②

シフ ь フオ一ク 1③

シフ ь フオ一クガイ

鋳出 し文字を シフ卜 .

3 .2 .1の順で組付ける。

7 .以下の郃品を組付ける。

•卜一ションスブリング①

• シフトフ才一クガイドバース卜ッノ、。②

•ストツノ、。レノく一©

•ストッパスクリュ©

卜一ションスブリングがかみ込まないように  

してシフ卜バース卜ツバを仮組付する о

ІИ-
ストツパスクリュ

シフトフオークガイドバーストッパ

8 .以下の郃品を組付ける。

•ドライブアクスル ®

シフトフォーク 1②、 3③をドライブアクス 

ルのホイ一ルギヤ溝部に合わせ、クランクケ 

ースロアに組付ける。

9 .以下の部品を組付ける。

•メインアクスル①

シフトフオーク 2②をメインアクスルのピニ 

オンギヤ溝部に合わせ、クランクケースロア 

に組付ける。

І
РШм

一̂
^
^
^
^
^



10 .以下の部品を組付ける。 

•サークリップ①

ベアリング溝に組付ける。

11 .以下の確認をする。

• メインアクスル®

•ドライブアクスル②

メインおよびドライブアクスルを回転し、シ 

フトカムを作動してチェンジ操作を行ない、 

送り、戻りの確認をする。



構成部品

クランクシャフト、コネクテイングロッド、スター夕クラッチ

①コンロッドプレーンベアリング ⑧カラー ©アブソーバ

②コネクティングロッドAss'у ⑨アイドラギヤ1 ⑩スタ ー 夕ホイール

③オイルシール ⑩シャフト ⑰ハイボチェン

④クランクシャフト ⑪ベアリング ⑩ァッパガィド

⑤クランクシャフトプレーンベアリング @力ラ一 @シャフト1Ass、

⑥ロックワッシャ ⑬アイドラギヤ2 ⑩オイルシール

⑦プライマリドライブギヤ @ス夕一タクラッチAss\



クランクケースアツパ、クランクシャフ卜の組付け

1 .以下の部品を組付ける。

コネクテイングロッドプレーンベア グ①

要点

►コネクテイングロツドプレーンべアリン 

グの爪部とコネクテイングロツド②およ 

びキヤップの溝部③を合わせて組付ける。 

>コネクテイングロツドべアリングは、分 

解前に取付けられていた場所へ組付ける。

2 .以下の部品を組付ける (

コネクテイングロッドの向き、合マ

—クを確説して組忖ける (

コネクテイングロツド①

コネクテイングロツドキヤツフ。©

コネクテイングロツドとコネクテイングロツ 

ドキャツプのそれぞれ突起③のある方を左 

(ロ一  夕側）に向けて組付け、コネクテイング 

ロツドボルトのネジ部、ワツシヤの上面およ 

びナツトの座面にニ硫化モリブデングリース 

を塗布してクランクピン部に組付ける。

コネクテイングロツドボルト 

2 .  5kg  •  m



エンジンの組付けIンジン%售

要点

•クランクシャフトプレーンべアリングの 

爪部とクランクケースの溝部を合わせて 

組付ける。

•クランクシャフトプレーンベアリングは、 

分解前に取付けられていた場所に組付け 

るо

4 .以下の部品を組付ける。

•カムチヱン①

•ハイボチェン②

クランクシャフトに組付ける。

5 .以下の部品を組付ける。

•アッパガイド①

•チェン夕 ''ンノへ 。：2 @

(__1ニ  アツパガイド取付ボルト

アッパガイド 0 .  8  kg  *m

チェンダンパ2 2 .  Okg •  m

6.以下の部品を組付ける。 

•アイドラギヤ1®

•シャフト（D

7.以下の部品を組付ける。

•アイドラギヤ2  

スタータクラツチアウ夕にオイルを塗布し、 

アイドラギヤ2を左回転させながら組付ける。



8 .以下の部品を組付ける。

•クランクシャフト①

•オイルシール®

•カノ《一③

クランクケースアッパに組付ける。

9 .以下の部品を組付ける。

•ス夕一夕クラッチ 

ハイボチェンにスタータクラッチを組付けク 

ランクケースアッパに組付ける。

10 .以下の部品を組付ける。 

•シャフト1①

• ノズル②

•ベアリングカバープレート③

ベアリングカ バ ー プ レ ート取付スクリ

X ベアリングカバープレート 

1 .0  kg  •  m

11 .以下の部品を組付ける。

•ベアリングカバープレート

ベアリングカ バ ー プ レ ート取付スクリュ

\
ベアリングカバ^一  フレ^一  ト 

0 .  7  kg  •  m

12 .以下の部品を組付ける。

•ダウエルピン①

クランクケースロアに組付ける。

13•クランクケース合面にヤマハボンド1215を、 

うすく平均に塗布する。

奋達 : : SS ;藏 : :  一  ^ クランクケースのオイル通路にボン

ドを塗布しないこと。



⑩ ⑭ ⑫ ⑪ (Ііуэѵ⑩ ⑰

エンジンの組付けェンジン」%，

14 .以下の部品を組付ける。

•クランクケースアッパ①

チ ェ ン ダ ン パ ② 、 コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド が 引 

掛 か ら な い よ う に し て ク ラ ン ク ケ ー ス ロ ア に 

組付ける。

15 .以下の部品を締付ける。

M8 ①〜⑩㉞ 2 .  4kg  тп

M6 ⑪〜⑩ 1 .2  kg  -  in

要 点 ボ ル ト No.㉒はクランプ共締め、㉛ 

にはバッテリѲリード線を組付ける。



構成部品

シフトシャフ卜

①サークリップ ⑧シフ

②トーションスプリング ⑨ダス

③テンションスプリング ⑩シフ

④シ フ ト レ バ ー Ass' у ⑩ナッ

⑤プレートワッシャ @シフ

⑥オイルシール ⑬ナッ

⑦スペーサ @シフ

トぺダルAss'у 

トカ バ ー  

トぺ ダルカ バ ー  

卜

卜Пッド 

卜

トア ー ム



シフ卜シャフ卜の組付け

1 .以下の部品を組付ける。 

•シフ卜シャフ卜®

2.以下の点検をする。

•シフトレバー爪部のすき間 

チェンジがニュートラル以外のと 

すき間がА=Вであるか点検する。

チェンジが : 卜ラル以外のとき、すき間

がА-Вであるか点検する。

А=Вでないとき—シフトシャフト交換



構成部品

趣
オイルポンプ、オイルストレーナ

①サ一クリップ

②ポンプドリブンギヤ

③ポンプシャフト

④ダウエルピン

⑤ロ一夕ハウジング

⑥ダウエルピン

⑦ロ  一  夕  Ass'y

⑧ポンプカバー

⑨〇リング

⑩〇リング 

@リリーフバルブ 

@オイルストレーナ 

@ボルト

@ストレーナハウジング 

@ダウエルピン 

⑩ストレ一ナカバーガスケット@〇リング

@クランプ 

⑩ストレーナカバー  

⑩オイルドレンボルト 

⑩ガスケット

@才イルクリーナエレメントAss'y 

⑩ユニオンボルト 

⑩アダプ夕プレート



オイルポンプ、オイルストレーナの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

•〇リング®

•オイルポンプ②

New 〇リング

\ オイルポンプ締付

0 .  7ka  •  m

2.以下の部品を組付ける。

•オイルポンプドリブンギヤ① 

•サークリップ②

New サークリップ

з .以下の部品を組付ける。

•リリー フバルブ®

•オイルストレー ナハウジング②

ストレーナハウジング

1 .0  kg  •  m

4.以下の部品を組付ける。

•オイルストレーナ①

矢印②を後方に向け、確実に組付ける。



能；

5 .以下の部品を組付ける。

•オイルストレ一ナカバー① 

•オイルレべルスイッチ②

\
オイルストレ ^一ナカバ^—ガスケット

オイルストレーナカバ - 

1.0 kg * m

6.以下の部品を組付ける。

•アダプ夕®

•ユニオンボルト②

アダプタの凸部をクランクケースの図の位置 

に合わせて組付ける。

\ ユニ才ンボルト 

D. Oka • m



А.  Сマグネト、ピックアップコイル

①  ロ ー タ  Ass'у

②ステ一夕Ass、

③プレート

④ピックアップべ一ス



ロータの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

• ロ ー タ ①

ロー夕をシャフト1に組付け、シーブホルダ 

②でロータを固定して組付ける。

於
シ一ブホルダ 

90890—01701

\
п— 夕 

8 .  Okg •  m

2.以下の部品を組付ける。

•ベース①

•ピックアップコイル②

0 .  8kg  .  m

3.以下の部品を組付ける。

•ダウエルピン①

•プレート②

ダウエルピンをクランクシャフトに組付け、 

ダウエルピンとプレートの凹部を合わせて組 

付ける。

Tマークが刻印されている面を手前にして組 

付ける。

4 .以下の部品を組付ける。

•ボルト①

シーブホルダ②でロータを固定して締付ける。

シ一ブホルダ 

90890—01701

\ プレート 

4 .  5  kg  •  m

5.以下の部品を組付ける。

•ステ一夕コイル①



__________________ エンジンの組付けLェンジン

構成部品—

クラッチ

①サークリップ ©プレ ートワッ シ ャ @クラッチプレート1

②プ レ ートワッ シ ャ @スラストべアリング @クラッチボススプリング

③プッシュレバーAss' у @プッシュロッドAss'у @ ) シ ートプ レ ート

④トーシヨンスプリング @フリクションプレート @クラッチボス

⑤プレ ートワッ シ ャ ⑮クラッチプレート スラストプレート

⑥オイル シ ー ル ⑯プッシュレバーアクスル @プライマリドリブンギヤ

⑦ベアリング @ベアリング ㉗ポンプドライブギヤ

⑧ウイズワッシャスクリュ @)  ロックワッシャ ⑳サークリップ

⑨コンブレッシヨンスプリング ©ガスケット

(0)フレッシ ャ フレ一ト ⑳クラッチボスリング



クラッチの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

•力ラ  一®

•プライマリドライブギヤ②

• ロックワッシャ③

•ナット④

シーブホルダ⑤でロータを固定しナットを締 

付ける。

於
シ一ブホルダ 

90890-01701

пックワッシャ\New\

\ ナット 

5 .  Okg •  m

2.以下の部品を組付ける。

•ポンプドライブギヤ①

•サークリップ②

プライマリドリブンギヤのダウエルピン③と 

ポンプドライブギヤの孔を合わせて組付ける。

3 .以下の部品を組付ける。

•プライマリドリブンギヤ①

•スラストプレート②

4 .以下の部品を組付ける。

•クラッチボス①

• ロックワッシャ （D 

•ナット③

クラッチホールディングツール©でクラッチ 

ボスを固定してナットを締付け、ロックワ 

ッシャを確実に折り曲げる。

ロックワッシャ

於
クラッチホールデイングツール

90890-04086

\
クラッチボス締付ナット 

7 .  Okg -  in



5 .以下の部品を組付ける。

•プッシュアクスルAss 'у①

\ プッシュアクスル取付ボルト

0 .  7kg  •  m

6•以下の部品を組付ける。 

•フリクションプレート① 

•クラッチプレート②

7 .以下の部品を組付ける (  

•ベアリング® 

•プレートワッシャ② 

•プッシュロッド③

8 .以下の部品を組付ける。

•プレッシャプレート1  

プレッシャプレート1の•マークとクラッチ 

ボスの•を合わせて組付ける。

,以下の部品を組付ける。

コ ンプレッシヨンスプリング 

ウイズワッシャスクリュ 

2〜3回に分けて対角線上に、規定のトルク 

で締付ける。

\ フレッシャプレ一ト締付

0 .  8ка  •  m



10 .以下の部品を組付ける。

クランクケー スカバーガスケット

ダウェルピン

クランクケー スカバー 2®

11 .以下の点検をする。

•合マーク

プッシュレバーComp①を矢印方向に押したと 

きクラツチケーブルジヨイントの先端が合わ 

せマーク内②に入るか点検する。

合わせマーク内に入らない—調整

12 .以下の調整をする。

•合マーク

プッシュレバーCompを取外し、取付位置を変 

更して調整する。



構成部品

御
シリンダ、ビストン、 ピストンリング

①ダウエルピン ©ビス卜ン

②ガスケット @ピストン

③シリンダ ⑧ピストン

④оリング ©ピストン

⑤シリンダガスケット

ピンサークリップ

リングセット 

ピン

ビストンクリアランス 0.025〜0.045mm

シリンダ上面歪み限度 0. 03mm

ビストンリング合口すき間限度 0. 6mm

ピストンリングサイドクリアランス限度0.10mm

ピストンピン孔内径限度 15.040mm

ビストンピン外径限度 14. 975mm



ピストンリング、ピストン、シリンダの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

要占

ピストンに傷を付けたり、リングを破損 

しないように組付ける。

セカンドリングはRマークのある面を上 

に向けて組付ける。

オイルリングの組付けはスペーサを始め 

に組付け、次にサイドレールを組付ける。

•ピストントップリング①

•セカンドリンダ©

•サ イ ド レ ー ル ©

•スぺ一サ @

組付け後、ピストンリングがスムーズに回る 

か確認する。

2•コネクティングロッド , J、立器部にニ石荒イ匕モリブ 

デン才イルを塗布する。

3 .以下の部品を組付ける。

\ш寒 jビストンは分解前の組付け位Hに組 

f、 j -けること。

•ピス卜ン①

•ピス卜ンピン©

ビストンへッドの▲マーク③を排気側に向け 

て組付ける。

4 .以下の部品を組付ける。

1エンジン内への脱落防山の為、ウエ 

で、カバーをして作業を始めること。

ビストンピンサークリップ

•ビストンピンサークリツフ °®

ピストンピンサークリツプの合Uは、ピスト 

ンビン穴切欠部をさけて組付ける。



セカンドリング合口

Г л

サイドレ一ル合口 

(ロァ）

サイドレ一ル合口7^^
( ァ ッ パ） 丨

У \  メスぺ-サ合□

トップリング合口

5 .ピストンリング、オイルリングの合口を図の

ように振り分ける。

6 .以下の部品を組付ける с

•シリンダガスケッ卜®

•ダウエルピンほ）

ダガスケッ

7 .以下の部品を組付ける。

• Оリング①

シリングス力一卜部に組付ける (

оリング

8 .ビストン、ピストンリン 

ノヽ 4サイクル才イルエフ

9 .  ロー夕を回転させ、2、 

点の位置にする。

グ、シリンダにヤマ 

エロ  FXを塗布する。 

3番ピストンを上死

ニ—…！^.^^ :輯•ニ鑼言

10 .以下の部品を組付ける。

•シリンダ

ピストンリングを指で押えてシリンダに掛か 

らないようにして組付ける。

ч 4
\含 /Л ピストンリングを損傷させないよう

に組付けること (



エンジンの組付けIエンジン气，
11 .以下の部品を組付ける。

•1番ピストン 

• 4番ピストン

9、10の方法でシリンダに組付ける。

13 .組付け後、ピストンがスムーズに動くか確認 

する。



構成部品

シリンダヘッド、シリンダヘッドカバ、

①マウントラノくー

②シリンダへッ ドカバー

③シリンダへッ ドカバーガスケッ ト

④シリンダへッドAss'у

⑤サークリップ

⑥インテークバルブガイド

⑦ダウエルピン

⑧スパークプラグ

⑨シリンダへッドガスケッ

締付トルク"LOkg-m

スパークプラグ

CR8E, CR9E U24ESR-N, U27ESR-N

NGK NIPPONDENSO

プラグギャップ

0. 7〜0.8mm

締付トルク 1■ Okg ■ m \
\ /

(4ЬЧ

締付トルク2.2kg-m

締付トルク1.0kg-m



構成部品

柄

バルブ、カムシャフト

①バルブリフタ

②アジャステイングパッド

③バルブコッ夕

④バルブスプリングリテーナ

⑤バルブステムシ ー ル

⑥バルブスプリング

⑦バルブスプリングシート

⑧インテ ー ク バルブ

⑨エキゾーストバルブ

⑩ カ ム チ エ ン ス プ ロ ケ ッ ト 

@カムシャフト（インテーク）

@カムチェンテンシヨナAss'у 

@カムチェンテンシヨナケースガスケッ 

@チェンダンパ 2 

⑯カムチヱン 

@ストッパガイド

@力ムシャフト（ェキゾースト）⑩チヱンダンパ



エンジンの組付けェンジン%，

シリンダへッド、バルブ、カムシャフ卜の組付け

1.シ リ ン ダ ヘ ッ ド 、 カ ム ケ ー ス 、 バ ル ブ 、 ノ く ル  

ブスプリング、ノくルブコッタ、リテ一ナを洗 

油で洗浄する。

о
о

о

2 .以下の部品を組付ける。

• バ ル ブ ス テ ムシ一 ル  

• ノ ぺ 'ノレフ'、①

バ ル ブ ス テ ム に ニ 硫 化 モ リ ブ デ ン 才 イ ル を 少  

量塗布して組付ける。

3 .以下の部品を組付ける。

• ノ く ル ブ ス フ リ ン グ ①

•リテ一ナ②

Г要点]バルブスプリングは不等ピッチのも 

のを使用しているので、ピッチの小さい方 

を燃焼室側に向けて組付ける。

4 .以下の部品を ,組付ける。

• ノ  く ル ブ コ ッ タ ①

バルブスプリングコンプレッサ②を使用して 

バルブコッ夕を組付ける。

Ш意バルブスプリングコンブレッサは、

必要以上に強く締付けないこと。

5•バルブステム端に木片をあて、軽くたたきバ 

ルブコッタを安定させる。

111И 強くたたいてバルブや他の部品に損

傷を与 *えないこと е



6 .以下の部品を組付ける。

•アジヤステイングパツド®

• ノ くノレフ 、'リ フタ©

バルブステム先端にアジヤステイングパツド 

を組付け、ノくルブリフタにオイルを塗布して 

組付ける。

アジヤステイングパッド、バルブリフ夕 

は取外した位置に組付けること。

こじらせて、無理な力を加えてバルブリ 

フ夕を組付けないこと。

アジヤステイングパッドは番号捺印のあ 

る方を上にして組付けること。

7 .以下の部品を組付ける。

•シリンダへッドガスケット1①

•ダウエ ル ピン②

•ガスケット③

シリンダとの合面の汚れをきれいに取除き組 

付ける。

■▲ѴЭТЯシリンダへッドガスケッ卜1

8 .以下の部品を組付ける。

•シリンダへツドAss’y  

ネジ部にオイルを塗布し、締付順序に従い規 

定のトルクで締付ける。

I要点 I①〜⑨，⑫には銅ワッシャが入る。

4
シリンダへッド締付①〜⑫ 2 .  2k g  •  m

シリンダへッド締付⑬〜⑯ 1 .0  kg  •  m



9 .プレートのТマーク①とピックアップコイル 

の合わせマーク②を一致させ、1番シリンダ 

が上死点の位置か確認する。

10 .以下の部品を組付ける。

•力ムスプロケット 

ЕХのカムシャフトにはЕХの穴側へボルトを 

組付ける。

INのカムシャフトにはШの穴側へボルトを 

組付ける。

力ムスプロケット

2 .  4ka  •  m

11 .以下の部品を組付ける。

•カムシャフト（EX)①

•カムシャフト（ IN)

排気側の力ムシャフ卜から組付ける (

12 .以下の確認をする。

カムシャフトキャツプは矢印が右側 

へ向くように組付ける。

カムシャフト合マーク①

カムシャフトキャップ合わせ孔②

IN、EXのカムシャフトキャップを組付け、 

それぞれの合マークと合わせ孔が一致してい 

るかを確認する。

要点 カムチェンテンシヨナ孔からチェン 

ダンパ 2を押し、カムチヱンが張るのを確 

認してから合マークを点検する。



13 .以下の部品を組付ける。

•カムシャフ卜キャップ

カムシャフトキャップジャーナル部および取 

付ボルトネジ部にオイルを塗布し、 2〜 3回 

に分け規定のトルクで締付ける。

\
カムシャフ卜キャップ 

1 .Okg • m

14 .以下の部品を組付ける。

•チェン夕 ' 'ンノヽ°1Ф

15 .以下の部品を組付ける。

•カムチェンテンシヨナケースガスケッ卜®

•カムチェンテンシヨナケース©

•カムチェンテンシヨナキヤップボルト③

カムチェンテンシヨナケースの爪④を押しシ 

ャフ卜⑤を一杯に戻してから組付ける。

要占

•カムチェンテンシヨナケースの爪④を押 

しロッド⑤を一杯に戻してから組付ける。 

•カムチェンテンシヨナケースは〃UP〃側 

を上に向けて組付ける。

カムチェンテンショナガスケッ卜I New\

\ カムチェンテンショナケース丄 .Oka  •  m

カ ム チ ェ ン テ ン シ ョ ナ 2 .  Okg •  m

16 .以下の点検をする。

• ノりレブクリアランス

バルブクリアランス

(冷間時）

イ ン レ ッ 卜 0.11  — 0 .  20mm

ェ キ ゾ ー ス 卜 0 .  21〜 0 .  30mm

規定値外—調整（P 3-9参照 )
17 .以下の部品を組付ける。

•シリンダへッドカバ一

\ リンダへッドカバ -  

1 .Okg • m



エンジンの組付けbンジンI’蓄

18 .以下の部品を組付ける。

•ゼネレータカノ《一 

•タイミングプレートカバー 

•スパークプラグ

ゼ ネ レ ー 夕 カ ノ 《 一 0 .  8kg  - in

タイミ ングプ レ ー トカ バ ー 1 .Okg •  m

スノ、。一  ク プ ラ グ 1 .3  kg  •  m

エンジンマウン卜ボルトの組付け

1 .以下の部品を組付ける。 

•エンジンマウントボルト下① 

左側より組付ける。

エンジンマウントボルト下

11 .7  kg  •  m

2.以下の部品を組付ける。 

•エンジンステ一 1® 

•エンジンステ一 2②

A

フレームとエンジンステ一1，2 3 .  Okg •  m

エンジンとエンジンステ一1，2 б .  4kg  •  m

3.以下の部品を組付ける。 

•エンジンステ一 3① 

•エンジンマウントボルト上②

气

フレームとエンジンステ一 3 3 .  Okg •  m

エンジンマウントボルト上 6 .  4kg  •  m

4.エンジン下部のジヤッキ等を取除く

ドライブチェン、ドライブスプロケッ卜の組付け

1 .以下の部品を組付ける。

•ドライブスプロケット①

•ドライブチヱン②



2 .以下の部品を組付ける。

• ロックワッシャ①

•ナット②

リヤブレーキをきかせてナツトを規定のトル 

クで締付け、ロックワッシャを確実に折り曲 

ける。

ШШ ロックワッシャ

\ ドライブスプロケット 

11 .Okg -m

3.以下の部品を組付ける。

•クランクケースカバー1®

•カラ  一©

•シフトアーム@

シフトアームのスリットをシフトシヤフトの 

ポンチマーク④に合わせて組付ける。

К

ク ラ ン ク ケ ー ス カ バ ー 11 .Okg •  m

シ フ ト アーム 丄 .Okg •  m

スターティングモータ、各配線の接続

1 .以下の部品を組付ける。

•スターテイングモー夕®

\ スターテイングモータ

1 .0  kg  •  m

2•以下の接続をする。

•スターテイングモ一夕リード線 (  

•アースリード線②

3•以下の接続をする。

要点ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図を

参照して接続する。

プラグキャップ

サイドス夕ンドスイッチリード線カプラ 

ピックアップコイルリ一ド線力プラ 

A.Cマグネトリード線カプラ 

才イルレべル/ニュートラルスイッチリード

線力プラ



クラッチケーブルの組付け

1 .以下の部品を組付ける。 

•クラッチケーブル①

オイルクーラ、オイルフィルタの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

•オイル ク ー ラ ®

•〇リンダ©

•オイルホ ー ス 1 、2  

•ホースクランプ③

オ イ ル ク ー ラ 1 .Okg •  m

オイルホ ー スジョイント上 3 .  2kg  •  m

X オイルホ ー スジョイント下 1 .Okg -m

ホ ー スク ラ ン プ 1 .Okg •  m

2.以下の部品を組付ける。 

•オイルフィルタ（РЗ-7参照）

\ オイルフイル夕

1 .7  kg  •  m

エキゾース卜パイプの組付け

1 .以下の部品を組付ける。

•ェキゾーストノ、。イプAss, у①

气
リ ン グ ナ ッ ト 部 2 .  Okg •  m

マ フ ラ ス テ 一 部 2 .  Okg •  m

2.以下の部品を組付ける。

•マフラジョイントスクリュ②

\ マフラジョイントスクリユ

2 .  Okg •  m

キャブレタの組付け（P 5-9参照）

フュエルタンクの組付け（P 3-4参照） 

サイドカバーの組付け（P3-3参照）



エンジン%т



第5章_ 

キャブレタ編



厂

型 式 BS30

ベ ン チ ュ リ 径 Ф 30mm

メ イ ン ジ ェ ッ 卜 #90

ジェッ卜ニ——ドノレ 4CL21

ク リ ッ プ 段 数 3/5
フ ュ エ ノ レ レ べ ノ レ 7〜 9mm

アイドリング回転数 1300rpm

ф-

キャブレタ
構成部品

①キャブレ夕Ass^y
②スロットルポジシヨンセンサAssV

③キャブレタAss'y4
④ブリ一ザパイプジヨイント

⑤ニッ プル

⑥ダイヤフラムスプリング

⑦ニー  ドルセット

⑧ダイヤフラムAss' у

⑨パイロ ッ トエアジ ェッ卜

⑩スタータプランジャセット 

@パイ ロ ッ トスクリユセット 

@メインノズル

@キャブレ夕Ass'y3 
@バルブシ ー トセット 

@バルブシ ー トストツメ、。

ノ弋イロットジエツト

@フロート

⑩フロートチヤンバガスケット 

⑩フュエルホースジョイント 

⑩キャブレ夕Ass'y2 
@キャブレタAss'у1 
@)ス夕一夕レバーAss'y

スロットルストップスクリュ



キャブレ夕の取外し

1 .以下の部品を取外す。 

•サイドカバー1、2(P3-3参照）

•フユエルタンク（РЗ-4参照）

• ノマッテリ（Р3-32参照）

2 .以下の部品を取外す。

•エアクリーナケースカバー 1①

•エアクリーナケースカバー 2②

•スロットルポジシヨンセンサリード線力プラ③

3 .以下の部品を取外す。

•レクチフアイヤレギユレタ①

4 .以下の部品をゆるめる。

•エアクリ一ナケ'一ス取付ホルト

5 .以下の部品をゆるめる。

•エアクリ一ナジョイントクランプスクリユ① 

•キャブレ夕ジョイントクランプスクリユ②

6 .以下の部品を取外す。

•キャブレ夕Ass '  у

エアクリーナケースを後方に移動させて取夕1  

す。 

7 .以下の部品を取外す。

•スロットルケーブル①



 キャブレタ#ブレタ^
キャブレタの分解

1 .以下の部品をゆるめる。

•スタータレバー取付スクリュ①

2 .以下の部品を取外す。

•スタータシャフト②

•スター夕レノマー

3 .以下の部品を取外す。

•アツパブラケツト①

• ロアブラケツト②

•スロツトルストツプスクリュブラケツト③ 

•キャブレ夕

4 .以下の部品を取外す。 

•スター夕プランジャ① 

•ダイヤフラムカバー②

5 .以下の部品を取^^す。

•ダイヤフラムスプリング① 

•ダイヤフラムAss '  у②

6 .以下の部品を取外す。 

•スクリユ®

•スプリング②

•ジエツトニ一  ドル®



以下の部品を取外す。

パイロットエアジェット① 

パイロットスクリュ②

8 .以下の部品を取外す。

•フロー  トチヤンノマ

9 .以下の部品を取外す。

•フロートピン①

•フロー  ト②

• ニー  ドルバルブ③

フロートピンを矢印の方向に抜く

10 .以下の部品を取外す。  .

•バルブシ一トストッノ弋①

•バルブシート②

•パイロットジェット③

•メインジェット④

•メインノズル⑤

メインノズルはダイヤフラム側へ取外す с

キャブレ夕の点検

1 .以下の点検をする。

•ミキシングボデイ 

•フロ '—トチヤンノ《

各通路のつまりの有無の点検 

つまり—ェアを通して清掃

♦ふ
針金等を通して清掃しないことс



① ② ③ ④ ⑤

キャブレタ トブレタ丨Ip
2 .以下の点検をする。

•バルブシート①

• ニー ドルバルブ②

損傷、段付摩耗—交換

3 .以下の点検をする。

•メ イ ン ジ エ ツ ト ①

•パイロットジェット②

•パイロ ッ トエアジ ェ ッ ト③

•パイロツトスクリ ユ④

•メインノズル⑤

損傷、摩耗—交換 

つまり—エアを通して清掃

\Ѣ意J針金等を通して清掃しないこと。

4 .以下の点検をする。

• フ ロ ー ト

損傷、亀裂、変形—交換

5•以下の点検をする。

•ダイヤフラム 

ピンホール、損傷—交換

6 .以下の点検をする。

• ニ一  ドノレ

曲り、摩耗—交換



キャブレタの組立て

1 .以下の部品を組付ける。

• メインノズル①

ダイヤフラム側より組付ける。

2 .以下の部品を組付ける。

• メインジエツト①

•パイロットジェット②

•バルブシート③

•バルブシ一トストッパ®

3.以下の部品を組付ける。

• ニー  ドルバルブ① 

•フロー  ト②

•フロートピン③

4 .以下の部品を組付ける。 

•フロートチヤンバガスケット 

•フロートチヤンノ 4、

5 .以下の部品を組付ける。

•パイロットスクリユ① 

•パイロットエアジェット②

パイロットスクリュ標準戻し回数

2К



キャブレタ トブレタI _
6 .以下の部品を組付ける。

•ジェツトニ^—ドル①

•パツキン②

パッキンの凸部③をビストンバルブの孔部に 

合わせて組付ける。

7 .以下の部品を組付ける (

•リ ング①

•ス プリン

•ス クи ニ  (

一奮
へ）

8 .以下の部品を組付ける。

•ダイヤフラムAss '  у①

ピストンバルブを押し上げ、ダイヤフラムを 

傘状にして、ダイヤフラムの凸部とボディの 

凹部の位置を合わす。

9 .以下の部品を組付ける。

•ダイヤフラムスプリング①

•ダイヤフラムカバー②

ピストンバルブが押し下げられない様に指で 

止め、ダイヤフラムカバーを仮付け後、指を 

抜く  о

ダイヤフラムが嚙込まないように注

意して組付けること<

10 .以下の部品を組付ける。 

•スタータプランジヤ①



11 .以下の部品を組付ける。

•キャブレ夕ブリ一ザパイプ①

• ニップル②

•〇リング®

•スプリング④

12 .以下の部品を組付ける。

•スロットルシャフト①を確実に連結する。 

•アッパブラケットを仮付する。

13 .以下の部品を組付ける。

•スタ '一タレバ^—①

•スター夕シャフト②

スタータシャフトの凹部とスター夕レバー取 

付スクリュを合わせて組付ける。

14 .以下の部品を締付ける。 

• ロアブラケット①

•アツパブラケット

15 .組付け後、以下の確認をする。

•指でビストンバルブ①を軽く押し上げて確認 

する。

作動が軽く抵抗がない—ダイヤフラムの損傷 

作動途中で重くなる—ピストンバルブのかじ 

り、異物の嚙み込み。 

•スロツトルシャフト②がひつかかりがなく、 

スム一ズに作動するか確認する。

•スター夕レバー③を作動させ、スタータプラ

ンジャがスムーズに作動するか確認する。



キャブレ夕の組付け

1•以下の部品を接続する。 

•スロ ッ トルケーブル①

2•以下の部品を組付ける。

•キャブレ夕®

キャブレ夕をキャブレ夕ジョイント、エアク 

リーナジョイントに確実に組付け、クランプ 

スクリュを締付ける。

3 .以下の部品を組付ける。

•エアクリーナケース取付ボルト

\
エアクリーナケース締付

0 .  7kg  ♦  m

4.以下の部品を組付ける。

•レクチフアイヤレギュレ夕①

5 .以下の部品を組付ける。

•スロットルポジションセンサリ一ド線力プラ① 

•エアクリーナケースカバー 1、2

エアクリーナケースカバー

0 .  5kg  •  m

6.以下の部品を組付ける。

• ノ、ツテリ

•フユエルタンク（P3-4参照） 

•サイドカバー1、2(P3-3参照）

フユエル夕ンク 0 .  7  kg  •  m

サ イ ド カ ノ べ ' 一 0 .  7  kg  -m



実油面の点検

1 .以下の部品を組付ける。

•フユエルレベルゲージ

フ ユ エ ル レ ベ ル ゲ ー ジ を ド レ ン 排 出 ロ に 組 付 

ける。

и フユエルレベルゲージ

90890—01312

2 .ドレンスクリユをゆるめる。

3•エンジンを始動し、アイドリング状態で約30  

秒〜1分間運転する。

Щ *

•エンジン始動前にドレンスクリユはゆる 

めておくこと。

•フユエルレベルゲージよりガソリンがこ 

ぼれないように注意すること。（フュエル 

レベルゲージ先端を下へ向けないこと。）

4•以下の点検をする。

•フユエルレベル

エンジンを止め、フュエルレベルゲージをミ 

キシングボディとフロー  トチヤンバとの合面 

に合わせ、フュエルレベルを読みとる。

句
フユエルレベル（合面下）

( 〜9  mm

規定値以夕フロー  トアーム①を曲げて調整 

スロットルポジションセンサの点検、調整

要— 点 jスロットルポジションセンサの調整 

を行なう前にアイドリング回転数の調整を 

行なう。

1 .以下の接続を外す。

•スロ ツ トルポジシヨンセンサリ一ド線

2 .以下の点検をする。

•スロットルポジションセンサ全抵抗値

テスタ

赤リード線

テスタ

黒リード線
規定抵抗値

テス夕レンジ

位置

青① 黒② 3.5 〜6.5кП ПХІк

規定値以外—交換



キャブレタIキャブレタI ^
3.以下の点検をする。

•スロットルポジシヨンセンサ抵抗値

ЩІ!

テスタ

赤リ一ド線

テスタ 

黒リ一ド線 規定抵抗値
テスタレンジ

位置

黄② 黒③ 0 〜5±1.5кП П Xlk

スロットルをゆつくり開けていく。

規定値以外—交換

4.以下の点検をする。

•スロットルポジシヨンセンサ加電圧 

カプラを接続し、アイドリング時にスロット 

ルポジションセンサに加わる電圧を測定する。

щіі

テスター

赤リード線
テスター 
黒リード線 規定電圧値

テスターレンジ 
位置

青① 黒③ 5±0.05Ѵ DC20V

規定値以外—ヵプラの接続、配線の断線の 

有無を確認する。

5.以下の調整をする。

•スロットルポジションセンサ取付位置 

スロットルポジションセンサ取付スクリュをゆ 

るめ、スロットルポジションセンサの角度を調 

整して、アイドリング時の「黄一黒」端子間の 

出力電圧を下記の値に合わせる。

ЩІІ

テスター 

赤リ一ド線
テス夕一
黒リード線 規定電圧値

テスターレンジ 

位置

黄② 黒③ 0.25 土 0.05Ѵ DC20V
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フロン卜ホイ一ル
構成部品

①ホイールアクスル ©スペーサ

©カラー ⑧メ一夕クラッチ

③オイルシール ⑨クラッチリテーナ

④ベアリング @オイルシール

⑤フロントホイール @ギヤユニットAss'у

⑥夕イヤ

ホ イ 一 ノ レ の

振 れ 限 度

縦 方 向
2mm

横 方 向

ホイ一ルアクスルの曲り限度 0. 25mm

ザ



フロン卜ホイールの取外し

レーシングス夕ンドを使用してリヤア ー ム を 固 

定し、フロントリフタ（ヤマハ推奨品）等を使用 

して前輪を浮かす。

1 .以下の部品を取外す。

•スピードメ一夕ケーブル①

•キャリパ②

2 .以下の部品をゆるめる。

•アクスルホルダ締付ボル卜①

3 .以下の部品を取外す。

•ホイ一ルアクスル (^)

• フロントホイ一ル

I注意]取外したホイールは倒したり、ぶつ

えないようにして取扱うこと。もしブレー 

キディスクに損傷を兮えた場介は交換する 

こと。

4•以下の部品を取外す。

•ギヤュニッ卜 

•カラー

5 .以下の部品を取外す。

•才イル シ 一 ル ®

•クラッチリテ一ナ © 

•メータクラッチ③

6 .以下の部品を取外す。

•才イルシ ー ル①

•ベアリンダ©

•スペーサ③

ベアリングプーラ④（ヤマハ推奨品）を使用し 

てベアリングを取外す。



フロン卜ホイ一ルの点検

1•以下の点検をする。

•ホイ一ルの縦振れ①

•ホイ一ルの t黄振れ©

ホイ一ルをゅっくり回転させ点検する (

振れ限度
縦方向

横方向
2】

限度以上—交換

2 .以下の点検をする。

•ホイ一ルべアリングのがた、異音 

がた、異音—交換

3 .以下の点検をする c

•カラ一の段付摩耗 

段付摩耗—カラー、 

交換

才イル シ ー ル を セ ッ 卜で

4 .以下の点検をする。

•ホイ一ルアクスルの曲り

句
ホイ一ルアクスルの曲り限度 

0 .乙omm

曲り限度以上—交換

要点 ダイヤルゲージの側定値の Кが曲り

の値である (

ギヤユニット、メータクラッチの点検

1 .以下の点検をする。

•メータクラッチ①

•ギャュニット②

メ ー タ ク ラ ッ チ 、 ギヤ ユ ニ ッ 卜の凸 ш 部の損 

傷、変形、偏摩耗の有無を点検する。

損傷、変形、偏摩耗—交換
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2 .以下の点検をする。

•ギヤユ ニ ッ 卜がスムーズに回転するか点検す

る。

回転不良—交換

フロン卜ホイ一ルの組立

1 .以下の部品を組付ける。

• ベアリング①

•スぺ一サ②

• 才 イ ル シ ー ル ©

才 イ ル シ ー ル リップ部、 ベ アリングにグリ一  

スを塗布し、左側のベアリングより組付け、 

スぺ一サ、右側ベアリング、才イルシールを  

糸且付ける。

ベアリングは、サイズ記号の記入された方を 

外側に向け、アウタレースに力を加えて、平 

行に打ち込む。

2•以下の部品を組付ける。

•メ一タクラッチ①

•クラッチリテーナ©

•才イルシ一ル®

ホイ一ルハブの凹部とメ一タクラッチの凸部 

を合わせて組付ける。

3•以下の部品を組付ける。

•ギヤユニッ卜①

メ一タクラッチの凸部とギヤユニッ卜の凹部 

を合わせて組付ける。



ホイ一ル/ヾフンス調整

•点検、調整は以下の順序で行う。

1 .古いバランスウェイ卜を取夕トし、ホイールが 

軽く回るホイ一ルバランス台にセッ卜する。 

之 .ホイールを左右に少しずつ回して、一番重い 

点を以下の順序で捜す。 

a .重いと思われる点、X点を左図の位置まで回 

して手を離すと左（矢印）方向に回転する。（A) 

b  •次にX点を左図の位置まで回して手を離すと 

右（矢印）方向に回転する。（B)  

c .a、bを数回繰り返し行ない、X点を下端の 

Y点に近づける。

Z点 3 .—番重い点（X点）の反対側（Z点）にバランスウ 

エイ卜を取付ける。（C)

一番重い点（X点）を90°回転させ、X点の反対側 

(Z点）（こつりあうまでバランスウェイ卜をつ

ける。（D)

4 .バランスウヱイ卜取付け後、左図の 4力所の 

位置（X点）で手を離すと、どの位置でも静止 

またはゆっくり回転するように調整されてい 

ることを確認する。（E)



フロン卜ホイールの組付け

1.以下の部品を組付ける。

•フロン卜ホイ一ル

ギヤユニッ卜のス卜ッパ一部とフロン卜フ才

—クの突起部を合わせて組付ける。

2.以下の部品を締付ける。

•ホイールアクスル©

•アクスルホルダ締付ボルト②

ホイールアクスル  6.7kg-m

アクスルホルダ  2. Okg • m

4.以下の部品を組付ける。

• スピードメータケーブル 

•キヤリノ、。

キャリパ 

о • 5 kg • m

5.以下の点検をする。

•ホイ一ル引措卜ルク 

バネバカリ①を使用し、ホイ一ルを浮かした 

状態で引摺卜ルクを点検する。

引摺卜ルク 

5 kg以下

6•スタンド等?-を取り除く。

7.以下の点検をする。

•ブレーキの効き具合 

•スピ一ドメータの作動

X

X



リヤホイ一ル車体切® 
リヤホイ一ル
構成部品

①ホイ一ルアクスル ⑧スペーサ ⑮ヵラ一

②コッ夕ピン ⑨タィャ ⑯ベァリン

③チエンプラ一 ⑩リヤホイール @オイルシ

④キャリパブラケット @ダンパ ©力ラー

⑤カラ一 @ベアリング ⑩プレート

⑥オイルシール ⑬クラツチハブ

⑦ベアリング @ドリブンスプロケット

ホイールの

振れ限度

縦方向
2mm

横方向

ホイ一ルアクスルの曲り限度0. 25mm

締付トルク 10.  4kg-m
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リヤホイ一ルの取外し

リヤアームをレ一シングスタンド等で支え、リ 

ヤホイールを浮かしてから行なう 0

1.以下の部品を取外す。

•コッタピン®

•ホイ一ルアクスルナッ卜（^)

2.以下の部品をゆるめる。

•  ロックナッ卜①

•アジャス夕©

3.以下の部品を取外す。

•リヤホイールアクスル©

•プレートワッシャ④

•チエンプラー⑤

•キャリパブラケット 

•カラー

4.以下の部品を取外す。

•リヤホイ一ル (J)

リヤホイ一ルを前に柙 1し、ドリブンスプロケ 

ッ卜②よりチェン③を外して持ち上げるよう 

にして、リヤホイ一ルを取外す。

注意取外したホイールは倒したり、ぶつ

けたりしてブレーキディスク等に損傷を与 

えないようにして取扱うこと。もしブレー 

キディスクに损傷を与えた場 rvは交換する 

こと。

5.以下の部品を取外す。

•クラッチハブ①

•ダンノ、。⑨

6.以下の部品を取外す。

•オイルシール①

•ベアリング②

•スペーサ©

ベアリングプ一ラ④（ヤマハ推奨品）を使用し 

てベアリング、才イルシールを取外す。



リヤホイ一ルの点検

1•以下の点検をする。

•ホイ一ルの縦、横振れ（Р6-3參照） 

•ホイールべアリングのがた、異音（Р6-3參照 ) 

•カラーの段付摩耗（Р 6-3参照）

•ホイールアクスルの曲り（Р 6-3参照）

•ホイ一ルバランス調整（Р 6-5参照）

2.以卜の点検をする。

•ダンパの摩耗、損傷 

摩耗、損傷—交換

リヤホイールの組立

1.以下の部品を組付ける。

• ベアリング①

_ • スべ 一サ②

•才イルン一ル 

ベアリングおよび才イルシールリップ部にグ 

リースを塗布し、右側のべアリングより組付 

け、スペーサは左側より組付ける。 

ベアリングは、サイズ記号に記入された方を 

外側に向け、アウタレ一スに力を加えて、平 

行に打込むこと。

2•以下の部品を組付ける。

•ダンノヽ。①

ダンパの凸部とホイ一ルの穴を合わせて組付 

ける。

3.以下の部品を組付ける。

•クラツチハブ

リヤホイールとの嵌合部にグリスを塗布して 

組付けるО



リヤホイールの組付け

1•以下の部品を組付ける (

•力 ラ一

• 4 ヤホイー ル

ド、リブンス プロ ケット にドライブチェン

け 、リヤホ イ— ルを組 _ィ寸ける。

2.以下の部品を組付ける。

•キヤリパブラケット①

•リヤホイールアクスル②

チ エ ン プ ラ 一 を 忘れずにリヤ ア ー ム に 組付け、 

リヤホイールアクスルを右側より ,袓付ける。

3.以下の部品を組付ける (

チェ ンプラ— ①

プレ一トワ フ シャ ②

ホイー ル ア クスルナ

ホイー ル ア クス ルナ •は仮締付する (

4.以下の調整をする。

•ドライブチェンの張り 具合

ァジャスタ①で張りД-合を調整する (

句
ドライブチヱンの張り具合 

30〜40mm

•刻み目盛を左右同位置に合わせること。

’調整後、ロックナットを確実に締付ける 

こと。

\ ロックナット（ チエンプラ一 ）

1 . 6  k g  •  m



5.以下の部品を締付ける< 

• ホ イ ー ル ア ク ス ル ナ ッ

\ ホイ ル ア ク ス ル ナ  

10. 4kg • m

6.以下の部品を組付ける。 

•コ ッ タ ピ ン (D

ШЗШ コ ッ タピン

ш ホイールアクスルのコッタピン穴と 

ホイールアクスルナット凹部を合わせる時、 

規定の締付トルクで締付けたホイ一ルアク 

スルナッ卜をゆるめて合わさないこと。 

(増締方向で合わせること。)

7.以下の点検をする。

•ホイ一ル引摺トルク 

バネバカリ①を使用し、ホイ一ルを浮かした 

状態で弓丨摺トルクを点検する。

\ 引摺トルク 

5 kg以下

8.スタンド等を取り除く

9.以下の点検をする。

• ブ レ ー キ の効き具合



フロン卜ブレーキ、 リヤブレーキ
構成部品

フロントブレーキ

①マス夕シリンダAss> ⑨プレートワッシャ (©ブーツ

②マス夕シリンダキット ⑩ブレーキホース 2 ⑩ブリ一ドスク リュキッ f

③リザーバキャップ @フレ '一キホ '一ス 1 ⑲ブーツ

④リザーバダイヤフラム @ユニオンボルト @キヤリパピス トンAss'у
⑤マスタシリンダブラケット ⑩プレートワッシャ @キヤリパシー ルキツト

©フロントストップスイッチAss'y @キャリパAss'y @ブレーキパッ К
©ブレーキレバー @パッドサポート ㉓ブレーキデイ スク

⑧ユニオンボルト ⑯アンチノイズスプリング

ブレーキディスクの振れ限度 0. 5mm

ブレーキディスクの厚さ限度 3. 5mm

ブ レ ー キ パ ッ ドの摩耗限度 0. 8mm

ブレーキフ ル 一 ドの交換 1年毎

ブ レ ー キ ホ ー ス の 交 換 4年 毎

キヤリパシールキッ卜の交換 2年毎

マスタシリンダカップキッ卜の交換2年毎



リヤブレーキ

①リザーバキャップ ⑨マスタシリンダキット @キヤリノ、。シー

②ダイヤフラムブッシュ ⑩リザーバホース @キヤリパシム

③リザーバダイヤフラム @ブレーキペダル ⑲ブレーキパツ

④ユニオンボルト ©ブレーキペダルシャフト ⑩キヤリパシム

⑤プレートワッシャ ⑬テンシヨンスプリング @パツドサポー

⑥リザ一バタンク @ブレーキデイスク @ )ブリ一ドスク

⑦ブレ^一  キホ一ス @キャリノ、° Ass'у パッドピン

⑧リヤマスタシリンダAss> ⑩キヤリパピストンAss' у

リユキット

締付トルク 2. 3kg ■ m

締付トルク 2. 6kg ■ m

ブレーキディスクの振れ限度 0. 5mm

ブレーキディスクの厚さ限度 4. 5mm

ブ レ ー キ パ ッ ドの摩耗限度 0. 5mm

ブ レ ー キ フ ル 一 ドの交換 1年毎

ブ レ ー キ ホ 一 ス の 交 換 4年 毎

キヤリパシールキッ卜の交換 2年毎

マスタシリンダカップキッ卜の交換2年毎



ブレーキバツドの交換 

〔フロン卜〕

1.以下の部品を取外す。

•キャリパ①

•ボル卜©

2.以下の部品を取外す。

•ブレーキパッド①

•アンチノイズスプリング②

キヤリパブラケッ卜を矢印方向に上げブレー 

キパッドを取外す。

I注意jブレーキパッド取外し中、ブレーキ 

レバ一を操作しないこと。

3.以下の部品を取外す。

•キヤリパブラケット①

4•キャリパピストン押え（ヤマハ推奨品）①を 

使用してキヤリパピストンを押し戻す。

5.以下の部品を組付ける。

•アンチノイズスプリング①

•キヤリパブラケット②

•ブレーキパッド③

キヤリバにキヤリパブラケットを組付け、キ 

ャリパブラケットにブレーキパ ッドを組付け 

る。



6.以下の部品を組付ける。 

•キャリパ①

•ボル卜②

キャリパ 3.5 kg • m

ボル卜 2. 3kg • m

〔リヤ〕

1•以下の部品を取外す。 

•キヤリパ①

2 •以下の部品を取外す。

•パッドピン①

•ブレーキパッド②

_議意；ブレーキパッド取外し中、ブレーキ

ペダルを操作しないこと (

3.以下の部品を取外す。 

•パッドサポート①

4.キヤリパビストン押え（ヤマハ推奨品）①を使 

用してキヤリパピストンを押し戻す。



5.以下の部品を組付ける。

• ノヽ。ッドサポート①

•ブレーキパッド②

• ノ、。ッドピン③

\ ノ、。ッドピン

1 .7  kg  •  m

6.以下の部品を組付ける。 

•キヤリパ

\ キャリパ 

3.5кд тп

ブレ一キフル一ドの交換

1.以下の部品を取外す。

•リザーバキャップ®

マスタシリンダリザーバタンクが水平になる 

ようにして、リザーバキャップを取外す。

2.以ドの部品を組付ける。

• ビ ニ ー ル バイプ (D

ブリ一ドスクリュ②の先端にビニー  ルパイプ 

を紺付け、ビニールパイプ先端に受皿を用意 

し て 、 プ リ 一 ド ス ク リ ュ を ゆ る め 、 ブ レ ー キ 

レバ一（またはブレーキペダル）を作動させ 

ブリ一 ドスク リ ュ からブ レ ー キ フルードが出 

なくなるまで繰り返す。

注意

•排出したブ レ ー キ フ ル 一ドは、再使用し 

ないことハ

•ブレーキフルードが塗装面、プラスチッ 

ク、ゴム等に付着すると损傷する恐れが 

あるので取扱いには十分注意すること。

3 •以下の部品を締付ける (
•ブリ一ドスクリュ

\ ブリ一ドスクリユ 

0 .  6  kg  •  m



4.以下の部品を取外す。

•リザ一バダイヤフラム①

5•ブレーキフル一ドをロアレベル以上入れる (

指定ブレ一キフル一ド
ヤ マ ハ ブ レ ー キ フ ル ー ド  

DOT4

注 意 他 銘 柄 と 混 し な い こ と (

6.ブレーキレバー（またはブレーキペダル）を作 

動させ、プレ一キホ一ス、キヤリパにブレ一 

キフルードを充満させる。

浼

•ブレーキフル一ドがロアレべル以ドにな 

らないよう補充しながら行なうこと。 

•ブレーキレバー（またはブレーキぺダノレ） 

はゆっくり作動させること。

7•ブレーキレバ一（またはブレーキペダル）をゆ 

っくり作動させ、リザーバタンク内の小さい 

穴からエア（気泡）が出なくなり、ブレーキレ 

バ一（ブレーキペダル）におもみを感じるまで 

行なう。

8.エア抜きをする。（Р 3-21参照）

〔リャ〕

1•リザーバタンクを取外す。（Р6-19参照）

以下フロン卜参照

キヤリパの取外し

1•ブレーキフルードを抜く

2.以下の部品を取外す。 

•キヤリパ取付ボル卜① 

•キャリパ②

•ユニ才ンボル卜③

•プレ 一トワッシャ④



キヤリバの分解

1.以下の部品を取外す。

•ボルト①

•キヤリパブラケット②

•パッドサポート③

•ブレーキパッド④

•アンチノイズスプリング⑤

2.以下の郜品を取外す。

•キヤリパピス卜ン

▲注意

籲高 f[:のエアを使用したり、急激にエアを 

吹き込まず徐々にエアを吹き込むこと。 

•キヤリパの中に手を入れないこと。

片側のキヤリパピストンをキヤリパピス卜ン 

押え（ヤマハ推奨品）で固定する。

低圧エアを徐々に吹き込み、片側ずつ取外す。

3.以下の部品を取外す。

•ピストンシール 

指先で奥へ押し込むようにして取外す。

[要点 ]ドライバ等は使用しないで、必ず指 

先 で 取 外 す 。
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マスタシリンダの取外し 

〔フ□ン卜〕

1.ブレーキフ ル ー ドを抜く  о

2.以下の部品を取外す。 

•フロントストップスイッチ① 

•ブレーキレバー②

•ノマックミラー

3.以下の部品を取外す。

•ユニ才ンボル卜①

•プレ一トワッシャ②

•フレ一キホ一ス

要点 フレ一キフル一ドが飛び散らないよ

うに注意して取外す。

4 •以ドの部品を取外す。

•マスタシリンダブラケッ卜①  

•マスタシリンダ②

〔リャ〕

1•以下の部品を取外す。

•シー卜

•サイドカバー 2  (Р  3 -3参照） 

•リザ一バタンク①

2.以下の部品を取外す。

•マフラAss>®



3.ブレーキフルードを抜く

4.以下の部品を取外す。

•コッタピン①

•クレビスピン© 

•プレートワッシャ③

4.以下の部品を取外す。

•ユニオンボル卜① 

•プレ一卜ワッシャ©

•1)サ一バホ一ス（^)

•ブレ一キホ一ス (J) 

•マスタシリンダ⑤

マスタシリンダの分解

1.以下の部品を取外す。

•マ ス タ シ リ ン ダ ブ 一 ツ ① 

•サークリップ②

注意破招させないよう注意して取外すこと с

2.以下の部品を取外す。

•マスタシリンダキッ卜①

ブレーキディスクの取外し

1.以下の部品を取外す。

•フロン卜ホイ一ル 

•リヤホイール

2.以下の部品を取外す。

•ブレーキデイスク①



ブレーキデイスクの点検

1•以下の点検をする。

•ブレ一キデイスク①の振れ

振れ限度

О. эшгп

限度以上—交換

2•以下の点検をする。

•ブレーキデイスク①の厚さ

令
厚さ標準値 使用限度

前 4. Omm 6. Dmm

後 D. 0mm 4. 5mm

使用限度以下—交換

ブレーキホースの点検

1.以卜の点検をする。

•ブレーキホースのヒビ割れ、損傷の有無 

ヒビ割れ、損傷—交換

キヤリパの点検

1•以下の点検をする。

•キヤリパシリンダ 

条痕、摩耗痕—キヤリノ、。Ass’y交換

2.以下の点検をする。

•キヤリパピス卜ン①

条痕、摩耗痕—キヤリパピストンAssV交換



マスタシリンダの点検

1.以下の点検をする。

•マスタシリンダピストン

条痕、摩耗痕—マスタシリンダキッ卜セット 

交換

•シリンダカップ 

亀裂、損傷、劣化—マスタシリンダキットセ 

ッ卜交換

2.以下の点検をする。

•リザ 一バタンク

ft裂、损傷—交換

3.以下の点検をする。

•マスタシリンダ 

条痕、摩耗痕のあるもの—マスタシリンダ

Ass’y交換

4•以下の点検をする。

•リザーバダイヤフラム

破損、劣化—交換



ブレーキディスクの組付け

1.以下の部品を組付ける。

•ブレーキデイスク ®

•ボル卜②

ボルト

叫 ボルト

\
ブレーキデイスク締付ボルト 

フロント2. 3kg • m 

リヤ  2. Okg • m

2.以下の邰品を組付ける。 

•フロントホイール（Р 6-6參照 ) 

•リヤホイール（Р 6-10參照）

キヤリパの組付け

1. キヤリバ、キヤリパシ一ルキッ卜をブレーキ  

フル一ドで洗浄する。

ブレーキフルード以外のもので洗浄 

しないこと。

2.以下の部品を組付ける。

•ピストンシ — — ノレ

ブレーキフル一ドを塗布し、指先でねじれな 

いように組付ける。

▲注意

ピストンシール

3.以下の部品を組付ける (

•キヤリノ、。ピストン

要点

籲ブレ一キフル一ドを塗布して組付ける ( 
_無理な力を加えて組付けない。



4.以下の部品を組付ける。

•アンチノイズスプリング① 

•パッドサポート②

•キヤリパブラケット③

•ブレーキパッド④

•ボルト⑤

\ ボルト 

2. 3kg • m

5.以下の部品を組付ける ( 

•キヤリパ①

\ キヤリパ締付ボル卜 

^ .5kg •m

6.以下の部品を組付ける c

•ユニ才ンボル卜①

•プレ一卜ワッシャ ©

\
プレ一トワッシャ

ユニオンボルト  

2. 6kg • m

7.ブレーキフル一ドを注入して、エア抜きを行 

なう。（P 3-21参照）

要点組付後、ブレーキレバ一を提って、 

マスタシリンダ、キヤリノ、。、ユニオンボル 

卜取付部よりブレーキフルードの漏れがな 

いかを確認する。



マスタシリンダの組付け 

〔フロン卜〕

1.マスタシリンダボデイ、マスタシリンダキッ 

卜をブレーキフル一ドで洗浄する。

ブレーキフルード以外のもので洗浄

しないこと (

.以下の部品を組付ける ( 

シリンダカッブ①

シリンダピストン©

.以ドの郃品を組付け 

マスタシリンダキッ 

マスタシリンダキッ 

ボディ内部にブレー 

付ける。

る。

ト①

卜およびマスタシリンダ 

キフルードを塗布して組

ж

.以下の部品を組付ける。 

サークリップ①

マスタシリンダブーツ②

5.以下の部品を組付ける。

•マスタシリンダ®

•マス夕シリンダブラケット©

UPマーク③を上に向けて ,袓付ける。

マスタシリンダブラケット締付 

1 .Oka •  m



6.以下の部品を組付ける。

•ユニオンボル卜①

•プレー卜ワッシャ©

•ブレーキホース 2③

•ブレーキホース 1@

ブ レ ー キ ホ ー ス 2を マ ス タ シ リ ン ダ の 突 起 ⑤ 

に押し当てて位置決めし、これと同じ角度に 

なるようにブレーキホース 1を組付ける。

\
フレートワッンヤ

ユニオンボルト

2. 6kg-m

7.以下の部品を組付ける。

•フロントストップスイソチ① 

•ブレ一キレバ一

8.ブレーキフルードを注入して、エア抜きを行 

なう。（P3-21参照）

〔リャ〕

1〜4.フロン卜参照

5.以下の部品を組付ける (

•マスタシリンダ®

•クレビスピン©

•ワッシャ

•コッタビンГ5)

\ マスタシリンダ

2 . 3 kg • m



7.以下の部品を組付ける。

• リザ一ノくタンク  

•リザ一ノくホ一ス

8.以下の部品を組付ける。

• フレ一卜ワッシヤ  

• ユニオンボル卜

ИЯЯ プレートワッシャ

\
ユニ才ンボル卜 

2. 6kg • m

9.ブレーキフルードを注入して、エア抜きを行 

なう。（Р3-21参照）

10.以下の点検をする。

•ブレーキペダル取付高さ（Р 3-23参照）

• ブレーキの効きД-合



フロン卜フォーク
構成部品

②インナチュ

③ダストシー

⑦スライドメ夕ル

ォークAss'у (左） ⑧アウタチューブ 1 ( ©スペーサ

ーブ ⑨テーパスピンドル ©0リング

ル ⑩リバウンドスプリング ©キヤップボルト

ング @フロントフオークシリンダComp ⑫アンダブラケットComp
ル @ピストンリング ⑩フロントフオークAss'у (右 )
ルワッシャ @フロントフオークスプリング ⑳アウタチューブ 2
夕ル ⑭スプリングアツパシート
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フロン卜フォークの取外し

1.以下の部品を取外す。

•フロントホイール（Р 6-2参照）

•ブレーキホースホルダ右①、左② 

•キヤリパ右③、左④

2•以下の部品を取外す。 

•フロン卜フェンダ①

.以ドの部品をゆるめる。

ハンドルクラウン部インナチュ一フ1帝付ボル 

ト①

'キャッブボル卜②

ハンドルクラウン部インナチューブ締付ボル 

卜をゆるめてキヤップボル卜をゆるめる。

4.以下の部品をゆるめる。

•アンダブラケッ卜部インナチューブ締付ボル 

ト①

5.以下の部品を取外す。

•フロントフ才一ク右 

•フロントフ才一ク左

フロン卜フォークを左右に回しながら下へ抜

フロン卜フォークの分解

1.以下の部品を取外す。

•キヤップボル卜®

•スペーサ②

•スプリングアッパシー卜 ©  

•フォークスプリング④

2.フォークオイルを抜く  о



關__喝

3.以下の部品を取外す。

•ダストシ一ル 

細い㊀ドライバ等を使用して取外す с

4.以下の部品を取外す。

•才イルシ一ルス卜ッノヽ 。リング

細 IいGドライバ等を使用して取外す。

以下の部品を組付ける。

丨キャッブボル卜 

インナチューブをー丰イ、引き上げ、インナチュ 

—ブ上端までオイルを注入して、キャップボ 

ル卜を組付ける。

6•フロントフオークをプレスにセットし、ゆっ 

くり加圧していくと、油圧によりオイルシ一 

ルが抜ける。

要点フォークスプリングは、組付けない。

參キャップボルトの頭をつぶさないように 

気をつけること。

•オイル シー ル外周とアウタチューブのす 

き間からオイルが漏れた時点で加圧を中 

止すること。

參プレス下部に受皿を置いて行なうこと。

フロントフォ一ク卑体财Q



6.以下の部品を取外す。

•才 イ ル シ 一 ル ①

•才イル シ ー ル ワ ッ シ ヤ ©

7.以下の部品を取外す。

•ヘ キ サ ゴ ン ボ ル ト ①

Тハンドル②とホルダ③でシリンダの回り止 

めをしてボルトを取外す。

略 ホルダ 90890—01294

T ノ、 ン ドル 90890-01326

8.以下の部品を取外す。

•インナチュ一フ 

•シリンダComp(^

•テ一パスピンドル③

•スライドメ夕ル④

インナチューブよりシリンダCompを取外す。

フロン卜フォークの点検

1.以下の点検をする。

•フ ロ ン ト フ 才 一 ク ス プ リ ン グ 自 由 長 ①

外
フロン卜フォークスプリング自由長使用限度

398. 2mm 390mm

使用限度以下—交換

2.以下の点検をする。

•インナチューブの曲り

曲り使用限度

0. 2mm

曲り使用限度以上—交換

要 点 ダイヤルゲージの測定値のMが曲り

の値である。



フロン卜フォーク車体知®
3.以下の点検をする。

•インナチューブ①

•シリンダ、Comp@

打痕、摩耗、損傷—交換

4.以下の点検をする。

•キャップポル卜 

損傷、摩耗—交換

フロン卜フォークの組立

1•以下の部品を組付ける。

•イ 'ノナチューフ°®

•シリンダComp©

•テ一パスピンドル③

インナチューブにシリンダCompを組付け、テ 

一パスピンドルをシリンダComp先端部に確 

実に組付ける。

_議_
>インナチューブを垂直に立てて、シリン 

ダCompを上から落して組付けると損傷す 

るので、インナチューブを斜めにして組 

付けること。

>テ一パスピンドルとシリンダCompの先端 

部の組付けが完全でない場合は締付時破 

損の原因となるので確実に組付けること。



2.以下の部品を組付ける。

•アウ夕チューブ①

•インナチューブ②

•ガスケット 

•ヘキサゴンボル卜©

アウ夕チューブにインナチューブをゆっくり 

組付け、アダプタ④を使用して、ヘキサゴン 

ボル卜を規定の卜ルクで締付ける。

ガスケット

Тハンドル

90890-01326

ホルダ 

90890—01294

V
インナチューブ締付（ヘキサゴンボル卜）

4, 2. 0kg • m

(ЯВШ[^. ヘキサゴンポル卜

• ス フ

' •才ィ

3.以下の部品を組付ける。 

スライドメタル (I)

才 イ ル シ ー ル ヮ ッ シ ャ © 

才イルシ ー ル③

スライドメタル

才 イ ル シ 一 ル

4.以下の部品を組付ける。

•才イル シ 一 ル ①

フォークシールドライバ②を使用して、オイ 

ルシールス卜ッ ノ 、。リング溝が完全に見えるま 

で打ち込む。

フオークシールドライノく

90890—01442

要 点 オイルシールに傷をつけない



5.以下の部品を組付ける。

•才イルシールストッノ、。リング(D 

•ダス卜シール

アウタチューブ溝に確実に組付ける с

6.以下の点検をする。

•インナチューブの摺動

スムーズに摺動しないもの—分解し再点検

7•サスペンション才イルを規定量注入する (

才 イ ル 量 426cm (c.c.)

推 奨 オ イ ル ヤマハサスペンション才イルG10

€1

〔参考〕 

•オ イ . 

フ п 

ナ チ

ルレベル

ントフオークを最圧した ;丨犬 ,態にし、イン 

ユ一ブ上端面よりの高さを測定する。

才イルレペル（最丨王時） 

173mm

要点 フロン卜フォークスプリングを外し

た状態で測定する。

8.以下の部品を組付ける。

要点

春キャップボルトは仮締付する。

癱フォークスプリングはバネ径の小さい方 

を下側にして組付ける。

•フォークスプリング①

• スプリングア ツ パ シ ート②

•スペーサ©

•キヤップボル卜④



フロン卜フォークの組付け

1.以下の部品を組付ける。

• フロントフ才一ク

インナチューブをハンドルボス部上端部上面 

と面一になるように組付け、ハンドルクラウ 

ン部締付ボルト①を仮締付する。

2.以下の部品を締付ける。

•アンダブラケッ卜部インナチユ一ブ締付ボル 

ト①

\ アンダブラケット部インナチューブ締付

2. 3kg -m

3.以下の部品を締付ける (

•キヤ ツプボル卜®

• ノ、ン ドルクラウン部インナチューブ締付ボル

ト②

キ ャ ッ プ ボ ル ト 締 付 3. Okg • m

X ハンドルクラウン部インナチューブ締付3. 0kg * m

4.以下の部品を組付ける。

•フロ ントフエンダ

•ブレ —キホ^—スホルダ右、左

•キャ リパ右、左

フ ロ ン ト フ エ ン ダ 0. 7kg • m

キ ヤ リ ノ 、°3. 5kg • m

5.フロントホイールを組付ける。（P6-6参照）



ハンドル
構成部品

①グリップエンド

②グリップAss' у

③グリップ (左）

©ハンドルバー

⑤クラッチケーブル

⑥スロットルケーブルAss'y

⑦ケ一ブルコネクタキャップAss'y



ハンドル車体切®
ハンドルの取夕もし

1.以下の部品を取外す。

•マスタシリンダブラケット①

•マスタシリンダ©

2.以下の部品を取外す。 

•ノ、ンドルスイッチ3①

3.以下の部品を取外す。

•グリップエンド①

•グリップアッパキヤップ② 

•グリップロアキャップ③

4.以下の部品を取外す。

•スロットルケーブル① 

•グリップAss，y@

5.以下の部品を取外す。

•クラッチケーブル①

•グリップエンド②

•クラッチスイッチリード線 

•ハンドルスイッチ4③

•グリップ④



6.以下の部品を取外す。

•レ ノ く 一 ホ ル 夕(J')

•クラッチスイッチリード線②

7.以下の部品を取外す。

• ノ、ンドルアツパホルダ① 

•キャップ

• ノヽン ド ル

ハンドルの点検

1.以下の点検をする。

• ノ 、 ン ド ル

ハンドルの組付け

1.以下の部品を組付ける。

• ノ、ンドノレ①

ハ ン ド ル の ポ ン チ マ ー ク と ハ ン ド ル ロ ア ホ ル 

ダ (左）の端面を合わせて組付ける。

2.以下の部品を組付ける。

• ノ、ンドルアッノくホルダ①

矢印を前方に向け後方が開くようにし、俞側 

を先に締付ける。

\ '、ンドルアッパホルダ

2 .  3kg  •  m



3 •以下の部品を組付ける。

•レバ一ホルダ (J)

•クラッチスイッチリード線②

4.以下の部品を組付ける。

• ノヽンドルスイツチ4

ノヽンドルスイツチ4の凸部とハンドルの孔部 

を合わせて組付ける。

5.以下の部品を組付ける。

•グリップ左 

•グリツプェンド左 

•クラツチケーブル

グリツプエンド

2 .  6kg  •  m

6.以下の部品を組付ける。 

•グリツプAss’y①

•スロットルケーブル②

7 •以下の部品を組付ける。

•グリップアッパキヤップ①

•グリップロアキヤップ©

アッパキヤップの凸部とハンドルの孔部を合 

わせて組付ける。

\



8.以下の部品を組付ける。

•  ノ、ンドルスイツチ3①

ハンドルスイッチ3の凸部とハンドルの孔を 

合わせて組付ける。

9.以下の部品を組付ける。

•マスタシリンダ®

•マスタシリンダブラケット②

\ マスタシリンダ

丄 .Okg  •  m

10.以下の部品を組付ける ( 

•グリップエンド

\
グリップェンド

2.  6kg  •  m

11.スロッ卜ルグリップの遊び量を調整する ( 
(P 3-15參照）



ステアリング
構成部品

①ハンドルクラウン ⑥べアリング @ハンドルアツパホルダ

②スペシャルワッシャ ⑦ダストシ ー ル @ハンドルロアホルダ

③リングナット ⑧ベアリング ⑩ァッパカバー 1

④プレートワッシヤ ⑨ボールレース @ァッパカバー 2

⑤ボールレースカバー ⑩キヤップ ⑩ へツドライトステ一



アンダブラケッ卜の取外し

1.スタンドまたはジャッキ等でフレームを支え

る。

2.以下の部品を取外す。

•フロントホイール（Р 6-2参照）

•フロントフオーク（Р 6-29参照）

•ハンドル（Р 6-37参照）

3  •以下の部品を取外す。

•へッドライトユニット

4 •以下の接続を外す。

•へッドライトボディ内結線

5 .以下の部品を取外す。

•へッドライ卜ボディ①

•ホースクランプ②

6 .以下の部品を取外す。

•ホーン①

•メー  夕  Ass'y©

•へツドライトステー③

7 .以下の部品を取外す。

• ノヽンドルクラウン①



8 •以下の部品を取外す。

•スペシャルワッシャ①

•ナット2②
•ワッシャ③

9  •以下の部品を取外す。

要 占 ナットを外すとき、アンダブラケッ

トを手で支えて外す。

ナット1①

アンダブラケツト②

レンチ③を使用してナツト1を外す с

於
ェキゾースト&ステアリングナツトレンチ

90890—01268

10.以下の部品を取外す。 

•ボールレースカバー①

•ボールレース上② 

•ベアリング③

11•以下の部品を取外す。

•ホ ' ——ノレレ——ス下 

ボールレース取外工具①を使用して取外す。 

(ヤマハ推奨品）



ステアリングの点検

1.以下の点検をする。

•アンダブラケット 

損傷、亀裂—交換

2.以下の点検をする。

•ベアリング①

損傷、異音、鏡、作動不良—交換

•ポ一ルレ一ス②

ベアリング転送面の損傷、摩耗、錡、条痕の 

有無を点検する。

損傷、摩耗、鋳、条痕—交換

4.以下の点検をする。

• ノ、ンドルクラウン

損傷、亀裂の有無を点検する。 

損傷、亀裂—交換

アンダブラケッ卜の組付け

1.以下の部品を組付ける。

•ボールレース

ボールレース組付工具①を使用して組付*ける。 

(ヤマハ推奨品）

2.以下の箇所にグリースを塗布する。

ノベアリング 

•ボールレース

•ボールレースカバーリップ部

ヤマハグリースВ



3•以下の部品を組付ける。

•ベアリング①

•ポ'一ルレ^一 ス上②

•ボールレースカバー③

•ダストシ一ル 

•アンダブラケット

4.以下の部品を締付ける。

I要点]ナットは面取り側を上に向けて組付 

ける。

•ナット1①

ステアリングナッ卜ホルダ②を使用して締付

ける。

\
ナット締付（1回目）

D •乙 kg • m

И ステアリングナッ卜ホルダ 

90890—01385

•ナットを 1度完全にゆるめ1 . 8 k g - mのトルク 

で締付ける。

\ ナット締付け（2回目）

1 . 8  k g  •  m

5.以下の点検をする。

•アンダブラケットにがたがなく、重くなくス 

ムーズに動くか点検する。

重くスムーズに動かない—ナッ卜を約К回転

ゆるめて再調整す 

るО

6.以下の部品を組付ける。 

•ワッシャ①

•ナット2② 

•スペシャルワッシヤ©

要点Iナットの溝が一致しないときは、ナ 

ット2を締込み一致させる。



7.以下の部品を組付ける。

• ノ ヽ ンドルクラウン®

仮締付けする。

8.以下の部品を組付ける。

•へッドライトステー① 

•メ  一  タ  Ass'y®

•ホーン③

•ホースクランプ

灰
メ  一  タ  A s s ' у 0. 7kg • m

へ ツドライトステ一 1.Okg • m

9.以下の部品を組付ける。

•へッドライトボディ

10.以下の接続をする。

•へッドライトボディ内結線

11.以下の部品を組付ける。

12.以下の部品を組付ける。

•フロントフオーク（P 6 —35参照） 

•ハンドル（P 6 —38参照）

13.以下の部品を締付ける。

•ハンドルクラウン

\
ンドルクラウン

11.Okg • m

14.

15.

以下の部品を締付ける。 

フロントホイール（p 6—6参Я?、） 

以下の点検をする。

へッドライト照射角 

各信号装置の作動



リヤサスペンシヨン
構成部品

①リヤク フ ション  Ass у

②リヤク ソ ションブツシユ

③リヤク ソ ションブツシユ

④ヮ ツシヤ 1

⑤カ ラ一

リヤサスペンション車体



リヤクッションの取外し

1.スタンドまたはジャッキ等でフレームを支え 

るо

2•以下の部品を取外す。 

•リヤクッション

リヤクッションの点検

1.以ドの点検をする。

•リヤクッション 

打痕、損傷、スプリングの亀裂、へたりの有 

無を点検する。

打痕、損傷、亀裂、へたり—交換



►取扱上の注意

-----リヤクッション取扱上の注意--------

このクッションは高圧チッ素ガス封入タイ 

プを使用しています。

取り扱い上危険防止の為、下記事項を守る 

こと。

1.ダンパは分解しないこと。

ダンパ内の高圧チッ素ガスによってオイ 

ルが吹き出します。

2.高温のところに置いたり、火の中に入れ 

ないこと。

チッ素ガス膨張によるリヤクッション破 

裂の恐れがあります。

3.ダンパに損傷を与えないこと。

ダンパの損傷は減衰性能の劣化や作動不 

良を招く原因となります。

4.ビストンロッドの摺動面に損傷、打痕を 

与えないこと。

損傷、打痕を与えるとオイル漏れの原因 

となります。

5.廃却の際は必ずガス抜きを行なうこと。

廃却要領（ガス抜き）

ガス抜きは危険ですので注意して行なうこと。 

防護眼鏡をかけて図の位置に3 mmの、ドリルで 

穴をあけガスを抜く。

ドリルで穴貫通時、ガスと同時に切 

粉が飛び散る場合があるので注意することс

リヤクッションの組付け

1.以下の部品を組付ける。 

•リヤクッション

リヤクッション上部取付 2. 3kg • m

リヤクッション下部取付 3. Okg • m



リヤアーム
構成部品

①チヱンケース

②ピボットシヤフト

③スラストカバー

④プレートワッシヤ

⑤ベアリング

⑥リャアームComp

⑦ガードシール

⑧ブッシュ



リヤアーム車体切Q
リヤアームの取外し

1•スタンドまたはジャッキ等でフレームを支え

る。

2.以下の部品を取外す。

•リヤホイール（Р6-8参照）

•リヤクッシヨン（Р 6-48参照）

3.以下の部品を取外す。

•チェンケース①

4.以下の部品を取外す。

•テンシヨンバー①

5.以下の部品を取外す。

•キャップ

•ピボッ卜シャフ卜①

•リヤアーム

ピボッ卜シャフ卜を取タトして、リヤアームを  

取外す。

6•以下の部品を取外す с 

•ガードシール®



/ л-

リャアーム車体

7.以下の部品を取外す。

•カバー①

•プレー卜ワッシャ©

•ブッシユ@

•ベアリング④

リヤアームの点検

1.以下の部品を取外す。

•リヤア ー ム

損傷、亀裂—交換

2.以下の点検をする。

•ベアリング 

がた、異音、損傷—交換

3.以下の点検をする。

• フ ツ ン ユ

ブッシュの損傷、亀裂の有無を点検する。 

損傷、亀裂—交換

リヤアームの組付け

1.以下の部品を組付ける。

Г要点 Iベアリングは文字側を外側にして組 

付ける。

•ベアリング



2.以下の部品を組付ける。

•フ、、ッシュ①

•ブレートワッシヤ©

•力バー③

ブッシュにモリブデングリ一スを塗布してリ 

ヤアームに組付ける。

3.以下の部品を組付ける ( 

•ガードシール®

ガードシール締付

0. 7 kg • m

4.以下の部品を組付ける (

要点 リヤア ー ム にドライブチ ェ ンを忘れ

ずに通してから組付ける。

リヤアーム

ピボッ卜シャフト（D .

キャップ

ピボットシャフト外周面にモリブデングリ一 

スを塗布して左側より組付ける。

ピボットシャフト締付

9. Okg • m

5.以下の点検をする。

•リヤアーム

リヤアームを前後、左右に動かしてがたの有 

無、またスムーズに作動するか点検する。 

がたのあるもの、スムーズに作動しないもの 

リヤアームを取外し、ブッシュ、ベアリング 

の再点検をする。



6.以下の部品を組付ける。

•テンシヨンバー① 

•コッタピン②

\
コッタピン

テンションバ 

3- Okg -m

7.以下の部品を組付ける ( 

•チェンケース

\ チェンケース

0. 7kg • m

8.以下の部品を組付ける。

•リヤクッション（P 6-49參照）•

リヤクッション上部取付 2. 3kg • m

リヤクッション下部取付 3. Okg • m

•リヤホイール（Р 6-10参照）

9.以下の調整をする。

•ドライブチヱンの遊び量（Р3-24参照） 

•ブレーキの効き具合



ドライブチェン
構成部品

①ホイ一ルアクスル ⑧スペーサ ⑩べアリング

②コッ夕ピン @コッタピン @オイルシール

③チヱンプラー ⑩テンションバー ©カラー

④キヤリパブラケット @ダンバ ⑱ドリブンスプロケッ

⑤カラ一 @ベアリング ⑲ドライブチェン

⑥オイルシ'—ル ⑬クラッチハブ ⑩プレートワッシャ

⑦ベアリング @力ラ一



ドライブチェン、ドリブンスプロケッ卜の取外し

1•以下の部品を取外す。

•シフトアーム①

•クランクケースカバー 1②

2.以下の部品を取外す。

•ナッ卜®

•ロックワッシヤ©

ロッ クワ ッシ ャを起こし、リヤズレーキを効 

かせて、ドライブスプロケット締付ナットを 

取外す。

3.リヤアームを取外す。

(P 6-51参照）

4•以ドの部品を取外す。

•ドライブスプロケット①

•ドライブチェン②

ドライブチェンとドライブスプロケッ卜を~* 

緒に取外す。

5•以下の部品を取外す。

•ドリブンスプロケッ卜®

実車でのドライブチェンの点検

1以下の点検をする。

•ドライブチェン10リンクの長さ①

ドライブチェン10リンクの長さ使用限度 

151mm

使用限度以上—ドリブン、ドライブスプロケ 

ット、ドライブチェン3点セ 

ット交換



ドライブチェンの清掃

•水または中性洗剤で洗浄する。

洗浄後PJ1(シールチェン用）またはSAE30- 

50のモー夕オイルを十分に給油する。

クラッチハブの点検

1.以ドの点検をする。

•クラッチハブ

凸部の摩耗、損傷、亀裂の有無を点検するс 

摩耗、損傷、亀裂—交換

2.以下の点検をする。 

•ベアリング 

がた、異音—交換

ドリブン、ドライブスプロケッ卜の点検

1.以下の点検をする。

•ドライブスプロケット①

•ドリブンスプロケット②

摩耗、損傷—ドライブチヱンとセッ卜で交換

修蒸気、ガソリン、シンナー、ベンジン等 

揮発性のもので洗浄しないこと。

♦一般市販のスプレータイプの潤滑油は使 

用しないこと。

•エンドレスチェンを使用しているためチ 

ェンを切離した場合、 1個のシールリン 

グが破損した場合でも一本全部を交換す 

ること。

ガタ
ガタ

рСа



ドライブチェンの点検

1•以下の点検をする。

•ドライブチェン

シールリングの脱落、ローラの損傷、ピンの 

摩耗、がたの有無を点検する。

脱落、損傷、摩耗—ドライブチヱン、ドリブ 

ンスプロケット、ドライブスプロケットの3 

点セットで交換。

2.以下の点検をする。

•ドライフ''チェン

固着の有無を点検する。

固着のあるもの—水または中性洗剤で洗浄し 

乾燥後PJ1(シールチェン用） 

またはSAE30〜50のモータ 

オイルを給油し、再点検す

るо

給油しても直らないもの—交換 

ドライブチェン、ドリブンスプロケットの組付 

け

1.以下の部品を組付ける。

•クラッチハブ①

•ドリブンスプロケッ卜②

\
ドリブンスプロケット

4. Зка • m

2•以下の部品を組付ける。

•ドライブスプロケット①

•ドライブチェン②

ドライブチェンとドライブスプロケッ卜を一 

緒に組付ける。

3.以下の部品を組付ける。

•リヤアーム（P 6-52参照）

•リヤホイール（P 6-10参照）



4.以下の部品を組付ける。

• ロックワッシヤ①

•ナッ卜 ©

リヤブレーキを効かせてナットを規定のトル 

クで締付け、ロックワッシャを確実に折り曲

げる。

ロックワッシヤ

\ ドライブスプロケット 

11• Okg • m

5.以下の部品を組付ける。

•クランクケースカバー 1①

•カラ  一©

•シフトアーム③

シフトアームのスリットをシフトシヤフトの 

ポンチマーク④に合わせて組付ける。

良
クランクケースカバー1 1.Okg • m

シ フ ト ア ー ム 1.0 kg • m

6.以下の調整をする。

•ドライブチェンのたわみ量①

句
ドライブチェンのたわみ量 

30〜40mm

左右の刻み目盛りを同じ位置に合わ

せること。

7.以下の部品を確実に締付ける。 

•ホイールアクスルナッ卜 

• ロックナット

\ ホイールアクスルナ

10. 4 kg • m



7.以下の部品を組付ける ( 

•コッタピン®

ЕШ コッタピン

ж ホイ一ルアクスルのコツ夕ピン穴と 

ホイールアクスルナツト凹部を合わせる時、 

規定の締付トルクで締付けたホイールアク 

スルナツトをゆるめて合わさないこと。 

(增締方向で合わせること。）





電装胃

第7章 

電装編



電装結線図電装
І+Г

電装結線図
①А. Сマグネト  ⑬スパークプラグ

②レクチファイヤレギュレ夕@ピックアップコイル

③ノ  くッ亍リ  @スロットルポジシヨンセンサ

④ヒューズ（メイン）⑩ニュートラルスイッチ

⑤ス夕一夕リレー  @速度警告灯（オプシヨン )
⑥メインスイッチ  ⑲スピードメータ 

©ヒューズ（イグニッシヨン）@タコメータ

⑧スターテイングモータ@)フュエルメー夕

⑨スタ -夕サ -キットカットオフリレ-@メータランプ

⑩サイドスタンドスイッチ@)オイルレベル警告灯 

@イグナイ夕ユニット⑩フラッシャパイロッ卜ランプ 

@ィグニッシヨンコイル@ニュートラルインジケ一夕

@ハイビームインジケー夕@ハザードスイッチ 

@フュエルセンダ  @フラッシャスイッチ

@ス夕一夕スイッチ  ⑩ホーンスイッチ

@ )エンジンストップスイッチ⑩デイマスイッチ 

⑩フロントストップスイッチ@パッシングスイッチ 

⑩ヒューズ（シグナル）@テール/ストップランプ 

@リヤストップスイッチ@へッドライト 

@ヒューズ（へッドライト）@フロントフラッシャランプ 

@ホーン  @リヤフラッシャランプ

@フラッシャリレー

才イルレベルスイッチ 

⑩クラツチスイツチ



配線接続部の点検
コ ネ ク タ 、 カ ブラの汚 れ 、 さ び 、湿気等を点検 

する。

1.以下の部品を取外す。

•コ ネ ク タ 、 カ プ ラ

2.エア等を使用して各端子を乾燥させる。

3.コネクタ、カプラを2〜3回抜き、差しをす 

るо

4.リ一ド線を引っ張って抜けないか確認する。

5.端子が抜ける場合は、ピン①を曲げて、端子 

をコネク夕に組付ける。

6•以下の部品を接続する。

•コ ネ ク タ 、 カ プ ラ

7•テスタを使用して導通状態を点検する。

要点

•導通状態が不良の場合は、端子を清掃後 

再度点検する。

•ワイヤハーネスの点検は上記1〜7の手 

順で行なう。

•イグナイ夕ユニットまたはC.D.Iユニッ 

トを交換する場合は、必ずイダナイタユ 

ニットまたはC.  D.Iユニットのコネクタ、 

ヵプラを点検する。

•カプラの点検は図示のようにテスタを使 

用する。



ス イ ッ チ 点 検 電 装 ^ 当  

スイッチ点検
スイッチの点検は端子間の導通状態をテス夕を 

使用して点検する。

スイッチの点検方法は下記の通り行なう。

黒 黒/白 赤 茶 青/白 青/赤

ON Oiо о -о

OFF О-ю
LOCK о-о

マニュアルに示されるスイッチの点検

マニュアルにはスイッチ（メインスイッチ、ノ、 

ンドルスイッチ、ストップスイッチ、ライトス 

イッチ等）の内部接続端子を示す、左図のよう 

な端子接続チャートを記載している。

左端の欄にはスイッチの位置、上段にはスイッ 

チの端子に接続されるリ一ド線の色が'言己載して 

ぁる。

〃 ◦一 о"は各スイッチの位置における電流回 

路を示し、電流が導通する両端子を示してい 

る。

このチャートにおいて、

"赤と茶〃、 "青 /白と青 /赤〃は、スイッチ 

"ON"の位許で導通している。

"黒と黑 /白〃はスイッチ〃OFF〃の位置で導通 

している。

"黒と黒 /白 "はスイッチ " L O C K〃 の 位置で導 

通している。

スイッチの点検方法

上記の端子接続チャートを参照し、リード線端 

子間の導通（電流回路）があるか点検する。



ス イ ッ チ 点 検 電 装 目

メインスイッチの点検方法を例に挙げて説明す

るО

1•ワイヤハーネスからメインスイッチのカブラ、 

コネクタを分離する。

議議議Iリ一ド線を引っ張ってメインスイッ 

チのカプラを分離しないこと。

リード線を引っ張ると、カプラの内部でリ 

一ド線が端子から外れることがあるので注 

意すること。

2.カブラ内部でリ一ド線端子が外れていないか 

点検する。

外れている—修正

カプラに泥、ホコリがつまっている場合はエ 

アを吹いて清掃する。

3.端+接続チャー卜は、各リード線の導通（電流 

回路）状況を示す。

左мに示すスイッチは下記の条件にて導通す 

る。

〃赤と茶〃、〃青/白と青 /赤〃はスイッチ 

"〇N〃の位置で導通している。

〃黒と黒 /白〃はスイッチ〃OFF〃の位置で導 

通している。

"黒と黒 /白 "はスイッチ " L O C K "の位置で 

導通している。

上記以外の端-了▲間は導通なし。

4•メインスイッチの赤と茶端子問の導通状態を 

点検する。

点検手順

•スイッチキーを数回〃〇N〃、〃〇FF〃および 

〃L〇CK〃 に回す。

•ポケットテスタのレンジ位置〃П X1〃にセ 

ッ卜する。

•テスタ㊉リ一ド線をカプラの〃赤〃リ一ド線 

端子、テスタѲリード線を〃茶〃リード線端

子に接続する。

要点1 導通テストには細い針金等を使用す 

る。太いものを使用するとカブラ内部で他 

の端子と接触することがあるので注意する 

こと。



スイッチ点検 電装

メインスイッチf立置の〇N(D、OFF②、LOCK

③位置を点検する。

スイッチ〃ON〃位置で導通あり（テスタ指針 

〃0"を指示）

スイッチ"OFF"、"LOCK"位置で導通なし（テ 

ス夕指針00を指示）

〃〇N〃位置で導通なし—交換 

〃OFF〃、"LOCK〃位置で導通あり一交換

5.黒と黒/内、青/内と青/赤、赤と青/赤端子間 

の導通を同様な方法で点、検する。

6.点検結果上記どれかに1つでも導通不良のあ 

るものはメインスイッチを交換する。



バルブ点検電装^ 

バルブ点検
ヘッドライト、テール/ストップランプ、メー 

タランプ等の点検

バルブの点検は端子間の導通を点検して、良否 

を判定する。

バルブの種類

モー夕サイクルに使用されているバルブは左図 

のようにソケット部の形状によって分類され

るо

@と⑧は主としてへッドライトに使用される。 

©は主としてテール/ストップランプに使用さ 

れる。

◎と㊣は主としてメータランプ等の表示ランプ 

に使用される。

バルブの点検方法

1.バルブを取外す。

參ヘッドライト点灯中及び消灯直後のバル 

ブは高温になっているので可燃物や手を 

近づけないこと。

春ノS'ルブが冷えるまで触れなt、こと。

要点、

•⑧、⑧タイプのバルブはホルダにて固定 

されている。

この型の多くはホルダは反時計方向に回 

わせば取外せる。

春©、⑬タイプのバルブはバルブ本体を押 

して、反時計方向に回わせば取外せる。 

參⑧タイプのバルブは引き抜けば取外せる。 

春バルブを取外す時、ソケットを持って取 

外す。

リ一ド線を引っ張るとソケット内でリ一 

ド線が外れてしまうことがあるのでリー 

ド線を引っ張らないこと。



バルブ点検 電装

2.バルブ端子間の導通点検 

点検手順

•ポケットテスタレンジ位置〃П X1〃にセッ 

トする。

•左図の3端子バルブの例を挙tナ'て説明する。 

テスタ㊉リード線を①端子に接続 

テスタ0リード線を②端子に接続 

①、②端子間の導通を点検する。

テスタ㊉リード線を①端子に接続 

テスタѲリード線を③端子に接続 

①、③端子間の導通を点検する。 

導通なし—交換

з.ソケットの点検

正常なバルブを装着してソケットを点検する。 

ノぺ、ルブとи様にテスタリード線をソケッ卜の 

リ一ド線に接続して導通を点検する。

導通なし—交換



③ノ くッテリ

④ヒューズ（メイン）

⑥メインスイッチ

⑦ヒューズ（イグニッシヨン） 

⑩サイドスタンドスイッチ 

@イグナイタユニット

@イグニッションコイル 

⑬スパークプラグ 

@ピックアップコイル 

@スロットルポジションセンサ 

⑩ェンジンストップスイッチ

点火系統
点火系統結線図



点火系統 電装

卜ラブルシューテイング

スパークプラグに火花が飛ばない、点火が断続する(

点検手順

1.ヒューズ（メイン、イグニッショ 

г • 八、、j テリ

3.スパークプラグ

4.火花性能

5•スパークプラグキャップ抵抗値

6.イグニッションコイル

7.ピックァップコイル抵抗値

8.スロットルポジションセンサ抵抗値

9. メインスイッチ

10.エンジンストップスイッチ

11.サイドスタンドスイッチ

12.ワイヤハ一ネス（点火系統回路）

要点

4)フュエルタンク

•点検の前に以下の部品を取外すс

1)へッドライトュニット

2)シート

3)サイドカバー 1、 2

•このトラブルシューテイングでは以下の特殊工具を使用する,

於
ポケッ卜テスタ 

90890—03112 於
コイルテスタ

90890—03074

1.ヒューズ（メイン、イグニッシヨン）

•ヒューズ（メイン、イグニッシヨン）を取

外す。
導通不良

籲ポケッ卜テスタ（テスタレンジПХ1)を

ヒューズに接続する。 1
_ヒューズの導通有無を点検する。

導通あり

2.ノくッテリ

籲ノベ' ッテリの状態を点検する。

第3章「バッテリ点検」の項目を参照

メインまたはイグニッションヒューズ交換

規定値以外

ノ  s'ッテリターミナル清掃 

ノ《ッテリ補充電または交換



氺

3•スパークプラグ

•スパークプラグを取外す。

鲁スパークプラグの状態、型式を点検し、

プラグギヤップを測定する。

第3章「スパークプラダの点検」の項目を

参照

標準プラグ メーカー

CR8E,CR9E NGK

U24ESR-N
NIPPONDENSO

U27ESR-N

終 プラグギャップ

0. 7〜0.8mm |

規定値以外

正常

4.火花性能

♦スパークプラグキヤツプとスパークプラ 

グの間にイグニッションチェッカ（ヤマハ

推奨品)①を接続する。

丨メインスイッチを“ON”にする。

_スタータスイッチを押し、火花性能を測 

定する。

a 火花性能 

6 mm以上

正常

規定値以外

豆

点火系統回路正常



а スパークプラグキャップ抵抗値 

9 〜11КП

規定値以外

正常

6.イグニッシヨンコイル

•イグニッシヨンコイルからリード線を取 

外す。

•ポケットテスタ（テスタレンジП Х1К)を 

イグニッシヨンコイルに接続し、1次コ

—イルの抵抗値を測定する。_______________

テスタ㊉リ一ド線-—イグニッシヨンコイル

㊉端子

テスタ㊀リード線—イグニッションコイル

Ѳ端子

S 1次コイル抵抗値 

1.92 〜2. 88 П

•ポケットテスタ（テスタレンジП Х1К)を 

イグニッションコイルに接続し、 2次コ 

イルの抵抗値を測定する。

テスタ㊉リード線—ハイテンションコード 

テスタ㊀リード線—ハイテンションコード

Н 2次コイル抵抗値 

9.52〜14.28КГ2

氺

5.スパークプラグキャップ抵抗値 

春スパークプラグキャップを取外す。

•ポケットテスタ（テスタレンジП Х1К)を 

スパークプラグに接 続 し 、 ス パ ー ク プラ 

グキャップの抵抗値を測定する。

要点]スパークプラグキャップ組付け時、 

ハイテンションコードを点検する。

ハイテンションコードの先端を約 5 mm切断 

して組付ける。

f



Iコイルテスタ①をイグニッシヨンコイル

に接続する。

•イグニッションコイルの火花性能を測定 

する。

火花性能 

6 mm以上

規定値以外

正常
イグニッションコイル交換

7 .ピックアップルコイル抵抗値

ピックアップコイルカプラをワイヤハ

ネスから切離す。

しボケットテスタ（テスタレンジП X100)を 

ピックアップコイルカプラに接続し、コ 

イルの抵抗値を測定する。

テスタфリード線—白 /赤端子① 

テスタ㊀リード線—白/緑端子②

ピックアップコイル抵抗値 

304〜4560

規定値以外

¥ 正常



氺

А
8.スロットルポジションセンサ抵抗値

丨スロットルポジションセンサの抵抗値を 

測定する。

第5章「スロットルポジションセンサの点 

検、調整」の項目を参照

正常

9•メインスイツチ

>メインスイッチカプラをワイヤハーネス 

から切離す。

>メインスイッチの「赤①/茶②」端子間の 

導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

JJ 導通あり

10.エンジンス卜ッフ

ド、ンドルスイッチ（右）力プラをワイヤハ 

一ネスから切離す。

>エンジンス卜ップスイッチの「赤/白①と 

赤/白②」端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

赤/白赤/白

OFF
RUN o -о

〜
赤/白

E赤/白

緑/黄

茶

黒

導通不良

メインスイッチ交換

導通不良

ハンドルスイッチ（右）交換

氺



氺

11.サイドス夕ンドスイツチ

>サイドスタンドスイッチカブラをワイヤ 

ハーネスから切離す。

»サイドスタンドスイッチの「黒/黄①と 

青z黄②」端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

СГ^Э

EL
黒/黄青/黄!；

I 導通あり

正常

イグナイ夕ユニット交換

導通不良

12.ワイヤハーネス

接続不良、断線•点火系統回路の接続部、断線の有無を点

検する。
I

点火系統回路結線図参照

修正または交換
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③バッテリ

④ヒュ一ズ（メイン）

⑤ス夕一夕リレー

⑥メインスイッチ

⑦ヒューズ（イグニッシヨン）

⑧スターテイングモー夕

⑨スター夕サーキットカットオフリレー

⑩サイドスタンドスイッチ 

⑩ニュートラルスイッチ 

@ス夕一夕スイッチ

@ )エンジンス卜ップスイッチ 

⑩クラッチスイ ツ チ



卜ラブルシュ一テイング

スターテイングモータが回らない。

点検手順

1. ヒュ ーズ（メイン、 イグニッション） 7. ェン ジンス

2. フテリ 8. ニュ 一トラ

3. ス 夕一テイングモ 一夕 9. サィ ドスタ

4. ス 夕 '~夕リレ ' 10. クラ ツチス

5. ス 夕一夕サーキッ トカツトオフリレー 11. ス夕 一夕ス

6. メインスイツチ 12. ワイヤハー

トラルスイツチ

ドスイッチ

ネス（始動系統回路）

要占

•点検の前に以下の部品を取外す。

1)ヘッドライトユニット  3)サイドカバー 1、2

2)シート  4)フュエルタンク 

•このトラブルシューテイングでは以下の特殊工具を使用する。

於
ポケットテスタ 

90890 — 03112

1.ヒューズ（メイン、イグニッシヨン）

•ヒューズ（メイン、イグニッシヨン）を取

外す。
導通不良

•ポケットテスタ（テスタレンジПХ1)を

ヒューズに接続する。 I
•ヒューズの導通有無を点検する。 \

導通あり
メインまたはイグニッシヨンヒューズ交換

2 .パ、、Jテリ

ヴマッテリの状態を点検するо 

第3章「バッテリ点検」の項目を參照

規定値以外

バッテリ夕一ミナル清掃 

バッテリ補充電または交換



4 .ス夕一タリレー

•スター夕リレーからカプラと端子（ 2ヶ 

所）を切離す。

•スタータリレーをジャンノ、。リ一ド線でバ 

ッテリに接続する。

バ ッ テ リ④端子—ス タータリレー 2端子① 

バ ッ テリѲ端子—ス タータリレー 3 端子② 

ポケットテスタ（テスタレンジП X 1 )をリ 

レー端子に接続し、リレー接点の導通を点 

検する。

テスタ㊉リード線—端子③

テスタѲリ一ド線—端子④

◎—■Ф

3 .スターテイングモ ー 夕

* ノぺ、ツテリѲリード線とスターテイングモ 

一夕リード線をジヤンパリ一ド線①で接 

続する。

•火花が飛びやすレゝので可燃性のガスやガ 

ソリン等を近くに置かないこと。

•ジヤンパリ一ド線がフレームにふれると 

シヨ一トするので注意すること。

スターテイングモー夕が回らない

•  メインスイツチを〃〇 N "にする,

ス タ ー テ イ ン グ モ ー 夕 が 

回る

導通不良

スターテイングモー夕点検、修正（P 7-23参照 ) 

または交換

ス タ ー タリレ ー 不良、交換

_ 始 動 系 統 電 装 і
氺

▲注意

X 1 I
2 3



氺

5.ス夕一夕サーキットカツトオフリレー

1スタータサーキツトカツトオフリレ一を

取外す。

'リ一ド線を使用してバツテリをスター夕 

サーキットカットオフリレーに接続するс

バッテリ㊉端子—4端子 

バッテリ㊀端子—8端子

'ポケットテスタ（テスタレンジПХ1)を 

リレーに接続し、リレー接点の導通を点 

検する。

テス夕®リード泰良一► 3佩十 

テス夕Ѳリ一ド糸泉一7端子

㊀ ㊉

fr 2 3 4 5І
6 7 8 9 10X

11導通あり

6. メインスイッチ

スター夕サーキッ卜カツトオフリレー交換

• メインスイツチカプラをワイヤハーネス 

から切離す。

• メインスイッチの「赤①Z茶②」端子間 

の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

茶 赤

OFF
ON О о

導通不良

e

茶:赤

><
_ zi
成

氺



氺

7.エンジンストップスイッチ

•ハンドルスイッチ（右）力プラをワイヤハ 

一ネスから切離す。

•エンジンストップスイッチの「赤/白① 

と赤Z白②」端子間の導通を点検する。 

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

赤/白赤/白
OFF
RUN 0- -о

赤/白

|[赤/白

緑/黄

茶

黒

冃./ 口

■ュートラルスイッチカプラをワイヤハ 

一ネスから切離す。

►ポケットテスタ（テス夕レンジПХ1)を 

カプラに接続し、ニュートラルスイッチ 

の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

テスタ㊉リード線—空色端子① 

テスタ㊀リード線—車体ア一ス

iD

空色

導通不良

^導通あり

8. ニュートラルスイツチ

ハンドルスイツチ（右）交換

導通不良

トラルスイツチ交換

導通あり



氺

9.サイドスタンドスイッチ

►サイドスタンドスイツチカブラをワイヤ 

ハーネスから切離す。

>サイドスタンドスイツチの「黒①と黒②」 

端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

導通不良

10.クラッチスイッチ

►クラッチスイッチからカプラを取外す。

> ク ラ ッ チ ス イ ッ チ の 「 黒 / 黄 ① と 青 / 黄 

②」端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

TURN >F

шщ
HORN、j /

サイドスタンドスイツチ交換

導通不良

導通あり

クラツチスイツチ交換



氺

11.スター夕スイツチ

•ハンドルスイッチ（右）力プラをワイヤノ、 

一ネスから切離す。

•スター夕スイッチの「青 /白①と黒②」 

端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

黒 青/Ы
OFF
ON О ~о

赤/白 茶

赤/白 黒.
緑/黄青/白

^(2)

О導通あり

12.ワイヤハーネス

導通不良

丨ンドルスイツチ（右）交換

•始動系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。

始動系統回路結線図参照



始動系統 電装

構成部品

ス夕一テイングモー夕

®〇リング

②ステ一夕Ass'y

③カバー

④ガスケット

⑤アマチュアコイルAss'y

⑥アマチュアコイル

⑦ブラシホルダ

⑧ブラケット

ブ ラ シ 減 寸 限 度 4. Omm 11

ブラシスプリング圧使用限度 570g

コンミュテ一夕外径使用限度 27mm ||

гマイカアンダカッ卜量 0. 7mm 11



スタ一テイングモータの取外し

1.以下の部品を取外す。

•スターテイングモー夕リード線① 

•スターテイングモー夕②

スタ一ティングモータの分解

1.以下の部品を取外す。

•カバー①

•アマチュアコイル②

•ブラケット③

•ステータ④

•ブラシホルダ⑤

スターティングモータの点検

1.以下の測定をする。

•カーボンブラシ長さ®

勿
標準寸法 丄2. 5mm

使用限度 4. Omm

使用限度以下—交換

2.以下の点検をする。

•ブラシスプリングの張力

外
標準バネ圧 使用限度

570〜920g 570g

使用限度以下—交換



ІІГГГФ

3.以下の点検をする。

•コンミュテ一夕の状:態 

損傷、偏摩耗、焼損—交換または修正

4.以下の点検をする。

•アマチュアコイルの導通

テス'夕

赤リード線

テス夕

黒リード線

導通の

有無

テス夕レンジ

位置

コンミュテ一夕 コンミュテ一夕 有 П Х  1

コンミュテ一夕
アマチュアコイル 

コア
ПХ1К

導通状態不良—交換

5.以下の測定をする。

•コンミュテータ外径@

分
標準外径 28mm

使用限度 27 mm

使用限度以下—交換

6•以下の測定をする。 

•マイカアンダカット量⑥

癸
標準値

0. 7mm

規定値以外—修正

要点

修正はノコ刃等を使用して修正する。 

マイカアンダカット修正後、面取りを行

うО

スタ一ティングモータの組立

1.以下の部品を組付ける。

•ブラシホルダ®

ブラシホルダの突起②をブラケットの溝③に 

合わせて組付ける。

2.以下の部品を組付ける。

•シム①

•アマチュアコイル②

ブラシスプリングを押し下げ、ブラシを損傷 

させないように組付ける。



3.以下の部品を組付ける。

•ガスケット①

•ステータ②

•ワッシャキット③

•ガスケット④

•カノマー⑤

•〇リング

Щ点

•カバーのベアリング部にニ硫化モリブデ 

ンオイルを少量塗布する。

•ブラケットとステ一夕、ステ一夕とカバ 

一 の それぞれの合マークを一致させて組 

付ける。

1 ガスケット
[New

〇リング
1

スターテインクモータの組付け

1.以下の部品を組付ける。

•スターテイングモー夕①

〇 リ ン グ に ヤ マ ハ グ リ ー ス вを 少量塗 布 し て 

組付ける。

\
スターテイングモータ 

1.Okg • m

2.以下の部品を接続する。

•スターテイングモータリード線②
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③バッテリ

④ヒューズ（メイン）

名称はР7-1參照充電系統
充電系統結線図
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トラブルシューティング

バッテリが充電されない。

点検手順

1.ヒューズ（メイン）

2.バッテリ

3.充電電圧

4.コイル抵抗値 

5•ワイヤハーネス 

(充電系統回路）

要 占

丨点検の前に以下の部品を取外す。

1)シート  3)フユエルタンク

2 )サイドカバー 1，2

〖このトラブルシューティングでは以下の特殊工具を使用する(

略 エンジン夕コメータ
於

ポケットテス夕

90890-03113 90890-03112

1.ヒューズ（メイン）

>ヒューズ（メイン）を取外す。

>ポケットテス夕（テスタレンジПХ1)を 

ヒューズに接続する。

►ヒューズの導通有無を点検する。

導通あり

2•バッテリ

籲ノ  s'ッテリの状態を点検する。

第3章「バッテリ点検」の項目を参照

規定値以外

正常

*
バッテリ補充電または交換



1 規定充電電圧 

13. 0〜15.3V/3000npm

籲エンジンを始動して、ЗОООгрт時の電压 

を測定する。

[要点Iバッテリは完全充電状態（12. 8Ѵ以 

上）のものを使用して行なう。

*

3.充電電圧

►エンジン夕コメー夕をハイテンシヨンコ

一ド1に接続する。

しポケットテスタ（テスタレンジDC20V)を 

ノべ、ッテリに接続する。

ァスタ®リード線—バッ丁リ任 )端 子 ①  

テスタ㊀リード線—バッテリ㊀端子②

規定充電電压

規定値以外

4.充電コイル抵抗値

鲁A.Cマグネトカプラをワイヤハーネスか 

ら切離す。

•ポケットテス夕（テスタレンジП XI)を 

ステ一夕コイルリード線端子に接続するc

テス夕®リード線一►白端子 

テスタѲリ一ド線—白端子

ステータコイル規定抵抗値 

0. 32〜0.48П

万 正常

*

ІОІ
ІО^ОІ

ノぐソテリ交換

ステ一夕コイル交換

①



*

5.ワイヤハーネス

_充電系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。

充電系統結線図参照

接続不良、断線

正常 修正または交換

^>1
レクチファイヤレギュレ夕交換
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③バッテリ

④ヒューズ（メイン）

⑥メインスイッチ 

㉑メ一夕ランプ

@ ハ イ ビ ー ム イ ン ジ ケ - 

@ )ヒューズ（へッドライ

-夕 

ト）

園—

⑩デイマスイツチ 

@ノ、°ツシングスイツチ 

@テール/ストツプランプ 

@へッドライト

名称は P 7-1參照
照明系統

照明系統結線図



___________________ 照明系統

トラブルシューティング

ヘッドライト、テールランプ、ハイビームインジケータ、メータランプが点灯しない。

点検手順

1.ヒューズ（メイン、ヘッドライト） 4.デイマスイッチとパッシングスイッチ

2.バッテリ 5•ワイヤハーネス（照明系統回路）

3•メインスイツチ

要点

•点検の前に以下の部品を取外す。

1)へツドライトユニツト 4)フユエルタンク

2)シート  5)テールカバー

3)サイドカバー 1、2

春このトラブルシューテイングでは以下の特殊工具を使用する。

р ポケットテス夕

90890 -03112



*

Jk
з. メインスイッチ

籲メインスイツチカプラをワイヤハーネスか 

ら切離す。

_ メインスイッチの「赤①Z茶②」端子間の導 

通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

茶赤
OFF
ON О о

A
茶赤

Ш
ж導通あり

4.デイマスイツチ/パッシングスイツチ

>ハンドルスイッチ（左）カプラをワイヤハー 

ネスから切離す。

>メインスイッチを “ON”にする。

>ディマスイッチの「赤Z黄①と緑②」、「赤Z 

黄①と黄③」端子間の導通を点検する。

>ディマスイッチを“Lo”にする。

丨パッシングスイッチの「赤 Z黄①と黄③」端 

子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

導通あり

5.ワイヤハーネス

>照明系統回路の接続部、断線の有無を点検 

する。

照明系統回路結線図参照

正常

照明系統のそれぞれの状態を点検する。

照明系統点検の項目参照

導通不良

メインスイツチ交換

導通不良

ハンドルスイツチ（左）交換

接続不良、断線

修正または交換



照明系統点検

1.ヘッドライト、ハイビームインジケータが点灯しない。

1•バルブとバルブソケット 

籲バルブとバルブソケットの導通の有無を点 

検する。

第7章「バルブ点検」の項目を參照

導通あり

 _________________________________________

2.電圧___________________  _____________
•ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を

へッドライトとハイビームインジケータ

リ一ド線に接続する。 ——

ヘッドライト：

テスタ㊉リード線—緑①または黄②端子

テスタѲリード線—黒③端子

ハイビームインジケ一夕：

テスタ®リ一ド線^一^黄④端子

一テスタѲリード線—黒⑤端子______________

0デイマスイッチが“ Lo”のとき

固デイマスイッチが“ Hi”またはパッシングス

_イッチが“〇N”のとき  ___________

• メインスイッチを“ON”にする。

•デイマスイッチを“Lo”または“Hi”の位置 

にする。

籲デイマスイッチを“Lo”にし、パッシングス 

イッチを“〇N”にする。

•バルブソケットコネクタの電圧（12V)を測 

定する。

1 電圧（12V)でる。

へ、、Jドライト、ハイビ-
結線異常なし

-ムインジケ一夕回路

2. メータランプが点灯しない。

導通不良

バルブまたはバルブソケット交換

電圧（12V)が発生しない。

メインスイッチからバルブソケットコネクタ 

までの回路結線不良、修正

1•バルブとバルブソケット

►バルブとバルブソケットの導通の有無を点 

検する。

第7章「バルブ点検」の項目を参照

導通不良

導通あり バルブまたはバルブソケット交換

*



• メインスイッチを“〇N”にする。

•バルブソケットコネク夕の電圧（12V)を測 

定する。

テスタ㊉リード線—青端子① 

テスタѲリード線—黒端子②

籲ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

メータランプバルブソケットに接続する。

2.電圧

*

導通不良

電圧（12V)でる。

3.テールランプが点灯しない。

導通不良

導通あり

*

メインスイッチからバルブソケットコネクタ 

までの回路結線不良、修正

バルブまたはバルブソケット交換

メータランプ回路結線異状なし

1•バルブとバルブソケット 

•バルブとバルブソケットの導通の有無を点 

検する。

第7章「バルブ点検」の項目を参照



2.電圧__________________________________

•ボケットテスタ（テスタレンジDC20V)を 

テールランプバルブソケットに接続する。

テスタ㊉リード線—青端子① 

テスタ㊀リード*a—黒端子②

青 黄]
1 黒 о

• メインスイッチを“ON”にする。

•バルブソケットコネク夕の電圧（12V)を測 

定する。

電圧（12 V)である

テールランプ回路結線異状なし

導通不良

メインスイッチからバルブソケットコネクタ 

までの回路結線不良、修正



信号系統 電装

信号系統
信号系統結線図
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③バッテリ

④ヒューズ（メイン）

⑥メインスイツチ

⑨ス夕一夕サーキツトカツト オ フリレー

⑩ニュ一トラルスイツチ 

@ )フュエルメータ

@オイルレベル警告灯 

⑩フラッシャパイロットランプ

@ニュートラルインジケ一夕 

@)フュエルセンダ 

⑩フロントストップスイッチ 

⑩ヒューズ（シグナル）

@リヤストップスイッチ 

@ヒューズ（へッドライト）

ホ 4— ン 

@フラッシヤリレー

@才イルレべルスイツチ 

@ハザ一ドスイッチ 

@)フラッシャスイッチ 

@)ホーンスイッチ 

@テール/ストップランプ 

@フロントフラッシャランづЩ 

@リヤフラッシヤランプ



____________ 信号系統I電装I^
トラブルシューテイング

•フラッシャランプ、ストップランプが点灯しない。 

•ホ一ンが鳴らない。

•オイル警告灯、ニュートラルランプが点灯しない。 

•フュエルメ一夕が作動しない。

点検手順

1•ヒューズ（メイン、シグナル、へッドライト）

2.バッテリ

3. メインスイッチ

4.ワイヤハーネス（信号系統回路）

要占

♦点検の前に以下の部品を取外す。

1)シート  3)フュエルタンク

2)サイドカバー1,2 4)テールカバー

春このトラブルシューティングでは以下の特殊工具を使用する。

於
ポケットテス夕

90890-03112

1.ヒューズ（メイン、シグナル、ヘッドライト）

>ヒューズを取外す。

しボケットテス夕（テス夕レンジП X1)を 

ヒューズに接続する。

►導通の有無を点検する。

導通あり

父
2•バッテリ

春ノぐソテリの状態を点検するо

第3章「バッテリ点検」の項目参照

ル
正常

導通不良

規定値以外

バッテリ補充電または交換



_____________ 信号系統I電装^
*

3. メインスイッチ

修メインスイッチカプラ、コネクタをワイ 

ヤハーネスから切離す。

_スイッチの「赤①と茶②」端子間の導通 

を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を参照

] 導 通 あ り

4.ワイヤハーネス 接続不良、断線.

*信号系統回路の接続部、断線の有無を点 1  - - " 1
検する。

信号系統回路結線図參照 修正または交換



信号系統点検

1.ホーンが鳴らない。

1•ホーンスイッチ

•ハンドルスイッチ（左）力プラをワイヤハ 

一ネスより切離す。

春スイッチの「黒①と黒②」端子間の導通 

を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

黒 黒

OFF
ON Оо

緑
黄 黒/白

導通不良

ハンドルスイツチ（左）交換

導通あり

2.電圧

•ポケットテスタ（テスタレンジDC20V)を 

ホーンリード線に接続する。

テスタ㊉リード線—黒/白リ一ド線① 

テスタѲリード線—車体ア一ス

鲁メインスイッチを〃ON〃にする。

•ホーン黒/白リ一ド線の電圧（12V)を測定 

する。

¥
電圧（12V)が発生しなし、

電圧（12V)でる。 信号系統回路の導通を点検するc



关

3.ホ一ン

♦ホーン端子の黒リード線を取外す。 

•ジャンパリード線①を黒端子に接続し、 

ジャンパリ一ド線をアースする。

гФ

籲メインスイッチを〃 0N〃  にする (

ホーンが嗚らなし、。

4.電圧

しボケットテスタ（テスタレンジDC20V)を 

ホーンの黒端子に接続する。

テスタ㊉リード線—黒端子① 

テスタ㊀リード線—車体アース

-41)

◎

0 ©
籲メインスイッチを〃〇N〃にする。

鲁ホーン黒端子の電圧（12V)を測定する。

電圧（12V)でるc

ホーン調整または交換

ホーンが嗚るс

ホーン正常

電圧（12V)が発生しないс

ホーン交換



導通あり

3.電圧

•ポケットテスタ（テス夕レンジDC20V)を 

バルブソケットリード線端子に接続する。 

テスタ®リード線—黄端子①

テスタѲリード線—黒端子②

籲メインスイッチを〃ON"にする。

籲ブレーキレバーまたはブレーキペダルを 

握るか踏むかする。

•バルブソケット黄リ一ド線の電圧 

__ (12V)を測定する。

電圧（12V)でる。 

信号系統回路結線異状なし

2.ストップランプが点灯しない。

1.バルブとバルブソケット

鲁バルブとバルブソケットの導通の有無を 

点検する。

 第7章「バルブ点検1の項目を參照—

導通あり

2.ストップスイッチ

•ストップスイッチコネクタをワイヤハ'— 
ネスから切離す。

♦スイッチの「茶①と緑/黄②」、 「黄③と 

茶④」端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

信 号 系 統 電 装Ш

導通不Й

ストップスイッチ交換

電圧（12V)が発生しない。

4•ワイヤハーネス

*信号系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。

—信号系統回路結線図參照__________________

フ



3.フラッシャランプが点減しない。

1•バルブとバルブソケット

►バルブとバルブソケットの導通の有無を 

点検する。

第7章「バルブ点検」の項目を参照

導通あり

父
2.フラッシヤスイツチとハザ一ドスイツチ

>ハンドルスイツチ（左）カプラをワイヤハ 

一ネスより取外す。

•スイッチの「茶/白①と濃茶②」、「茶/白 

①と濃緑③」端子間の導通を点検する。

第7章「スイッチ点検」の項目を參照

フフツンヤ 
スイッチ

\ в濃 
3緑

R С)〇

N
R с>о
N
しО С)

し О С)

Ф

(3>

/白

ハザ一ド 
スイッチ

\
濃
茶

5
白
'M
緑

OFF
ON О Q 〇

£nl
濃茶

赤/黄

導通あり

導通不良

ベルブまたはバルブソケット交換

ハンドルスイッチ（左）交換

3.電圧_________________________________

•ポケットテスタ（テスタレンジDC20V)を 

フラッシャリレーに接続する。

テスタ©リード線—茶端子① 

テスタѲリード線—黒端子②

0 © +

茶/白茶--

• メインスイッチを〃〇N〃にする。

•フラッシャリレ一茶端子の電圧（12V)を 

測定する。

電圧（12V)が発生しない。

j\r電圧（12V)でる。 

*
信号系統回路の導通を点検する。



关

4.電圧

►ポケットテス夕（テスタレンジDC20V)を 

フラッシャリレーに接続するо
テスタ㊉リード線—茶/白端子① 

テスタ㊀リード線—黒端子②

し

る®?
d/

• メインスイッチを〃ON〃にする。

Фフラッシャスイッチを左または右にする。 

•フラッシャリレ一茶/白端子の電圧（12V) 

を測定する。

万 電圧（12V)でる。

5.電圧

>ポケットテス夕（テスタレンジDC20V)を 

フラッシャランプリ一ド線コネク夕に接 

糸売する。

フラッシャランプ（左）

テスタ㊉リード線—濃茶リ一ド線① 

テスタ㊀リード線—車体アース

フラッシャランプ（右）

テスタ@リード線—濃緑リ一ド線② 

テスタ㊀リード線—車体アース

• メインスイッチを "〇N〃にする。

春フラッシャスイッチを左または右にする。 

•フラッシャランプリード線の「濃茶」、 

「濃緑」の電圧（12V)を測定する。

」し電圧(12V)でる。

信号系統回路結線異状なし

電圧（12V)が発生しない

電圧（12V)が発生しない

6•ワイヤハーネス

®信号系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。

信号系統回路結線図参照



4.オイル警告灯が点灯しない。

.バルブとバルブソケッ卜

バルブとバルブソケッ卜の導通の有無を点 

検する。

第7章「バルブ点検」の項目を参照

導通あり

2•才イルレべルスイッチ

エンジン才イルを抜き、才イルレべルスイ 

ッチをオイルストレーナカバーより取外す。 

ポケッ卜テス夕（テス夕レンジ D X1)を才 

イルレべルスイツチに接続する。

テスタ④リード線—黒/赤リ一ド線①

テスタѲリ—ド線—才イルレべルスイッチ 

ボデイ

и

"XZZ7

才イルレべルスイッチのそれぞれの状態で 

の導通を点検する。

不良

上向きのとき囚：導通あり

6@5 下向きのとき圍：導通なし 才イルレべルスイッチ交換

X

正常

Г



氺

3.オイル警告灯リレー抵抗値

ス タ ー 夕サー キ ッ トカットオフリレ ー を 取 

外す。

ポケットテスタ（テスタレンジП  X 1 )をリ 

レー端子に接続する。

テスタ①リード線—1端子① 

テスタ0)リード線—6端子②

Ф © +
も

2 3 4 51l
6 7 8 9 10 X

а オイル警告灯リレ一抵抗値 

7.4 〜9.0П

規定値以外

スター夕サーキットカットオフリレー交換

4.電圧

•ポケッ卜テスタ（テスタレンジDC20V)をバ 

ルブソケッ卜カプラに接続する。

テスタ①リード線—茶端子① 

テスタѲリード線—黒/赤端子②

1Г

黒 黒

茶

黄

メインスイッチを‘‘ON”にする。

バルブソケット力プラの電圧（12V)を測定す 

る。

電圧（12V)が発生しないc

電圧（12 V)である<

才イル警告灯回路結線異状なし

メインスイツチからバルブソケットカプラま 

での回路結線不良修正



5•ニユ ' トラルインジケータが点灯しない。

1.バルブとバルブソケット

>バルブとバルブソケットの導通の有無を点 

検する。

第7章「バルブ点検」の項目を参照

2. ニ、

導通あり 

トラルスイッチ(Р7-参照）

導通不良

バルブまたはバルブソケット交換

導通不良

3.電圧

ポケットテスタ（テス夕レンジDC20V)をバ 

ルブソケットカプラに接続する。

テスタ®リード線—茶端子① 

テスタ㊀リ一ド糸泉—空色端子②

TZẐ

L
к--

茶
т 茶

白
А--------

Г
黄 黒

空
色 黒

茶

黄 о
(I)

春メインスイッチを“〇N”にする。 

•チェンジをニュートラルにする。

•バルブソケットカプラの電圧（12V)を測定 

する。

電圧（12V)である。

トラルインジケ一夕回路結線異状なし

.ユートラルスイッチ交換

電圧(12V)が発生しないо

メインスイッチからバルブソケットカプラま 

での回路結線不良修正



6.フュエルメータが作動しない。

1.フユエルセンダ

•フユエルセンダをフユエルタンクより取外

す。

•ポケットテス夕（テス夕レンジГ2Х10)をフ 

ュエルセンダリ一ド線カブラに接続する。

テスタ㊉リード線—緑端子① 

テスタ㊀リード線—黒端子②

і-ф

フユエルセンダの抵抗値を測定する。

フロート位置 規定抵抗値

上③ 4 〜10 П
下④ 90〜100 П

規定値以内

2.電圧

ポケツトテスタ（テス夕レンジDC20V)をフ 

ュエルメータカプラリ一ド線端子に接続す 

るо

テスタ㊉リード線—茶端子① 

テスタ㊀リードI泉—黒端子②

Z3=

L

茶
黒 茶

І
茶
白

黒
茶 -

黄
г

黒
空
色

空
色黒

1UT)

• メインスイッチを“〇N”にする。

•フユエルメ一 タ茶リ一ド線の電圧（12V)を 

測定する。

要点

い測定はフロー トを上③から下④へ下げて測 

定する。

>抵抗値の測定はフロー トレバーがストッパ 

に当っている状態で測定する。

規定値以外

フユエルセンダ交換

電圧(12V)が発生しない。

3•ワイヤハーネス 

>信号系統回路の接続部、断線の有無を点検 

する。 

信号系統回路結線図参照

ホ



*

4.フユエルメ一夕

•フユエルセンダをワイヤハーネスに接続す 

るо

籲フロートを上①、下②の位置に動かす。

• メインスイッチを“ON”にする。

春フロートを上または下に一杯まで動かし、 

メータ指針の作動を点検する。

フロー ト位置

フロート上①

フロー ト下②

メータ指針

Fを示す

Eを示す

作動する(

信号系統 電装

要点]フロートの位置を上①または下②で3 

分以上固定して、メータの指針を確認する。

作動不良

フユエルメータ交換

信号系統回路結線異状なし





第8章
卜ラブノレシューティング



トラブルシューティング

ここに列記しているトラブルシューティングは、全ての原因を記載したものではありません。 

トラブルの早見表として御使用ください。点検、調整、交換等はマニュアル本文を参照してくださいс

始動不良•始動困難

燃料; -フュエル夕ンク -

-フュエルコック ­

-キ ャブレ夕-

-エア ク リ

点火系——厂スパークプラグ-

一イグニッシヨンコイル -

一イグナイタ系-

-スイ ッチ、配線-

ガソリン無し

フュエルタンクキャップ空気孔のつまり 

ガソリン水入り、異物混入、変質

フュエルホースのつまり 

フュエルコックのつまり 

負圧パイプの破損、はずれ 

ガソリン水入り、異物混入、変質 

エアの吸込み

パイロットスクリュ調整不良 

パイロットジェットのつまり 

スター夕ジエッ卜のつまり 

スタータプランジャの作動不良 

フュエルレベルの調整不良 

エア通路のつまり 

目づまり

プラグギャップの不適 

電極の摩耗 

汚れ、プリッジ 

熱価の不適 

プラグキャップ不良 

1次、2次コイルの断線 

ハイテンションコードの不良

本体の破損

イグナイタユニツ卜の不良

ピックアップコイルの不良

スロツトルポジションセンサの調整不良

マグネトウッドラフキー折損

メインスイッチの不良

エンジンストップスイッチの不良

ワイヤハーネスの断線

コネクタ、カブラ、接続不良



圧縮系-
シリンダへッド 

'ンリンダ

ビス卜ン 

ビストンリング

しバルブ—

スパークプラグの不締り 

シリンダへッドの不締り 

シリンダへッドガスケットの破損 

シリンダガスケットの破損 

シリンダの摩耗、損傷、焼付 

ビストンの摩耗 

ピストンリングの摩耗、折損 

ビストンリングこう着 

ビストンの'焼付、損、傷 

バルブクリアランス調整不良 

バルブとシートの当り不良 

バルブ夕イミングの狂い 

バルブの焼付き

アイドリング不調

アイドリング不調一1~キャブレタ

—エアクリーナ ---------------------------------

L始動不良、始動困難の項目を参照

パイロットジェットのゆるみ、つまり 

パイロットエアジェットのつまり 

パイロットスクリュ調整不良 

アイドリング調整不良 

(スロットルストップスクリュ）

各通路のつまり

スター夕プランジャの戻り不良 

スロットルケーブル調整不良 

才ーノぺ、一フロー

目づまり

中高速不調

中高速不調- -始動不良、 始動困難の項目を參照 

ーキャブレ夕-------------------------

-エアクリ

ジェットニー ドルクリップ段数不適 

ダイヤフラムAss'yの作動不良 

フュエルレベルの調整不良 

メインノズルのつまり 

メインジェットのつまり、ゆるみ 

各通路のつまり 

目づまり



才一ノ、一 ヒ一

才ーノ  く一ヒー卜 - -点火;

-圧縮系-

—ェンジンオイル -

フレー十

スパークプラグギャップの不適 

スパークプラグ熱価の不適 

イグナイ夕ユニッ卜の不良 

キャブレ夕セッティング不適 

フュエルレベルの調整不良 

エアクリーナのつまり 

燃料室にカーボンの推積 

バルブタイミングの狂い 

バルブクリアランス調整不良 

オイル量の不適 

オイル粘度の不適 

オイルの劣化 

オイル通路のつまり 

ブ レ ー キ の ひきずり

速度が出ない、力がない

速度が出ない、力がない- -点火系_

-圧縮ぶ

-クラッチ---------
一ェンジンオイル -

-ブ レーキ-

ス パー クプラグの汚れ

スパークプラグの熱価の不適

イグナイ夕ユ ニ ッ 卜の不良

ピックアップコイルの不良

スロットルポジションセンサの調整不良

ガソリンタンクキヤップ空気孔のつまり

エアクリーナのつまり

キャブレ夕各通路、ジェットのつまり

フュエルレベルの調整不良

シリンダの摩耗

ピストンリングの摩耗、こう着 

シリンダへッドガスケットの破損 

シリンダガスケットの破損 

燃焼室にカーボンの推積 

バルブクリアランス調整不良 

バルブとシートの当り不良 

バルブタイミングの狂い 

クラッチ不良の項目を参照 

オイル量の不適（過多過少）

オイル粘度不適 

オイルの劣化 

オイル通路のつまり 

ブレーキのひきずり



クラッチ不良

クラッチ滑り- -ク ラッチ -

切れ不良-

し■ェ ンジンオイル-

-ク ラッチ-

ェンジンオイル-

変速不良

チェンジが入らない- 
シフトペダルが 

動かない

プッシ

フ и ク

クラ 、ソ

クラ ソ

クラ V

プツシュロツドの調整不良

一トの摩耗、焼け 

チプレートの摩耗、歪み 

クラッチスプリングのへたり 

チケーブル調整不良 

オイル量不適（少ない）

オイル粘度不適（やわらかい）

ケープル調整不良 

ロッドの調整不良

レートのふやけ 

トの歪み

'ラッチハウジングの段付摩耗

オイル量の不適（多い）

オイル粘度不適(硬い）

クラ 、ソチケー

プ 、ツシユロッ

フ クション

クラ フ チプレ

クラ 、ソチボス

一トーシヨンスプリンダ-

-クラ ッチ不良項目の切れ不良を參照 

-シフトシャフト---------------------曲り

シフトカム 

シフ卜フオ、 ク

しトランスミッション-

折損

シフト力ム溝の損傷 

シフトフオークの焼付 

シフトフオークガイドバーの曲り 

異物のかみ込み 

トランスミッシヨンの焼付 

異物のかみ込み

チェンジの抜け- 
(飛び越し）

-トーシヨンスプリング­

ー ス トツノくレノ く'---

-シフトレノく---------------

シフ卜カム 

シフトフオーク

トランスミッンョン_

折損

ローラ作動不良 

作動不良

シフトカム溝の摩耗 

シフトフォークの摩耗

ドッグ部の摩耗



ブレーキ不良

効き不良-------------

フロントフォ一ク不良

オイル漏れ-----------------------

作動不良-

•ブレーキパッドの摩耗 

•ブレーキデイスクの摩耗 

•ブレーキフ ル ー ドエア混入 

•ブレーキ液漏れ

• マ ス

•キヤ

• ユ ニ

• ブ レ 

•ブレ

L— •ブレ

シリンダキットの不良 

パシールキッ卜の不良 

ンボル卜の不締り 

キホースの破損

キパッドに才イル、グリースの付着 

キディスクにオイル、グリースの付着

インナチューブの曲り、損傷、鋳 

アウ夕チューブの損傷 

オイルシールの損傷

ヘキサゴンボルトのゆるみ 

キャップボルト〇リングの損傷 

ドレンボルトガスケットの損傷 

インナチュ一ブの曲り 

アウ夕チューブの変形 

フォークスプリングのへたり 

シリンダコンプリ一トの曲り 

フォークオイルの粘度、量の不適



_________________ トラブルシューテイングシュ-ティング1
操縦安定性不良

ノ、ンドル-------------------

ステアリンク

フロントフォーク -

ホづ^一  ル _

フレーム ------------------------------------------------------------

リヤア一ム ----------------

リヤクッション---------------

ドライブチェン---------------

信号、照明系統不良

ハンドル締付ボルトのゆるみ

ステアリングナットのゆるみまたは締すぎ

アンダブラケットの曲り

ボール、ボールレースの損傷

スプリングのへたり

オイル量の左右不一致

フロントフォ一クの曲り

ホイ一ルの振れ

リムの変形

タイヤの偏摩耗

空気圧の不適

ベアリングのがた

ホイールアクスルの曲り、ゆるみ

ねじれ

へッドバイブ部ボ一ル レ 一 スの招傷 

ポールレースの組付不良 

ブッシュ、カラーの摩耗 

リヤアームの曲り 

曲り

オイル漏れ

調整不良（チエンラインの狂い）

へッドライトが暗い-

へ ッ ド球が切れる

バルブの不適（規定外のバルブ）

電装品アクセサリ取付過多 

ステ一夕コイルの不良 

レクチファイヤ/レギュレ夕の不良 

バッテリの不良

カプラ 、 コ ネ ク タ 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 接続不良 

アース不良

スイッチの接触不良（メイン、ライトスイッチ） 

バルブの寿命

バルブの不適（規定外のバルブ）

バッテリの不良

レクチファイヤ/レギュレ夕の不良 

アース不良

スイッチの不良（メイン、デイマスイッチ） 

バルブの寿命



ホーン不鳴-

フラッシャランプつかない

フラッシャランプつき放し-

フラッシャの点減が'遅ぃ-

フラッシヤの点減が早い- 

セル回らず

バッテリの不良 

ヒュ^一 ズ切れ

スイッチの不良（メイン、ホーンスイッチ） 

ホーン調整不良

ホーンの不良（コイル断線、接点の損傷）

ワイヤハーネスの断線

アース不良

ヒューズ切れ

ノ《ッテリ上り

フラッシャスイッチ不良

フラッシャリレーの不良

ワイヤハーネス断線、力ブラ接触不良

バルブ切れ

フラッシャリレーの不良 

バッテリ容量不足（上りぎみ）

バルブ切れ(前後どちらか）

フラッシャリレーの不良 

バッテリ容V:不足（hりぎみ）

ノ くルブの不適（規定外ノ くルブ）

スイッチの不良（メイン、フラッシャスイッチ） 

バルブの不適（規定外バルブ）

フラッシャリレーの不良

スターテイングモ一タ if- 
回転しない

ーヒニ ー ブ :-

-ノぐソテリ_

—配線-

スターテイング_ 
モー夕

—X-ン ン ン -

ノぐソテリ上り

バッテリの不良

切れ、接触不良

メインスイッチ不良

クラッチスイッチ不良

ニュートラルスイッチ不良

スター夕スイッチ不良

スター夕サーキットオフリレー不良

サイドスタンドスイッチ不良

スタータリレー不良

ノ 4'ッテリターミナルのゆるみ

コネクタ、カブラの接続不良

アース不良

ワイヤハーネスの断線 

ブラシの摩耗 

コンミュテ一夕の不良 

アマチュアコイルの断線 

ス夕一夕クラッチの不良 

ェンジン焼付
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